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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト・コミック　高苗京鈴
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　麗れい華か、悪だくみするのこと







　それが吐はく息も凍こおる真冬であればもちろん、隣となり町まちまで歩いただけで行き倒だおれるような酷こく暑しよの夏であろうと、だ。


　バケツの水を頭からぶっ掛かけられれば決して気分のいいものではない。


　北ほう条じよう麗れい華かはそんなあたりまえすぎる事じ実じつを今さらながらに確かく認にんさせられていた。


「すっ、すいませんすいませんすいませんすいません！」


　彼女に被ひ害がいを負おわせた張ちよう本ほん人にんが、デスメタルのライブみたいに激はげしく頭ず蓋がい骨こつを上下させて平ひら謝あやまりしてくるが、むろんこの程てい度どの謝しや罪ざいで許ゆるしてやるつもりなど毛もう頭とうない。北条コンツェルン次じ期き総そう帥すいにして神じん宮ぐう寺じ学がく園えん生徒会長でもあるこの北条麗華に辛しん酸さんを舐なめさせた罪つみは、中なか身みの乏とぼしい頭を百万回下げたところで放ほう免めんされるものではないのだ。


　もっとも、今の彼女の身分は二にノの宮みや家のしがないメイドでしかなく、さして威い張ばれた身分でもないばかりか、この家の正式な居い候そうろうたる真ま由ゆの方がむしろ立場的には上だったりするのだが──まあそれはともかく。


「……月つき村むら真由。あなたいったいどういうおつもりですの？」


　水みず浸びたしになったメイド服のすそを絞しぼりつつ、あえてトーンを抑おさえた声で、令れい嬢じようは被ひ告こく人にんの心しん臓ぞうをえぐるナイフとなるべき第一声を発する。


「ええとその、ぞうきんがけをするための水を取とり替かえようとしてて、でもちょっと作さ業ぎようが遅おくれてたから駆かけ足で廊ろう下かを走ってて、でもバケツいっぱいに水が入ってたからあんまりバランスが良くなくて、考えてみれば使い終わったあとの水を庭にでも捨てておけば楽だったのに、わたしそんなことにもぜんぜん気づかなくて──」


「そんなことは訊きいていません」


　ぴしゃりと断だんじ、小しよう動どう物ぶつのように縮ちぢこまる真由を鋭するどい目でにらみつける。……まあこの月村真由が単たんなる天てん然ねん小こ娘むすめであり、わざとケンカを売るような真ま似ねをしているわけでないということは問とい詰つめるまでもなくわかっているのだが──だからといって怒いかりが収おさまるはずでもない。


（今日こそはこの超ちよう絶ぜつドジ女をとっちめてやりますわ。ええ、それはもう徹てつ底てい的てきに）


　ポケットからレースのハンカチ（これも水浸し）を取り出して髪かみをぬぐいながら、大きく息を吸すい込んで先せん制せいの一いち撃げきを放はなとうとした時。


「何だ？　いったい何の騒さわぎ？」


　廊下の角からひとりの少年が顔を出し、雲くも行ゆきの怪あやしい少女ふたりの元へ駆かけ寄よってきた。


「あ、二ノ宮くん。ええとこれはその──」


「二ノ宮峻しゆん護ご。これはわたくしと月村真由の問題です。あなたは引っ込んでなさい」


　が、峻護は近づいてくる間に状じよう況きようを理り解かいしたらしく、


「ああ、バケツに水を入れて走ってた月村さんが廊下につまずいて、たまたま通りかかってた北条先せん輩ぱいに水をかけてしまった、ってとこか。月村さんだいじょうぶ？　怪け我がはない？」


　そのまま真由の元へ歩み寄って、細こま々ごまと気を使いはじめた。


「どこかすりむいてない？　打ち身とか捻ねん挫ざとかは？」


「いえ、だいじょうぶです、ぜんぜん平気ですっ」


「だいじょうぶなものか。ほらここ、肘ひじのところから血がにじんでるじゃないか。あとで消しよう毒どくしておかなきゃ」


「え……あ、ほんとだ、すり傷ができてますね。ぜんぜん気づきませんでした」


「まったく、月村さんはおっちょこちょいなんだから……この廊下って、つまずくようなところはどこにもないじゃないか」


「うう……おっしゃるとおりです……」


「先輩にはちゃんと謝あやまった？」


「あ、はい、それはもちろん。でもこれだけひどいことしてしまったし、そう簡かん単たんに許してもらうわけには……」


「うん、そうか。じゃあおれからも先輩に謝っておこう。──北条先輩、どうもすいませんでした。月村さんが粗そ相そうをしてしまったようで……この通りおれからも謝りますから、ここはどうかひとつ」


（…………なんなんですの？　この展てん開かいは）


　眼がん前ぜんで展開する、茶ちや番ばん同然のやりとりを腕うで組ぐみしながら眺ながめていた令嬢の背はい後ごには、先ほどに数倍する低てい気き圧あつが渦うず巻まきはじめていた。


　峻護と真由の間に流れるこの、まるで仲の良い兄妹のような──いやいや、そんなのを通り越こしてあたかも新しん婚こんの夫ふう婦ふ同士であるかのような甘あまったるい空気は、いったい何なに事ごとだろう。そもそもにおいてこの件の被ひ害がい者しやは自分であるはずなのに、二ノ宮峻護はどうして真っ先に月村真由の元へ向かうのか。おまけにドジ小娘の身み代がわりになって謝罪に及およぶなど……峻護が小娘の保ほ護ご者しや役やくなのは承しよう知ちしているが、しかしそれにしてもこの、むくむくと湧わき上がる不ふ条じよう理り感かんはいかんともしがたい。


「…………いいでしょう。ここはわたくしが引いてさしあげます」


　それでも不ふ快かい感かんをねじ伏ふせつつ、令嬢は押し殺した声で許しを与えた。内ない実じつはどうであれ形の上では峻護が真由をすでに叱しかっているので、これ以上責せめるのは自分の度ど量りようの狭せまさを意味することにもなる。


「ですから二度とこのようなことがないよう、心するように」


「はい、すいません北条先輩。あ、それとこれから──」


「もうけっこう。これ以上この話題を続けるのは、無む意い味みであるばかりか不ふ愉ゆ快かいです」


　ぷいっとそっぽを向き、ついでにそのまま踵きびすを返して、令嬢はいまいましい災さい害がい現げん場ばを足あし早ばやで後にした。


　それにつけても腹はらの虫が収まらない。月村真由に関かかわると一いち事じが万ばん事じ、こうなのである。あの小娘が天てん性せいとも悪あく魔ま的てきともいえるそそっかしさと腐くされ縁えんの関係を結んでいることはむしろいい気き味みなのだが、そのとばっちりは何だかんだでこちらに回ってくるのだからたまらない。しかもドジをしてすら先ほどみたいに峻護にかばわれるのであれば、まるでドジをしたほうが得とくをしているようにみえるではないか。


「ああお嬢さま、いいところに気づきましたね」


「ひゃうあっ!?」


　いきなり背後からかけられた声に、肝きも試だめしでコンニャクを当てられた子供みたいに飛び跳はねる麗華。


「ななななに!?　誰だれ!?──って、なんだ保ほ坂さかじゃないの」


　喉のどから飛び出でそうになった心しん臓ぞうを押さえつけながら、令嬢はいつの間にか背後に現あらわれた人物の名を口にした。北条家のひとり娘である麗華を陰いんに陽ようにサポートする付き人、保坂光みつ流るである。細身で愛らしい容よう貌ぼうを持つ中性的な少年で、基き本ほん的てきに神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。あと、殴なぐっても死なない。


「保坂。気け配はいを消して背後に立つのはやめなさいといつも言ってるでしょう？」


　なので、内心を見み透すかされた照てれ隠かくしと腹立ち紛まぎれに、とりあえず人じん中ちゆう（急きゆう所しよ。とても痛い）をグーで殴っておく。


「あいた。ひどいなあお嬢じようさま、普ふ通つうの人間なら今の一いち撃げきで失しつ神しんしてますよ？」


「あなたは普通の人間じゃないからいいのです。それで何？　このわたくしの心しん拍ぱく数すうを無む駄だに上げてまで登場したからには、それなりの用件があるのでしょうね？」


「そりゃもちろん。誠せい心しん誠せい意いをもってお仕つかえするお嬢さまに、ささやかながらアドバイスができればと思いまして」


　負ふ傷しよう箇か所しよをさすりながらも朗ほがらかな笑え顔がおで、従じゆう僕ぼくの少年は一礼する。胡う散さん臭くささまるだしなその態たい度どに令嬢は眉まゆをひそめたが、


「まあいいでしょう。期き待たいはビタ一いち文もんたりともしていませんが、言うだけ言ってみなさい」


「なあに、とっても簡かん単たんなことですよ。たぶんお嬢さまももう気づきかけてるはずです」


「ですからそれはなんですの？　もったいぶらずにさっさと──」


「はいはい、つまりですね」


　人さし指をピンと立てた保坂がしたり顔で語かたるにいわく。


　どうやらこの二ノ宮家では、世せ間けん一いつ般ぱんの常じよう識しきとは正反対な法ほう則そくがまかり通っているらしいというのである。二ノ宮涼りよう子こや月村美み樹き彦ひこといった人じん外がいめいた連れん中ちゆうがそろっている点だけとってもそのことは明らかだが、ことに月村真由に関する諸しよ般はんにおいてその傾けい向こうが顕けん著ちよであるようだ。


「基き本ほん的てきにこの家って、月村さん中心に回ってるみたいなところがあるので。彼女の男性恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくするという目的を全ぜん面めん的てきにバックアップするのが二ノ宮家の基本方ほう針しんですからね、当然といえばまあ当然なんですが」


「……つまりあの小娘が一枚嚙かむと、一般常識が通つう用ようしない異い空くう間かんが局きよく所しよ的てきかつ一時的に形けい成せいされるというわけですか」


「そういうことも、ままあるようです」


「そんな理り不ふ尽じんな……」


「いえいえお嬢さま、理不尽かどうかはこの際さい関係ないんですよ」ちっちっち、と人さし指を振ふり、「要ようするにそういう法則を利用できるか否いなか、問題なのはそこなんです」


「どういうこと？」


「つまり、この家では普通では考えられないヘンテコな法則が働いてるわけですよ。でもってさっきお嬢さまは考えましたよね？　『まるでドジをしたほうが得をしているようにみえる』って。そう、そのとおりなんです。この家ではそれが現実なんです。ですから法則に逆さからおうとしてはいけません。必要なのは法則を把は握あくし、それを利用することです。ちがいますか？」


「……要するに、わたくしはどうすればいいのです」


「簡単なことですよ。ドジをするほうが得するなら、お嬢さまもどんどんドジをすればいいじゃないですか」


「──ふむ？」


　虚きよをつく提てい案あんに一いつ瞬しゆんきょとんとなり、すぐにめまぐるしく頭ず脳のうを回転させる麗華。ドジをするほうが得ならば、なるほど話は簡単ですわね──などと納なつ得とくし始めているのだが、彼女は保坂の下した先さき三さん寸ずんに丸め込まれている自分に気づかない。二ノ宮峻護や月村真由が絡からむと冷静な判はん断だん力りよくがどこかへ吹ふき飛んでしまうのが、この少女のほとんど唯ゆい一いつの泣き所なのであった。


（……いいでしょう。だったらわたくしも今日から、粗そ忽こつで不ぶ調ちよう法ほうでおっちょこちょいなキャラになってやろうではありませんか）


　うんうんと力強く麗華はうなずいている。ドジっ子になって、そして月村真由にたっぷり迷めい惑わくをかけてやれば、目には目を、歯には歯を、ということでちょうどいい。そうすれば日ごろの借りを返せるし、それにこれまでの経けい験けん則そくに従したがえば、二ノ宮峻護の心配は自分に向けられるはずである。たとえばこんなふうに──


（きゃっ）


（むう、どうしたんだい麗華？　おや、またお皿を割わってしまったのか）


（ご、ごめんなさい。わたくしったらほんとうにドジで……）


（いいんだよ麗華。普ふ段だんは完かん璧ぺきな君がふとした時に見せる粗相、それがまた愛いとしいのさ）


（まあ、ほんとうに？）


（ああほんとうだとも。そんなことより怪け我がはないかい？……おや、白しら魚うおのように美しい君の指に切り傷ができているじゃないか。これはいけない、すぐに舐なめて消しよう毒どくしてあげるから手を出しなさい）


（えっ？　そ、そんな、でも──わたくしの指、汚よごれているかもしれなくてよ？）


（ばかな。君の身体からだで汚きたないところなんてひとつもありはしないさ。さあ早く）
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（そんな、でも恥はずかしい──）


「あはははは。恥ずかしいのはどっちかというとお嬢さまの妄もう想そうのほうだと思うなあ」


「…………!?　ちょっと保坂！　わたくしが心の中で考えていることを表情から読み取るなとあれほど言ってるでしょう！」


　顔を真っ赤にした令嬢は振ふり向きざまにバックハンドブロー。顔面に直ちよく撃げきを食くらってコマのように回かい転てんする下げ僕ぼくのみぞおちめがけてさらに双そう掌しよう打だの追い打ちをかけて吹き飛ばし、壁かべにぶつかって跳はね返ってきたところをトドメの跳とび膝ひざ蹴げり──と、ここまで反はん射しや的てきに折せつ檻かんしておいてからはたと気づく。


「……って、何を考えているのですかわたくしは！」


　あわてて首を振り、つい今しがたの忌いまわしい妄想を打ち消しにかかる。まったく、よりにもよって二ノ宮峻護を相手に──優ゆう柔じゆう不ふ断だんで杓しやく子し定じよう規ぎで、それはまあ少しは勉強もできて見た目もいいかもしれないけど、決定的に甲か斐い性しようなしなあのダメ男を相手にこのような煩ぼん悩のうを抱いだくとは、不ふ覚かくにもほどがある。自じ戒かいせねば。


　まあ気の迷まよいとしか思えない今の妄想はともかくとして、あの男の注意を引くのは月村真由に精せい神しん的てきダメージを与あたえる手しゆ段だんとして有ゆう効こうなはず。むろんそれは『小娘に思い知らせてやる』という彼女の基本方針にも適かなう。


「そうと決まれば善ぜんは急げ、ですわ」


　麗華は上流階級の出しゆ身しんらしく優ゆう雅がにほくそえむと、悪だくみを実じつ行こうに移うつすための算さん段だんを頭の中で整えはじめた──うつ伏ぶせに倒れてぴくりとも動かない保坂をスルーしたまま。





　　　　＊





　チャンスはすぐにやってきた。


　さりげない風をよそおって廊下の角に身を潜ひそめていると、ほどなくしておあつらえ向きの按あん配ばいで月村真由が廊下の反対側から歩いてきたのである。しめしめ、とメイド姿すがたのお嬢さまは舌なめずりした。まずは手始めに、先ほどの痛いた手でを倍にして返してやろう。


　麗華は水を満まん杯ぱいにしたバケツを手に、わざとらしく口くち笛ぶえなど吹きながら廊下に姿を現し、そのまま小娘とすれ違おうとして、


「おおっと、足がすべってしまいましたわ！」


「え？──ひゃうあ！」


　何も出でっ張ぱりのない床につまずいた風をよそおって倒れこみつつ、バケツの中身を盛せい大だいにぶちまけてやった。


「ふえええ……」


　大量の水は狙ねらい違たがわずターゲットの脳のう天てんめがけて放ほう物ぶつ線せんを描えがき、派は手でな音を立てて命めい中ちゆう。月村真由の腹はら立だたしいほどメリハリのあるボディラインをくっきりと浮うき彫ぼりにする。


「うう……冷たいです……」


　身体のいたるところから水分を滴したたらせ、飼かい主を見み失うしなった犬のような目で途と方ほうにくれている小娘の姿は、実にいい気き味みであった。


「あーら、ごめんなさいね月村真由」廊下に倒れこんだ姿し勢せいのまま、令嬢は鼻で笑うような口ぶりで、「わたくしったら粗そ忽こつ者ものだから、こんな何の変へん哲てつもない廊下でもつまずいてしまって……ほんと、どこかの誰だれかさんのようで恥はずかしいったらありませんわ」


　おーっほっほっほと高笑いしつつ復ふく讐しゆうの美酒に酔よっていると、案あんの定じよう、騒さわぎを聞きつけた二ノ宮峻護が駆かけ寄ってきた。


「何だ？　いったい何の騒ぎ──ってうおっ、また廊下が水みず浸びたしじゃないか！」


　現場に到着した峻護は驚おどろき呆あきれながら惨さん状じようを見わたしていたが、


「ふむふむなるほど。状じよう況きようから推すい測そくするに、バケツの水を運んでいた月村さんが前ぜん方ぽう不ふ注ちゆう意いで北条先輩とぶつかって、今度は自分で水をかぶってしまったんだな。いけないよ月村さん、さっきも気をつけるように注意したばかりじゃないか」


「えっ？　あのいえその、今回はわたしがバケツの水を運んでいたわけでは……」


「ほら、まずはこのハンカチで身体を拭ふいて。いつまでもそんな格かつ好こうでいたら風か邪ぜを引いてしまう。あ、すぐにバスタオルを持ってくるからちょっと待ってて」


（…………ちょっと。なんですのこの扱あつかいの差は）


　駆かけ去る少年の背中を憮ぶ然ぜんたる面おも持もちで見送る麗華である。さっきもそうだったが、真由の方にばかり気を配って、転んでいる側の自分にはこれっぽっちも気を配ってくれないのはどういうことか。というか、どうして月村真由が勝手に自じ爆ばくしたことになっているのか。


「はい月村さん、バスタオル持ってきたからこれで身体をふいて。それとさっき沸わかしたお風ふ呂ろもまだ温かいはずだから、よかったらそっちも──」


「二ノ宮峻護！」


　怒いかりを鎮しずめるかのようにあえてゆっくりと床ゆかから起き上がり、スカートのほこりを払はらって仁に王おう立だちしてから、不ふ遇ぐうの令嬢は当然の権けん利りとして大きな声を張はり上げた。


「先せん入にゆう観かんでもって勝かつ手てに事じ態たいを取り違ちがえないでいただけますこと？　何もない廊下で転んでバケツの水をひっくり返したのは月村真由ではなく、わたくしなのです。この件に関して何か言いたいことがあるのであれば、その小娘ではなくわたくしのほうになさい」


「え？　北条先輩がこの事じ故こを？」


　ようやく理り解かいが及およんだ峻護を見み据すえ、『どうだ』とばかりにふんぞり返る麗華。計算どおりであれば、峻護は彼女のミスを笑って許し、今後の改かい善ぜんをやさしく丁てい寧ねいに言って聞かせるはずで──


「馬鹿な。いったいどうしちゃったっていうんですか先輩」


　が。少年が示した表情と口く調ちようは、令嬢が期待していたものとはかけ離はなれていた。


「先輩がそんなイージーなミスをするなんて、らしくない。もっとしっかりしてもらわないと困ります。こんな廊下、目をつぶっていたって転ぶようなところじゃないじゃないですか。そもそもにおいて──」


　たちまち麗華の機き嫌げんの雲くも行ゆきがあやしくなる。どうしてそんな、責せめるような言い方をするのか。どうして月村真由の時みたいにやさしく丁寧な言い方をしてくれないのか。そもそも説教を垂たれる前に言うべきことがあるはずではないか、どこか怪け我がはしていないかとか……。


　面白くない。まったくもって面白くない。


　お小言をつづける峻護を無む視しして憤ぶ然ぜんと踵を返し、令嬢はあとも見ずにずかずかと歩み去った。まったく、これではいい面つらの皮ではないか。何のために小こ細ざい工くを弄ろうしたと思っているのだ。


「いやー、見み事ごとに作戦失敗ですねえ」


　と、廊下の物もの陰かげから聞きなれた声。


　令嬢が仏ぶつ頂ちよう面づらを向けると、下げ僕ぼくの少年がいつものニコニコ顔で、


「一いち部ぶ始し終じゆうをばっちり見させてもらいましたよお嬢さま。狙ねらいは悪くなかったと思うけど、ちょっと詰つめが甘かったかなあ」


「……どういう意味です？」


「つまり、ちょっとばかりアクションが足りなかったということで。鈍どん感かんの二ノ宮くんと天然ボケの月村さんの、ある種しゆ天才的なコンビにくさびをいれて割わり込みたいのであれば、もうすこしアグレッシブに動かなきゃですねえ」


「えらそうに論ろん評ぴようなど加えている余よ裕ゆうがあったら、具ぐ体たい的てきな助じよ言げんのひとつもよこしなさい。あなたわたくしの付き人でしょう？」


「はいはいもちろんですとも。じゃあこういう方ほう向こう性せいはどうでしょう？」


　春の盛さかりに咲さく花のようにふわりと笑い、保坂は思うところを披ひ露ろうした。


「──なるほど、試ためしてみる価か値ちはあるかもしれませんわね。よろしい、その案あんを是ぜとしましょう」


「はーい、いってらっしゃいお嬢さま。がんばってくださいね～」


　こと色いろ恋こい沙ざ汰たに関してはいつも自分の手のひらの上でかわいく踊おどってくれる少女に手を振り、小こ悪あく魔ま少年はとっておきのショーを見けん物ぶつできる特とく等とう席せきに陣じん取どるべく移い動どうを開始する。





　　　　＊





（ふふ……今度こそ小娘に目にものを見せてあげます）


　新たな作戦を胸にほくそえみつつ廊下の陰かげで待たい機きしていると、折おりよくターゲットが向こう側からやってきた。月村真由は洗せん濯たく物ものを両手いっぱいに抱かかえ、歩行に難なん儀ぎしている様よう子すである。令嬢にはその姿が、ネギどころかガスコンロ一式まで背せ負おってくる絶ぜつ好こうのカモに見えた。


　タイミングを計はかって作戦開始。これ見よがしに鼻歌など歌いながら廊下に出る。手にしているのは先ほどのものの数倍するサイズの特大バケツ。卓たく越えつしたバランス感覚と細身に似に合あわぬ腕力でもってそいつを支え、苦く心しんの末に標ひよう的てきのとなりに並びかけて、


「おおっと、足と手がすべってしまいましたわ！」


「え？──わひゃう！」


　前のめりに転びつつ重じゆう量りよう感かんたっぷりのバケツをハンマー投げの要よう領りようで振ふりかぶり、思いっきり真由に向けて中身をぶちまけてやった。


　ばっっっしゃあああああん！　天てん災さいを思わせる大だい音おん響きようと振しん動どうが、二ノ宮家の邸てい内ないを激はげしく揺るがす。板いた張ばりの床ゆかの上はちょっとした洪こう水ずい状じよう態たい、直ちよく撃げきを受けた小娘の様よう子すは推おして知るべしであろう。


　──今回の作戦の概がい要ようはこうである。


　見てのとおり、基き本ほん的てきな流れは前回と変わりない。異ことなるのは二点。ひとつめは使用するバケツのサイズである。ごく標ひよう準じゆんサイズのバケツを用いていた前回とはちがい、今回はたらいのごとき巨きよ大だいバケツを採さい用ようし、その中になみなみと水を注いだ。そしてこの水もただの水ではない。ひそかに氷を溶とかして水温を極きよく限げんまで下げてある。これを食らえばにぶちんの月村真由もほえ面をかくこと必ひつ定じようであり、麗華としても日ごろの鬱うつ憤ぷんをより効こう率りつ的てきに晴らせるというものだ。


　そしてふたつ目の変へん更こう点てんは、ぶつかって転んだ時の受うけ身みの取り方である。武ぶ芸げい諸しよ般はんに堪たん能のうな麗華だけに、ちょっとした交通事故に遭あっても傷ひとつなく生せい還かんできるほど受身は達たつ者しやだが、今回はあえて受身を取り損そこねるようにする。そうしてほんのわずかなかすり傷でもいい、ケガをしてそれをアピールすれば、今度こそ峻護の心こころ遣づかいを受けられるにちがいない。目的のためであれば多少の自じ傷しよう行こう為いくらいは望むところ。自じ慢まんの美び肌はだにできてしまうであろう傷は、月村真由が哀れっぽく涙なみだぐむ姿でもってあがなえばいい。


「……あーらごめんなさい。わたくしとしたことがついうっかりして」


　芸術的なまでに美しい放ほう水すいを決めた自らの高い技ぎ術じゆつに満足しつつ、メイドお嬢さまは廊下に倒れこんだまま悪役っぽい薄うすら笑いをうかべて、


「床にかけてあるワックスが効ききすぎているのかしら？　それともバケツの取っ手にグリセリンでも塗ぬってあったのかしらね？　いずれにしても油ゆ断だんも隙すきもならない世の中ですわ、お互たがい気をつけませんとねえ」


「うう……というか麗華さん、なんだか今のは力いっぱいわざとやってたような気が……」


「まあなんですって？　あなたわたくしにいちゃもんをつけるおつもりですの？　開いた口がふさがらないとはこのことですわ！　わたくしのささいなミスを針しん小しよう棒ぼう大だいにとりあげて責めるというならまだしも、『わざとやった』などという悪意的きわまる解かい釈しやくを施ほどこしてわたくしを貶おとしめようとする──なんてさもしい性しよう根ねをした女なのでしょう！　ご自じ戒かいあって猛もう省せいされることを切に願いますわ！」


「あ、う、はい。すいません……」


　剣けん幕まくに押されてつい、といった態ていで謝あやまってしまう真由。冷水を全身にあびて震ふるえつつ、塩をかけたホウレンソウみたいにうなだれる怨おん敵てきの姿は少なからず哀あわれみを誘さそい、ちょっとやりすぎたかなと思わなくもないのだが、まあ日ごろの債さい務む超ちよう過かを帳ちよう消けしにできるということでよしとしよう。


　それともうひとつの肝かん心じんなポイント、『転び方』も完かん璧ぺきだった。転てん倒とうの際にわざと突き出して身体の支えにした肘ひじの皮ひ膚ふはささくれ立ったようにめくれ、うっすらと血がにじみ始めている。真しん珠じゆのように美しい肌についた傷だけに、二ノ宮峻護も心を動かさずにはいられないはずであり、令嬢は計画が首しゆ尾びよく運んでいることにほくそえんだのだが。


　ここから、彼女の想そう定ていしていなかった方向に事じ態たいが転がり始めた。


「あうう、水びたしです……あっ、洗せん濯たく物もの！　せんたくものがっ」


　しょんぼりしていた真由が己おのれの職しよく務むに気づいたらしく、現げん状じようを見回して顔を青くした。お日さまをたっぷり浴あびてふかふかに乾かわいていたはずの洗濯物は今、冷水にまみれた床の上に散らばり、ほしいままに水分を吸きゆう収しゆうしている。


「あわわわわ」


　小娘は狼ろう狽ばいもあらわに腰こしを上げると、見る間におしゃかになっていく衣い類るいの山を少しでも救出すべくあわただしく動き始め、


「きゃわっ!?」


　直後に二次災さい害がいは起こった。不ふ用よう意いな小娘は水っ気をたらふく含ふくんだアクリル製せい品ひんを思いっきり踏ふんづけ、他た愛あいもなくバランスを崩くずし、


「わわわ」


　そのまま床にすっ転んでいればいいものを、変に体たい勢せいを立て直そうとしたのがいけなかった。破は局きよくをどうにか回かい避ひすべく、真由は不ぶ器き用ようにたたらを踏みながら右う往おう左さ往おうし──その先にあったウール製品をまたしても踏んづけ、


「きゃ───────っ！」


　今度こそ決けつ定てい的てきにバランスを崩してしまう。


　そしてまた間まの悪い小娘らしく、転んだ場所がドツボだった。二階廊下の手すりの切れ目、すなわち一階エントランスへつづく階段を、池いけ田だ屋や事じ件けんの名シーンよろしくすってんころりんと転げ落ちていったのである。


「な、うそ……」


　今度は麗華の方が青くなる番だった。『すってんころりん』などというコミカルな表現がぴったりくる転げ落ち方ではあったものの、数メートル分もの位置エネルギーが一気に解かい放ほうされたのは紛まぎれもない事実。普ふ通つうなら骨こつ折せつのひとつやふたつしてもおかしくない大事故であろう。


（い、今のはわたくしのせい……じゃないですわよね？）




[image: ]


　自じ問もんしつつ、手すりにかじりつくようにして階下を覗のぞき見ると、あられもない格かつ好こうで目を回しているドジ娘の姿を確かく認にんできた。悪運が強いのか案あん外がい頑がん丈じようにできているのか、重じゆう度どのケガを負おった様子こそないが──細かなすり傷やあざなどはあちこちにこさえているようである。


「なんだなんだ？　今のは何の音……って、うわっ！　どうしたんだ月村さん！」


　騒さわぎを聞きつけた峻護がエントランスに駆かけ込んできたが、むろん当初の目もく論ろ見みを実行に移うつせるような状じよう況きようではなく、麗華はただ為なす術すべなく見守るしかない。


「だいじょうぶかい月村さん？　ちょっとケガの様子を見たいからじっとしてて……それにしても何だってこんなことに？　階段から転げ落ちたみたいだけど」


「うう、すいません……廊下でつまずいて洗濯物を落としちゃって、それを拾ひろってたらうっかり……ひゃうっ」


　少々きわどい箇か所しよを峻護にまさぐられ、たちまち顔を真っ赤にする真由。


「あ、あの、二ノ宮くん？　そんなにケガ、ひどくないですからっ、ですからその」


「いけないよ月村さん、素人しろうとの自じ己こ診しん断だんじゃ正確なことはわからないから。おれは応おう急きゆう処しよ置ちに多た少しようの心こころ得えもあるし、安心して任まかせてくれ」


　真しん剣けんそのものの表情でたしなめられ、小娘は沈ちん黙もくする。普ふ段だんは異性に近づくのでさえはばかるほどに堅かた物ぶつな峻護だが、こういう時はまるで遠えん慮りよしない男なのだ。


　それはわかっているのだが。


（…………。不ふ愉ゆ快かいですわ）


　二ノ宮峻護の手がベタベタと小娘に触ふれ、触れられた小娘は吐と息いきが漏もれるのを必ひつ死しで耐たえている──これは何らやましいシーンではないと承しよう知ちしていても、異い様ように腹が立つ。


　不ふ快かい感かんが頂ちよう点てんに達たつし、衝しよう動どうにまかせて何か言ってやろうと身を乗り出した時、


「よし、どうやら大きなケガはないみたいだな。とはいえすぐにでも応急処置はしておかないと。──北条先輩！」


「えっ？」


　機き先せんを制せいされ、びくりと身をすくめる麗華を見上げて、


「救急箱を取ってきてもらえませんか？　台所の食しよつ器き棚だなの上に置いてあるはずですから」


「んなっ？　ど、どうしてわたくしがそんな──」


「お願いします。今おれは手が離はなせないので」


　冗じよう談だんではない、と一いつ喝かつしてやりたいところだったが、元はといえば麗華自身の悪だくみによって引き起こされた事故である。


「……わかりました。正直言ってかなり釈しやく然ぜんとしませんが、小娘のために救急箱を取ってくることをよしとしましょう。さっそく台所に──」


「ああすいません、先輩それともうひとつ」


　行動に移うつろうとするメイドさんを呼び止めて、


「月村さんがこういうことになっちゃったので、彼女の担たん当とうしていた分の家か事じを北条先輩にお願いしたいんですが、かまいませんか？」


「…………。は？」


「月村さんの担当は雨どいの清せい掃そうと、全館の窓まど拭ふきと、エアコンのメンテナンスと、古本の虫むし干ぼしと……ええとあとはなんだっけ？　とにかくけっこうたくさん残ってたと思うけど、そのへん全部、まとめてお願いします」


「ちょ、ちょっとお待ちなさい！　救急箱だけならまだしもなぜわたくしがそこまで……」


「いや、本当ならおれが自分でやるんですけど……でもおれは月村さんの手当てと自分の分の家事で手が離せないし。姉さんが帰ってくるまでに仕事を片付けておかないと後がうるさいから、ここはもう先輩にお願いするしか」


「うっ、それは確かに……でもそんな、それにしたって……」


「じゃ、そういうわけで。お願いしますね先輩」


　早口で言い残し、患かん者じやを抱えてあわただしくエントランスを出て行く峻護。


　己の身に降ふりかかったよもやの事態に、麗華はただ呆ぼう然ぜん自じ失しつするのみであった……。





　　　　＊





「あはははは。いやあ、やっぱり月村さんの天てん然ねんっぷりには敵かないませんでしたねえ」


　などとぬけぬけとほざきやがったのは、事が終わったあとでのこのことやってきた保坂光流である。


「いやはや、今回ばかりはこのぼくも脱帽しました。月村さんってほんとすごいですねえ。天然キャラなのはわかってましたけど、まさかあそこまで天然っぷりを味み方かたにつけることができる人だとは思ってませんでした。どんな展開を経へようと、最後には二ノ宮くんとしっぽりいい感じになってしまう……いやはや脱だつ帽ぼうです、おみそれしました。これはもう人じん知ちを超こえた何かの力が働いてるとしか思えませんね。それに引きかえお嬢さまはなんともいえず間が悪いですねえ。ぼくの提てい案あんした緻ち密みつかつ完かん璧ぺきな作戦にもかかわらず、最終的には敵であるはずの月村さんをものの見み事ごとにアシストする形になっちゃって。こんな有あり様さまじゃあ、仮にお嬢さまがもっと器き用ようで積せつ極きよく的てきな性格に生まれ変わったとしても、二ノ宮くんを落とすことなんて永久にへぶっ！」


　不愉快にさえずりつづける下げ僕ぼくを股こ間かん蹴げり一発で沈ちん黙もくさせておいてから、令嬢は肩を落として作業に取りかかる。怨おん敵てき・月村真由のかわりに粗相の後あと始し末まつをするという、不ふ忠ちゆうな下僕よりもなおいっそう不愉快な作業を。


（どうしてわたくしはこうなのかしら……）


　保坂に指し摘てきされるまでもない。ちょっとした国家予よ算さんにも匹ひつ敵てきする膨ぼう大だいな資し産さんや何千何万の部下たちを、芸術的なまでの手しゆ腕わんで運用できるこの北条麗華が、ある特とく定ていの方面に関してだけは別人のように無む力りよくになってしまうことくらい、嫌いやというほどよく知っている。


（それはわたくしだって、そういう自分を変えようと試こころみたことは何度もありましたわ）


　広こう範はん囲いにわたってぶちまけられた水たまりをモップで拭ふき取りながら、令嬢は深々とため息をついた。二ノ宮峻護と再会して以い来らい、連綿とつづけられた努力の数々が、まるで走そう馬ま灯とうのように思い出される。鏡かがみとにらめっこしながら笑顔の練習をしたこともあった。うさんくさい指し南なん書しよを通つう販はんで買い、ぶつぶつと自じ己こ暗あん示じをかけてみたこともあった。だが八はつ方ぽう手を尽つくしても、彼女が望むような結果が出ることはついになかった。むろん、いずれもひとりでこっそりやったことであり、影かげのようにつき従う保坂ですら知らぬことではあるが。


（ふん、いいのよいいんですのよ。神宮寺学園の生徒会長だとか、北条コンツェルンの次期総帥だとか……どれだけご大たい層そうな肩書きがあったって、しょせんわたくしなどその程てい度どの器うつわなのですわ）


　背後に縦たて線せんのトーンを背負いながら、麗華はやさぐれていた。虚きよ像ぞうばかりがひとり歩きして中身が伴ともなわないから、月村真由の天然っぷりなどにしてやられるのだ。トゲがあるばかりで大して魅み力りよくもないから二ノ宮峻護にも軽けい視しされるのだ。もういい。もうよくわかった。これからはミジンコにも劣おとる小物の自分にふさわしく、万ばん事じにもっとつつましくいこう。そう、自分などは庭の日ひ陰かげで雑ざつ草そうでもむしりながら、二ノ宮峻護と月村真由がイチャイチャしている姿を指をくわえて眺ながめているのがお似に合あいなのだ……。


「──先輩。北条先輩？　聞こえてますか？」


「へっ？」


　じめじめと腐くさっていた麗華の耳に聞きなれた声が届とどき、あたふたしながら振ふり返ると、


「ああすいません。仕事に集中してるところを邪じや魔ましてしまったみたいですね」


　申もうし訳わけなさそうに立つ二ノ宮峻護の姿があった。


「忙いそがしいところをあれなんですが、ちょっとお時間いいですか？」


「……ふん。今さらいったい何の用ですの？」


　意い気き消しよう沈ちんしている自分を見られてしまった、という気き恥はずかしさを紛まぎらわそうと、令嬢はことさらつんけんした態たい度どで、


「見てのとおりわたくしはとても忙しく、おまけに激はげしく機き嫌げんが悪いのです。これも災さい害がいのようにドジっぷりをまき散らす誰かさんと、その尻しり拭ぬぐいを押し付けてくれた誰かさんのおかげですわ。ありがたすぎてため息も出ません」


「あ、はい、すいません。先輩には貧びん乏ぼうくじを引かせる形になってしまって……今日はたまたま仕事が立て込んでたし、もう少しヒマな時じ期きなら先輩の手を煩わずらわせなくても済すんだと思うんですが。この家ってかなり広いから、隅すみ々ずみまで行き届とどかせようとするとどうしても手が足りなくなるし、おれはともかく先輩や月村さんにまで必要以上の時間を使わせてしまうのはどうかといつも思って──」


「で・す・か・らっ。わたくしに何の用かと訊きいているのです。ぐだぐだと前置きが長いのですわあなたは。用があるならさっさと済ませ、用がないならとっとと失うせなさい。忙しいのは見ればわかるし、口でもそう言ってるでしょう？」


「はい、すいません。確かに前置きが長かったかもですね。では失礼して」


　峻護は恐きよう縮しゆくしつつもずいっと近づいてきて、そしていきなり。


　麗華のおでこに、自分のそれをぴたっとくっつけてきたのである。


　間ま近ぢかに迫せまった凛り々りしい顔立ちと、わずかな空気の層そうを伝つたって届く少年の体温とが、化学反応を起こすように令嬢の芯しんを熱くさせ、
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「な──」


　たちまち彼女の美び貌ぼうは瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし機きのように沸ふつ騰とう。液えき体たい窒ちつ素そに漬つけ込んだみたいに全身が固まり、金かな縛しばりにあったかのようにぴくりとも動けなくなって、


「ふむ、熱はないですね。──いや、あれ？　なんだかだんだん熱が出てきたような気も……そうか、やっぱりそうだったんですね」


　峻護は納なつ得とく顔がおで距離を取ると、いまだ冷れい凍とうマグロ状じよう態たいのメイド少女にむけて頭を下げ、


「すいません、体調がよくないところを無む理りに働かせてしまったみたいで。おれの配はい慮りよが足りませんでした」


「…………」


　峻護との思わぬ急きゆう接せつ近きんを体験してしまったのと、どうして謝あやまられるのかよくわからないのとで、麗華が二の句くが継つげず黙だまりこくっていると、


「今日の先輩はなんだかおかしかったから……月村さんの手当てやら濡ぬれた床の片づけやらに気を取られて思い至いたらなかったんですが、あとから考えてみるとやっぱり変だったなと。それでこうして確かめにきたんです」


「…………」


　いまだ固まりっぱなしの令嬢に峻護は困り顔の様子だったが、なおも続けて、


「先輩ってなんでもかんでも完かん璧ぺきにこなすものだから、おれもつい、先輩に高すぎるレベルの仕事を期き待たいしてしまうみたいで。でもいくら先輩だって、ウチのメイドになってから日が浅いわけだし、やたら量の多いウチの仕事を完璧にこなせるわけないですよね。ましてや体調が悪い時に無理をすれば、普ふ段だんならぜったいしないようなミスをするのも当然だ」


　つまり。北条麗華のことを高く評ひよう価かしているからこそ、ちょっとしたミスを犯おかすだけでも──たとえば何もないところで転んでバケツの水をぶちまけたりすると、つい辛から口くちの小言を漏もらしてしまう、ということだろうか？　彼女のことを軽視しているから、というわけではなく？


「ともあれすいませんでした。これからはもう少し配慮ができるように心がけます。それともうひとつ」


　と、今度は麗華の腕うでを手にとって。


　先ほど無む駄だにこさえてしまったすり傷に、ぺたりとバンソウコウを貼はり付けた。


「……え？　これ……」


「消しよう毒どく液えきつきのバンソウコウです。これを張はっておけばだいじょうぶだとは思いますが、もしバイキンが傷口に入るようなことがあったらすぐおれに言ってくださいね」


「あなた、気づいていたんですの……？」


　意外な思いに打たれる麗華。あのとき自分は二階、峻護は一階にいて、しかも彼は月村真由を介かい抱ほうするので手て一いつ杯ぱいだったはずなのに。


「傷が残ったりしたら大変ですから、今日一日はあまり腕を動かさないで。それからお風ふ呂ろもさっきから沸わきっぱなしになってます。もともと先輩のために沸かした湯ですから、あったかいうちにどうぞ」


「……わたくしのため？　確か月村真由のために用意したんじゃ……」


「いえ。元はといえば、最初に先輩が水をかぶった後に沸かし始めてたんです。でも先輩怒ってすぐにどこか行っちゃったから、言いそびれてしまって」


「そ、そうだったかしら？」


　急いで脳内時計を巻き戻もどしてみると、最初に水をかぶったとき、確かに二ノ宮峻護は何か言いかけていたような気もする。あれがそうだったのだろうか。


「というわけで、残りの仕事はおれに任まかせて先輩は浴よく場じようへどうぞ。とはいえ、さっきおでこをくっつけたらちょっと熱っぽかったみたいなんで、ひょっとしたら風邪の引き始めかもしれません。湯から上がったらあったかい格好をしてすぐに休んでくださいね」


　ぺこりと頭を下げ、峻護は足早にその場を去っていった。残りの仕事とやらを片付けに行くのだろう。


　その後ろ姿が完全に視し界かいから消え、それからさらに数分も経けい過かしてから。


「──くふ」


　令嬢のくちびるの端はしからくぐもった音が漏れた。


「くふっ。くふふっ」


　肩を小こ刻きざみに震ふるわせ、身体をひっきりなしにくねくねさせている。コンツェルンの部下たちにはとても見せられない姿だが、そんなのは今の麗華にとって些さ細さいなことでしかないのであろう。


「くふふ。まあそういうことなのでしたら、今日のところは堪かん忍にんしてさしあげますわっ」


　何を堪忍するのかは定さだかでないが、ともかく令嬢はひとりで納得し、スキップ交じりで浴場に足を運ぶのだった。





　彼女は多た分ぶん、お風呂に入っても腕をお湯につけないはずである。







おしまい





　真ま由ゆ、回転するのこと







　悲ひ劇げきはささいな一ひと言ことから幕まくを開けた。


「あー真ま由ゆぅ？　ちょっといいかな？」


　綾あや川かわ日ひ奈な子こが作さ業ぎようの手を止めずにこう言った。「悪いんだけど、なんか飲み物買ってきてくんない？　いま手が放はなせなくてさ」


　神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの放ほう課か後ご、一いつ般ぱん教きよう室しつ棟とうの廊ろう下か。学園広こう報ほうのチラシを忙いそがしく張はり替かえている友人に月つき村むら真由は頷うなずき返し、


「はいわかりました。どんな飲み物にします？」


「ん？　何でもいいよ、あんたに任まかせる」


「はい、じゃあ何かよさそうなの買ってきますね。二にノの宮みやくんはどんなのがいいですか？」


「いや、おれも何でもいいよ」もうひとり、日奈子を手伝ってこちらも忙しそうに作業している少年が振ふり返って、「というかおれが代わりに買ってこようか？　男だん性せい恐きよう怖ふ症しようの月村さんにひとりで行かせるのは心配だし」


「だいじょうぶですよ、ちょっとくらいなら平気です」真由は一いつ笑しようして、「恐怖症を克こく服ふくするためにも、このくらいのことはやっておかなきゃです。じゃ、わたし行ってきますね」


　主人にお使いを頼たのまれた忠ちゆう犬けんみたいに駆かけていってしまった。


「……だいじょうぶかな月村さん」


「いくらドジでおっちょこちょいなあの子でも、お使いくらいはできるでしょ」日奈子は肩かたをすくめ、「それより早いとこ仕事片かた付づけちゃおーよ。このペースじゃ日が暮くれても終わんないし」


「……だな」


　運悪く通りがかりの教師から押し付けられたチラシの山を見てため息いきをつき合い、峻しゆん護ごと日奈子はふたたび作業にとりかかった。


　それからしばし無言の単たん純じゆん作業がつづいて、


「ずいぶん遅いな月村さん」


「ほんとね。飲み物買うだけでなんでこんなに──」


「お待たせしました！」


　うわさをすれば何とやら、何本かの缶かんを抱かかえた真由が息を切らせて飛び込んできた。


「すいません、学校の自じ動どう販はん売ばい機きが故こ障しよう中ちゆうで、それで仕し方かたなく外まで買いに行ってて、急いできたんですけど、こんな時間に」


「ああそういうことか。申し訳ない、そんなタイミングの悪い時にお使いさせてしまって」


「いえ、ぜんぜん平気です。それよりぬるくならないうちに飲みましょう。わたしも走ってきたからのど渇かわいちゃいました」手の空あかない峻護と日奈子に気を使い、自みずからプルタブを開けて、「はいどうぞ」


「ああ、ありがとう」「おっ、さんきゅー」作業の手を休めぬまま、ふたりは缶の中なか身みを一気にあおった。


「おお？　めずらしい味よねこれ」喉のどの渇きのままに差さし入れを飲み干ほした日奈子が目を瞬しばたたかせて、「今まで飲んだことのない感じ。新作かな」


「ええと、せっかくだからいちばん見た目がきれいでおいしそうなのを何種類か選えらんできたんですけど……お口に合いませんでしたか？　わたしのはおいしかったから、よければ交こう換かんします？　あ、でもすいません、わたしのはもうぜんぶ飲んじゃって」


「うんにゃ、ぜんぜんオッケーよ。これってすっごくおいしいから……いや、おいしい、ん、だ、け、ど」


　日奈子がどんどん目を白黒させていく様よう子すを首をかしげて見み守まもっていた峻護だが、何なに気げなく口にした缶の中身をもういちど含ふくんだ途と端たんにその理由が判はん明めいした。


「うわっ、これって酒じゃないか！」


「だよね……うわやっぱり。【お酒は二は十た歳ちになってから】って書いてあるわ」


　缶のラベルを見やって渋じゆう面めんを作り、


「こういうカクテルのデザインって、すっごいきれいでかわいかったりするし。やっぱつい買っちゃうもんかしらねえ。お酒だとはちゃんと書いてあるんだけど」


　ましてやおっちょこちょいな上、買かい出だしが遅くなってはいけないとあわてていたであろう真由にとっては陥おちいりやすい罠わなであったか。


「まあ仕方ないか、飲んでしまったものは」峻護はため息をつきつつ、「とにかくこんなところを誰だれかに見られちゃまずい。早いところごまかす算さん段だんをつけないと」


「だよね。まあかなりアルコール度ど数すうも低いやつだし、息が酒臭くさくなってバレるとかはないっしょ」日奈子も苦く笑しようしながら、「ちょっと真由、あんた気をつけなきゃだめよ？　元からそそっかしいんだから、注ちゆう意いしてないとまたおんなじことを──って真由？　おーい真由ちゃん？」


　から────ん、と。


　空き缶が転がる乾かわいた音が、放課後の廊下にひどく不ふ吉きつな響ひびきを奏かなでた。『それはまるで、終しゆう末まつの始まりを告つげるというギャッラルホルンの音ね色いろのように私の鼓こ膜まくを震ふるわせたのだ』峻護は後のちの回かい想そう録ろくにそう記しるしている。


「ま、真由……？」


「月村さん……？」


　飲み干した缶を取り落とした少女のただならぬ様子に、峻護と日奈子の心の空そら模も様ようがにわかに陰かげりを帯おびた。真由は背せ中なかを力なく丸め、がくりと肩を落とし、まるでヤバい病気の末まつ期き患かん者じやか生まれたてのゾンビのように見える。だらりと垂たれ下さがった長い髪かみに隠かくれてその表ひよう情じようはうかがい知れない。


「ま、まずいかな？」


「保ほ健けん室しつに……いや、病院に連れてったほうがいいかも……」


　ふたりの心配をよそに真由の挙きよ動どうはいよいよ怪あやしく、全身がガクガクと激はげしく震え、やがて横よこ揺ゆれや縦たて揺ゆれをも交まじえ始めた。あたかも悪あく霊りようにとりつかれたかのようなありさまに峻護と日奈子が声をかけるのを躊ちゆう躇ちよしているうち、異い常じよう動作はとうとう頂ちよう点てんに達たつし、そして。


「……おっっッッはようございま──────────────────────す！」


　真由は両手を広げてバンザイし、ウサギのようにぴょーんと飛とび跳はねたのであった。


「…………はい？」


「今日もよいお日ひ柄がらでなによりです！　この月村真由、気分がよいのでいつもより多めに回かい転てんさせていただきます！　さあみなさんもご一いつ緒しよに！」


　きょとんとする峻護と日奈子の前で、フィギュアスケーターのようにくるくると回りだした。先ほどの心配とは裏うら腹はらにひどく軽けい快かいな動きであり、その表情はやたら機き嫌げんよさそうに『にへらっ』とだらしなく笑えみくずれている。


「あの、だいじょうぶ？　月村さん」


「はい！　この上なくわたしの名前は月村真由でだいじょうぶです！　それよりみなさん一緒に回転しましょう！」


「だめだ……こりゃ完かん全ぜんにキてるわね」顔に手を当あてる日奈子。「まあ体たい調ちようが悪くなったとかでもなさそうだし、ただの酔よっ払ぱらいならそのうち治なおるんじゃない？」


「それもそうか。となると問題は、月村さんのこの姿すがたを他人の目に晒さらさないようにすることだけ……」


「すとお─────っぷ！」


　思う存ぞん分ぶん回転していた真由が突とつ然ぜんぴたりと止まり、ずびしっと手を挙あげた。


　プロレス技のジャイアントスイングを食くらうよりはるかに多く回転したにもかかわらず、まったく正せい常じような平へい衡こう感かん覚かくを保たもったまま、


「回転していたら暑あつくなってきたので、ワタクシちょっと涼すずみにいってくるであります隊たい長ちよう殿どの！　まわれー、右っ！」


　敬けい礼れいしてきびすを返し、一いち目もく散さんに走り去さってしまった。


「いや、走ったらよけいに暑いでしょうに……これだから酔っ払いは……」


「まったくだ。それにしても月村さんがこうまで酒に弱いとはな──って、ああああああああああっ!?」


　大声をあげる峻護。あまりにさわやかな（？）遁とん走そうっぷりゆえに気づかなかったが、このまま放ほう置ちすれば真由の飲いん酒しゆ行こう為いが明あかるみに出てしまう──！


「追いかけないと！　あとは任まかせたよ綾川さん！」


「あ、ちょっ！」


　日奈子を残してすぐさまダッシュ。すでに廊下の向こうに真由の姿は消えているが、しょせん相手は酔っ払いである。彼の快かい足そくをもってすればたちどころに追いつけるはずであった。


　──この時は、そう思っていた。





　　　　＊





　すぐに片かたはつくだろうと楽らつ観かんしていた峻護の見通しは、わずか一分後に修しゆう正せいを余よ儀ぎなくされることとなった。真由にまったく追いつけないのである。ふわふわした足取りで移動しているにもかかわらず、また時おりバレエダンサーのようにくるくる回転しているにもかかわらず、だ。


　それでもどうにか苦労して数メートルの位い置ちにまで迫せまり、「待って！　待つんだ月村さん！」必ひつ死しに止めようとするのだが、


「あっ、おはようございます二ノ宮くん！　本日もお天気に恵めぐまれて最高の回転日和びよりですねっ！　さあ、朝の体たい操そうがわりに軽くひと回転ご一緒しませんか？」


　にっこにっこ笑いながら峻護にすすめてくる。普ふ段だんの虚きよ弱じやく体たい質しつはどこへやら、ほとんど全力疾しつ走そうの勢いきおいのはずだがまるで息が切れていない。ちなみに今日の天気は曇り空。そしてとっくに放課後。


「とにかく止まってくれ月村さん。君は酔っているんだ、このままだとぜったい後で泣きを見ることになるぞ？」


「ですよねですよねっ？　わたし、今日は回転の神さまに愛されてるような気がするんです。今日だったらほら、こーんなこともできちゃいますよっ？　そおーれっ、月げつ面めん三回転半ひねり！」


　宣せん言げんするなり、体操選せん手しゆも舌したを巻まく鮮あざやかさでぎゅるぎゅるときりもみしつつ、みごとな宙ちゆう返がえりを決めた。そして着ちやく地ちでもまったく体たい勢せいをブレさせることなくそのまま疾走を継けい続ぞく。この間、まったく走る速そく度どを落としていない。時おり異い様ような運動能力を発はつ揮きする真由だが、それにしてもこれは──。


「ムチャクチャだ……と、とにかくこのままじゃまずい。月村さん、止まってくれないなら力ずくでも止めさせてもらうぞ？　それでもいいかいっ？」


「もちろん喜んで！　わたしといっしょに回転教に入にゆう信しんして、世界を回転するもので満みたしましょう！　さあレッツゴーです！」


　体たい育いく会かい系けいのさわやかな笑え顔がおでぐいっと親指をつきだしてみせると、まるでこれまでのはお遊びだったと言わんばかりにスピードを上げた。


「くそ、これが酔っ払いクオリティってやつか……！」


　舌した打うちし、まるで話の通じない真由のスピードにどうにか食らいついていく。彼女が完全無む欠けつに酒に飲まれてしまったことを確かく認にんした今、一いつ刻こくも早く止めてやらねばどんなことになるやら知れたものではなく──


「げっ、月村さん!?」


　残ざん念ねんながら危き機き感かんを抱いだくのが少々おそかったようだ。前ぜん方ぽう、人だかりでごったがえす大通りに出た真由は、


「おっはようございま──────っす！　さあさあみなさん、わたしといっしょにめくるめく大回転を神に捧ささげようではありませんか！」


　まったく落ちないテンションで宣せん告こくするや、通りかかる人々に見み境さかいなく抱だきつき、くるくると踊おどり始めたではないか。


「きゃ、ちょっとなに!?」


「うわっ、おい何するんだ！」


　いきなりダンスを強きよう要ようされた人々の口から次々と悲ひ鳴めいが上がる。真由のほうは相手の困こん惑わくにいっさいお構かまいなし、「あはははは、回転ってほんとに素す晴ばらしいですね！」ひたすら機き嫌げんよくスピンをつづけている。


　──ここまでならまあ、微笑ほほえましい光こう景けいといえなくもなかったのだが。


「でへへ、うんまあ回転もそんなには悪くないかな……って、あれ？　ち、力が……」


　突とつ如じよとしてかわいい女の子にべったりくっつかれ、鼻の下を伸のばしている男も数多くいたわけだが、彼らはひとり残のこらず同じ運うん命めいをたどることとなった。月村真由、一見普ふ通つうの少女にみえるがその正しよう体たいは異い性せいの精せい気きを吸すって生きるサキュバスであり、しかもその精気吸きゆう引いん能のう力りよくをまったくコントロールできない困こまった子なのである。そんな彼女と肌はだが触ふれ合あっていればどんなことになるか。


「ああくそ、やっちゃったか」


　精気を一気に抜ぬかれた男性たちが次々と倒たおれていく光景を目もく撃げきし、峻護は天を仰あおいだ。しかし嘆なげいている場ば合あいではない、惨さん劇げきを少しでも早い段だん階かいで食い止めなければ。


「月村さんごめん！」


　ようやく追いついた峻護が隙すきをみてタックルをかました。回転にのめり込んでいた真由はあっけなく峻護に食らい付かれ、そのままアスファルトに押おし倒される。


「月村さん目を覚さますんだ！」


「やーだー！　やだやだやだ、もっともっと回転したいですしたいですしたいですぅ！」


「こらっ、駄だ々だをこねるんじゃありません！」


　じたばたする手足をがっちり押さえ、必死になって拘こう束そくする。いつもの彼女からは考えられない膂りよ力りよくの強さに、手て加か減げんや遠えん慮りよなどをしている余よ裕ゆうはこれっぽっちもなかったのだ。それが災わざわいした。


「やだやだ、や……だ……や、あ……や……はうっ」


　真由の声がだんだん切せつなくなり、さらには熱あつい吐と息いきを漏もらし始めたではないか。どうやら夢む中ちゆうになるあまり、峻護の手がデリケートなところに入ってしまったらしい。


「や……二ノ宮く……もっとやさし……く……きゃうっ」




[image: ]


「へっ？　ああいやごめ、そんなつもりじゃ！」


　思わず拘束を解といてしまった隙すきを、真由は見み逃のがさなかった。くるりと回転しつつ峻護の手から抜ぬけ出すと、


「じゃじゃーん！　月村真由、ここに復ふつ活かついたしました！　それではわたくし回転教の特とく別べつ親しん善ぜん大たい使しに任にん命めいされておりますので、さくっと役目を果はたしに行ってくるであります。ハラショー！」


　酔っ払い言語を口走って、ふたたびいずこかへと走り去ってゆく。


「ミスった……せっかく捕つかまえてたのに、おれの馬ば鹿か！」


　己おのれを罵ののしり、被ひ害がい者しやのみなさんにとりあえず平ひら謝あやまりしながら、追つい跡せき者しやの少年は後を追おった。





　　　　＊





　が、真由の快足はいよいよその調子をあげているらしい。


　たちまち峻護は標ひよう的てきを見み失うしない、ここ若わか宮みや町ちようの町内をあてどもなくさまようこととなった。


「くそっ、どこ行ったんだ……？」


　そこらを駆けずり回って懸けん命めいの捜そく索さくをつづけている彼の目に、真由がしでかしたと思われる様々な惨さん状じようが飛び込んでくる。道のあちこちでうずくまっている人々、そして彼らを介かい抱ほうする人々の姿すがた。そこかしこで倒れている看かん板ばん。路ろ上じようにまき散ちらされている商しよう店てん街がいの商品。「網あみだ、網もってこい！」と叫さけびつつ往おう来らいを駆けずり回っているいかつい男たち。サイレンをがなりたてて通り過ぎていく救きゆう急きゆう車しややパトカー……。


「と、とんでもないことになってきたな」


　事じ件けんの爪つめ痕あとを目にするたび、ほとんど氷点下にまで体温が下さがるのを自じ覚かくする。犯はん人にんの保ほ護ご者しや役やくである峻護の責せき任にんは回かい避ひしえないだろうが、それよりいまは真由を確かく保ほすることが先せん決けつだ。


「あの、すいません」


　そばにいた果くだ物もの屋やの親おや爺じに声をかけた。


「女の子を見かけませんでしたか？　身しん長ちよう１６０センチくらいで年ねん齢れいはおれと同じくらい。胸がとにかく大きい子なんですが」


「胸がとにかく大きい女の子かい？　いやあ見かけなかったねえ、ここらには来てないんじゃないか──って、うわあああああっ!?」


　突とつ如じよとして脱だつ兎とのごとく逃にげ出した親爺の様子に異い変へんを察さつして振ふり向むいた先に、


「おっはようございま──────っす！」


「げっ、月村さん!?」


　ぎゅるぎゅる回転しながら突つっ込こんでくる少女の姿。


「どうも初めまして店てん主しゆさん！」


　真由は店の商品をなぎ倒しつつ砂すな煙けむりをあげて停てい止しすると、ニマニマ笑いつつびしっと敬礼し、


「ワタクシこの度たびめでたく回転神の巫み女こに昇しよう進しんいたしまして、さっそく神さまのお告げを受けてやってまいりました！　神さまいわく、ここの果物屋さんの売り物の中からとびきり上じよう等とうな果物を貢みつぎ物ものとして献けん上じようせよ、とのことでアリマス。それではさっそく失礼いたします、ぎゅるるーん！」


　すさまじい速そく度どの回転によって人間コマ状じよう態たいになると、ピンボールの要よう領りようであちこちに跳はねまくり始めた。


「わっ、ばか、やめるんだ月村さん！」


「ひええ、ウチの店が！　ウチの店があ！」


　必死で止めようとする峻護と親爺の奮ふん闘とうにもかかわらず、真由は機嫌よさそうに破は壊かいの限かぎりを尽つくしていく。その有あり様さまはちょっとしたハリケーンのごとくであった。


「目的の商品ゲット！」やがてメロンやらドリアンやらを両手いっぱいに抱えると、「それでは失礼します！」ふたたびぎゅるぎゅると回転を開始、やって来た時と同じく突とつ風ぷうのように去っていった。


　あとに残されたのは、見るも無む残ざんに破壊された店てん舗ぽと商品の残ざん骸がいのみ。


「や、やってくれたな月村さん……」


「おいちょっと！　あんたが捜さがしてたってのはさっきの娘か!?」


　血けつ相そうを変えたのはむろん、天てん災さいに見み舞まわれた親爺である。


「この損そん害がいをどうしてくれる!?　ちゃんと責任は取ってくれるんだろうな！」


「す、すいません。お詫わびはあとで必ず……」


　平身低頭するしかない峻護だったが、今は真由を止めることが先せん決けつだ。のちのちの補ほ償しようを誓せい約やくし、ともかく真由のあとを追った。


　脂あぶら汗あせをたらしつつ、ざわめきが湧わいている方向へ進んでいくと、やがて峻護を愕がく然ぜんとさせる光こう景けいが目に飛び込んできた。


「おっはよーございま────す！　ご町内のみなさん、今日も元気に回転してますかっ？」


　ちょっとした広場にできた人だかりを搔かき分けていくと、常じよう夜や灯とうの先っぽに立ってニッコニッコと演えん説ぜつしている真由の姿。


「それではほどよくみなさんお集まりのところで不ふ肖しよう・月村真由、心をこめて回転させていただきます。さあ、みなさんもいっしょに回転して、回転の神さまの偉い大だいさを称たたえましょう。そおーれっ！」


　またもや回転し始めた。足あし場ばなどないに等ひとしい場所でのウルトラＣ、おまけに酒も入っている。いつ落ちてくるかと気が気でない上、そんな高い位置で旋せん回かいを繰くり返されるとスカートが水すい平へいにまくれあがってとんでもないことになってしまうのだが、


「てめえこの野や郎ろう、なめてやがんのか!?」


「下おりてこんかいコラぁ！」


　集まった人々は真由の行こう為いを挑ちよう発はつと受け取ったのか、トマトみたいに顔を真っ赤にして激げき怒どしている。サキュバス少女の大おお盤ばん振ぶる舞まいなサービスシーンすら目に入らないほどトサカにきているらしい。峻護としてはむろん真由を止めたいのだが、ここで彼女の関係者であることを示しめすような行為に出れば五ご体たい満まん足ぞくでは済すみそうにないわけで。


　どうするべきか躊ちゆう躇ちよしているうち、事じ態たいはさらに大きくカオス方向へ舵かじを取った。


「あうー、ちょっと回転しすぎたみたいです……」いったんブレーキをかけた真由が吐と息いきをつき、「なんだかだんだん暑あつくなってきちゃった……そういえばさっきからずっと暑かったような気も……よーし、脱ぬいじゃおっと」


　さらりととんでもないことを言い出し、制せい服ふくのホックに指をかけたではないか。


「げ、ちょ、月村さん!?」


　絶ぜつ句くする峻護など目にも入ってないようで、真由はゆっくりと着ちやく衣いをはだけていく。アルコールでほのかに上じよう気きした頰ほほの朱しゆ色いろと、どこか物もの憂うげに潤うるんだ瞳ひとみがとてつもなく色っぽい。野や次じを飛ばしていた連れん中ちゆうもこれにはさすがに息をのみ、目を皿さらにして時ならぬ脱だつ衣いショーの展てん開かいに注ちゆう目もくしている。


「むう、いかん！」


　峻護は決けつ断だんし、人ごみを押しのけて常夜灯の根ね元もとに取り付くと、


「こら月村さん、いい加か減げんにしてくれ！　はしたない真ま似ねはやめるんだ！」


「あっ二ノ宮くんだ。やっほー、こっちですよー！　さあここまできてわたしといっしょに回転しましょうそうしましょう！」


　鉄の支し柱ちゆうをよじ登のぼり始めた峻護に向かって手を振ってくる。その姿はバイタリティにあふれていて普ふ段だんにはない魅み力りよくに満ちていると言えなくもないが、だからといってこの惨さん状じようが帳ちよう消けしにされるわけでもなく。


「月村さん下りてくるんだ！　でもっておれといっしょにみなさんに謝あやまろう！　いまは回転がどうのこうのと言ってる場合じゃない、愚ぐにもつかないことなんて今すぐやめてくれ！」


「むう。神しん聖せいなる回転行為に対して礼を失しつする暴ぼう言げん……さては二ノ宮くん、あなたは万ばん物ぶつの根こん源げんである回転を否ひ定ていする異い教きよう徒とだったんですね？」真由は膨ふくれっ面つらをして涙なみだをため、「ひどいですわたしをだましてたなんて。ひどいひどい、もう二ノ宮くんなんて知りません。わたしは傷しよう心しんを癒いやすため、ひとりで回転の旅に出ます。二ノ宮くんのばか」


　しくしくと目じりを拭ぬぐうやすっくと立ち上がり、「回転みらくるじゃーんぷ！」きりもみ回転しつつムササビのような跳ちよう躍やく力りよくで隣となりの常夜灯に飛び移り、同どう様ようの跳躍を繰り返してあっという間に視し界かいから消えてしまった。


「くそしまった、っていうかなんてデタラメな動きだ！」


　あわてて後を追おうとした峻護の肩を、群ぐん集しゆうのひとりがガッチリとつかんだ。


「おいお前、あの娘の知り合いか？　うちの店をめちゃくちゃにしてくれたツケはきっちり払ってもらうぞ？」


「うぐ。ああいえ、えっとその」


「俺んとこのも弁べん償しようしろ！」


「あたしのとこもよ！」


　口ごもる峻護に突き刺さるクレームの大だい合がつ唱しよう。


「──すいません、そのへんは後でぜんぶまとめて！」


「あっ！　あの娘の仲間が逃げたぞ！」


「追え、ぜったい逃がすな！　必ず耳をそろえて賠ばい償しよう金きんを払はらわせるんだ！」


　こうして峻護もまた、追われる立場となったのである……。





　　　　＊





　若宮町は一いつ刻こくごとに阿あ鼻び叫きよう喚かんの態ていを示しめし始めていた。


　家々の窓まどはそのほとんどが割われ砕くだけ、壁かべという壁には毒どく々どくしい色のスプレーで下げ品ひんな落らく書がきが施ほどこされている。町のあちこちから地を這はうような苦く悶もんのうめきが聞こえ、ひび割れたアスファルトからは雑ざつ草そうが伸のび放ほう題だいに伸び、街がい路ろ樹じゆは日ひ照でりにあったように枯かれはててしまった。おおむね平和であったはずの町は、ごくわずかな時間のうちにサウスブロンクスのスラムも裸はだ足しで逃にげ出すような危険区く域いきに変へん貌ぼうを遂とげている。


「月村さん……いったい何をやらかしたらここまで町を荒こう廃はいさせられるんだ？」


　冷たい汗が背せ筋すじを伝つたっていくのを自じ覚かくしながら町を駆けずり回る峻護の横を、殺さつ気きだった男たちが「チャカだ、チャカもってこい！」などと叫びつつ通り過ぎていく。数秒後、「パンッ、パンッ、パンッ！」という乾かわいた音が右からも左からもこだまし、峻護は身を低くしつつ急いでその場を離はなれた。むろん『いまのは大たい陸りく系の人々が旧きゆう正しよう月がつのお祝いに爆ばく竹ちくを鳴ならしているんだ』などと楽らつ観かんできるほどには能のう天てん気きになれない。


「本ほん格かく的てきにまずいぞこれは……一刻も早く月村さんを止めないと！」


　すでに真由の一いち味みとして人にん相そう書きが出回っているかもしれない峻護だったが、ぜいたくを言っていられる状じよう況きようでもなさそうだ。もはや法ほうの番ばん人にんたる警けい察さつに頼たよるしかない。


　峻護は警察署しよのある通りまでひとっ走りし、建たて物ものの中に駆け込むと、


「あの、すいません！　このあたりで女の子を見かけませんでしたか？　胸の大きい子なんですが──って、うわあああっ!?」


　正面玄げん関かんのガラス扉とびらを叩たたき破やぶってひとりの人物が大たい砲ほうの弾たまのように飛び出してきた。


　常じよう人じん離ばなれした高速回転で峻護の前を横切っていくその姿は、


「つ、月村さん!?」


「ふっふっふ！　回転の神さまに逆さからった者の末まつ路ろはこうなるのですっ！」


　捨てぜりふらしきものを残してすぐにその姿は遠ざかっていく。


　直後、


「あのガキ、警察なめてやがんのか！」


「ウチに殴りこみたあいい度ど胸きようだ、ぜったいブタ箱ばこにぶちこんでやる！」


「上から発はつ砲ぽうの許きよ可かが下りたぞ！　必ず仕し留とめろとのお達たつしだ、貴き様さまら容よう赦しやするなよ！」


　顔中に青タンを作り、制服のあちこちをほつれさせた警官たちが次から次へと警察署から躍おどり出てきて、殺さつ気きだった様子で真由が消えたほうへと駆け去さってゆく。


「……月村さん……やってはいけないことを……」


　警察署の中でなにが起きたのかをありありと想そう像ぞうして血の気を引かせる峻護。だが真由の神しん出しゆつ鬼き没ぼつっぷりや傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりにショックを受けている場合ではない、せめて官かん憲けんの手に捕とらわれるより先になんとかしなければ。


　悲ひ壮そうな決けつ意いで警察署をあとにし、はなはだ立場を悪くしている少女を捜して町をひた走る。そうしていいかげん息も切れてきたころ、ある横よこ丁ちようの通りでようやく目的の人物を捜し当てた。


「ちょ、月村さん……また何て場所で！」


　頭上を仰あおぎ見た峻護の視界に入ってきたのは、電でん信しん柱ばしらのてっぺんに立っている真由の姿だった。風に吹ふかれてフラフラと危なっかしく揺ゆれながら、ますます上機嫌な様子でニマニマしている。どこで施ほどこしたものか、その顔には呪じゆ術じゆつ的てきな意い味み合あいを思わせるペイント。頭にはどこぞの原げん住じゆう民みん風ふうの羽は根ね飾かざりをかぶっている。いよいよもって宗教的な方向にかぶれてきたらしい。


　だがさしあたり峻護はその点については突っ込まず、


「月村さんそこ危ないから！　いい子だからすぐに下りてきなさい！　ハウス！」


「あっ、二ノ宮くん！」峻護に気づいてぱあっと顔を輝かがやかせ、「追いかけてきてくれたんですね、わたしうれしいです！　ということはいよいよ回転教に入にゆう信しんして、わたしといっしょに回転ランデブーする気になってくれたんですねっ？」


「いや。しないから」即そく座ざにふるふると首を振り、「そんなことより早く下りてきて、いいかげんに馬鹿騒さわぎをやめてくれ。みんなに迷惑が掛かかってるんだ。いま謝ればまだなんとかなる──」


「やっぱり回転してくれないんですね。じゃあわたしも言うこと聞いてあげません。いーだ」


　とたんに真由はくちびるを尖とがらせ、ぷいっとそっぽを向いてしまった。峻護は弱り果はて、しばらく悩なやんだ末すえに、


「わかったよ。じゃあ君の望のぞみどおり、おれもいっしょに回転する。そうしたらこれ以上危ないことはしないって約束してくれるかい？」


「えっ、ほんとうですか!?」たちまち満まん面めんの笑みになり、「さすがは二ノ宮くん、わかっていただけてうれしいです！　すばらしい回転を見せてくれた暁あかつきには二ノ宮くんを回転教の司し教きようにしてあげますから、しっかりがんばってくださいね。それではごいっしょにどうぞ──そおーれっ、レッツスピン！」


　例によってくるくると回り始めた。電信柱の上で。


　危ない場所で危ないことをやられて峻護としてはドキドキものなのだが、あわてて真由の動きに合わせる。


「こ、こうかい？」


「ちがいます。右に一回転、左に三回転、ななめ後ろ向きに五回転半です。そーれっ、もう一度！」


「こ、こうかな？」


「そうじゃなくて、もっととめどなく溢あふれ出すように。こんな感じですよ、ほら」


「いや、というか月村さんの動きが常じよう軌きを逸いつしていてどうにもこうにも……ええとこんな感じ？」


「ぜんぜんちがいます。こうですよこう！」


　レクチャーに従したがって必死に回転を重かさねていく峻護であったが、どうにも真由のお気に召めさないようであった。熱ねつ心しんに指し導どうしていた真由はやがて大きくため息をつき、やおら表情を暗くすると、


「とても残念です……二ノ宮くんの回転には愛も敬けい意いも感じられません。二ノ宮くんには回転のすばらしさを理解してもらうどころか、そもそも回転をする資し格かくすらないみたいですね……ううっ、しくしく」


「いや、泣かれても困るというか、そもそも何で泣かれているのかビタ一いち文もんわからないというか……とにかくそこから下りてきてほし」


「二ノ宮くんのばか────────っ！」


　声の限りに叫びをあげ、真由はかつてない高速で回転を開始。


「わたし決めました。これからは回転ひとすじに生き、回転の神さまのために人生のすべてを捧げます──いざ約やく束そくの地、スピンヘヴンへ！」


　人間ジャイロ状じよう態たいとなって電線の上に乗のり、綱つな渡わたりの要よう領りようでするすると移動していく。


　次から次へと電線を乗りかえ、あっという間に姿を消してしまった少女の後うしろ姿すがたを、わけもわからず罵ののしられた少年は為なす術すべもなく見送った。上海シヤンハイ雑ざつ技ぎ団だんでもトップを張はれるであろう曲きよく芸げいの技ぎ能のうは別の機会で発はつ揮きしてもらいたいと思いつつ、峻護としてはさじを投げずに真由の後を追うしかない。


「くそッ、頼むから大たい過かなく決けつ着ちやくしてくれよ今回のトラブル！」


　今となっては望むべくもない願いを唱となえつつ、廃はい墟きよと化かしていく町を峻護はふたたび走り出した。





　　　　＊





　若宮町を駆け回る峻護の目には、秒びよう刻きざみで変へん貌ぼうしていく彼の郷きよう土どの様子が克こく明めいに映うつし出されている。


　そこら中の建築物から異い臭しゆうのする黒こく煙えんが立ちのぼり、悪あく魔まの舌したにも見える血ち色いろの炎ほのおがちらちらと見え隠かくれしている。いずこからともなく響いてくる地じ鳴なりは大地ばかりか大気までをも震わせ、とぐろを巻く暗あん雲うんは無数の稲いな光びかりを放はなち始めた。


　そしてなにより、不気味なほど静かであった。音がない、というわけではない。人間の気け配はいがおどろくほど希き薄はくになっているのである。それなりに栄さかえていたはずの町からいつの間にかめっきりひとけが失うせ、信じがたいほど短時間のうちにゴーストタウンの様よう相そうを呈ていし始めていた。


「これもすべて……月村さんが引き起こしたのか？」


　だとすれば戦せん慄りつを禁きんじえない。わずか一缶の酒がよもやこのような事じ態たいを招まねくことになるとは──。


「君！　こんなところで何をしている！」


　突然背後から鋭するどい声が掛かった。


　足を止めて振り返った峻護の目が驚きに見開かれる。そこにずらりと並ならんでいたのは防ぼう護ご服ふくにガスマスク、自動小しよう銃じゆうといった完全装そう備びに身を包つつんだ屈くつ強きような男十数名。


　男たちは殺気だった様子で峻護を取り囲むと、


「まったく、武器も持たずにこんな場所をうろうろするなんて……君は命が惜おしくないのか？　……あー本部本部、こちらチームβベータ、こちらチームβ。本部応おう答とう願います。作戦区域にて民みん間かん人じんを一名保護、民間人を一名保護。至し急きゆう対たい処しよを求もとむ。繰くり返す、民間人を一名保護──」


「あの、あなたたちは？」と面めん食くらいながら峻護。


「我々は急きゆう遽きよ編へん成せいされたバイオハザード対たい策さく班はんだ。この一いつ帯たいは謎なぞの未み確かく認にん生せい命めい体たいによって占せん拠きよ、侵しん食しよくされている。とっくの昔に避ひ難なん命令が出ているはずなのに……まったく君は何を考えているんだ」


　どうにも事態はそんなところまで進んでいたらしい。


「いま本部のほうに連絡して、装そう甲こう車しやを一台回してもらうように手て配はいしておいたから。おっつけやってくるはずのそいつに乗って、君は安全なところまで──」


「隊長！　あれを！」


　男たちのひとりが天を見上げて鋭く叫んだ。


　見れば、周囲の建物のあちこちから続ぞく々ぞくと人ひと影かげが姿を現あらわしつつあった。いずれも物ぶつ騒そうな得え物ものを手にして、トゲトゲのたくさんついた痛そうなプロテクターで身を鎧よろっている。ヘアスタイルがそろいもそろってスキンヘッドだったりモヒカンだったりするのは、なにか宗教的な意味合いでもあるのだろうか。


　さらには前後の通りからも改かい造ぞうバイクにまたがった連中がぞろぞろと現れ、たちまち完全な包ほう囲い網もうが形けい成せいされてしまった。


「くそ、待まち伏ぶせか！　総そう員いん戦せん闘とう配はい置ち！」


　その叫び声より早く、不ふ審しん人じん物ぶつどもは猿さるのような奇き声せいをあげて躍おどりかかってきた──くるくると回転しながら。


「ああもう、何がどうなってるんだ!?」


　いきなり始まった大乱戦に悲鳴をあげながら、峻護はひたすらとばっちりを避さけて逃げ回った。こんなところで時間を浪ろう費ひしている場合ではない、すべての元げん凶きようとなっているだろう少女を一刻も早くつかまえて、この状況を収しゆう拾しゆうせねば。


　どうにかどさくさにまぎれて戦場を離り脱だつし、ふたたび捜さがし人をもとめて峻護は駆け出した。


　町の荒廃ぶりはさらに加か速そくし、もはや世せい紀き末まつ的な様相を呈し始めている。遠くで聞こえてくるアスファルトを嚙かむ耳みみ障ざわりな音は、おそらく重じゆう戦せん車しやのキャタピラが立てるそれであろう。いやに暗いなと思って空を見上げれば無数の戦闘ヘリが滞たい空くうし、そして雲の向こうにうっすらと見える太陽が三み日か月づきみたいな形に侵しん食しよくされている。皆かい既き日につ食しよく──まさかこんなタイミングで発はつ生せいするとは。そんなニュースは聞いた覚えがないのだが、さてはかのノストラダムスの大だい予よ言げんは今日この日を予言したものであったか。


　当てもなく町をさまよっていた峻護だったが、運だか縁えんだかはそれなりにあったらしい。しばらくすると濃のう厚こうに人の気配がこもっている一角にさしかかった。


　壁から顔を出してそこを覗のぞき見た峻護は、あやういところで驚きよう愕がくの叫びを呑のみ込んだ。大通りのスクランブル交差点にうずたかく積つまれた木もく材ざいが天をつく勢いで炎をあげ、その周囲をずらりと取り囲む人々が一いつ心しん不ふ乱らんにくるくる回転している。その炎の真ん中に高たか々だかと組まれた櫓やぐらの上に月村真由がいた。例によってくるくる回転する彼女の動きに合わせて群衆も回転している光景は、なにやら宗教的な意味合いをおびた儀ぎ式しきのようにも見える。どうやら真由は乱らん行ぎようのかぎりを尽くして敵を作るばかりでなく、回転教とやらの信しん奉ぽう者しやもきっちり作って回っていたらしい。


「炎の周まわりで回っている連中は月村さんの狂きよう信しん者しやってわけか……ここで出て行っても袋ふくろ叩だたきにされるだけだな」




[image: ]


　進しん退たい窮きわまっているうち、峻護の目の前でさらなる異様な光景が展開し始めた。


　ニマニマ機嫌よく笑いながら回転していた真由の表情がいよいよ忘ぼう我がの境きよう地ちに至いたり、それにあわせて狂信者たちの回転もトランスの度合いを増ましていく。そして舞ぶ踏とうの興こう奮ふんが頂ちよう点てんに達した時、異い変へんが生じた。


　天にとぐろを巻いた黒くろ雲くもがにわかに瘴しよう気きを帯びたかと思うと、すさまじい発光が大気に乱らん舞ぶしたのである。直後、幾いく本ほんもの稲いな妻づまが周囲に落ち、鼓こ膜まくを破やぶるような轟ごう音おんとともに火の柱を立てる。


　そのうちの一本が近くのガソリンスタンドに直ちよく撃げきし、大量に貯ちよ蔵ぞうされた揮き発はつ油ゆに引いん火か、息をのむ間もなく大爆発を起こした。その爆発が激しく大地を揺るがしたかとみるや、周囲の高こう層そう建築物の壁に次々と亀き裂れつが入り、一いつ棟とうまた一棟と倒とう壊かいしていくではないか。


「んなアホな……」


　神がかった現象に興奮した群衆はいよいよ熱気をこめて回転の舞ぶ踊ようを舞い、峻護はこの事態が自分の手におえる範はん囲いを大おお幅はばに逸いつ脱だつしたことを知った。


「あっ、いたいた。おーい二ノ宮くーん！」


　啞あ然ぜんと立ちすくむ峻護の耳に聞きなれた声。


　振り向けばクラスメイトの綾川日奈子が手を振り振り彼のもとに走りよってくる。


「馬鹿、何をしてるんだ綾川さん！　ここは君のような女の子が来ていいところじゃない、危ない場所なのは見れば分かるだろう!?　すぐに避難するんだ！」


「危ない場所にいるのは二ノ宮くんもいっしょじゃん。……あーあー真由のやつ、派手にやってくれちゃってまあ」


　狂信者どもの信しん仰こうの対象になっている友人の姿を眺ながめ、日奈子は肩をすくめた。この事態に対する感想がそれだけとは、なかなか肚はらの据すわっている少女ではあるが、


「それにしても月村さんの酒グセがこれほど悪いなんて……おれ全然知らなかったよ。これからはよくよく気をつけないと……」


「あーそれなんだけどさ」日奈子は懐ふところから何かを取り出し、「ほら、これ見てみ？」


　言われて彼女の手元に目を移すと、そこには円えん筒とう形けいの物体が握にぎられている。峻護の目が確かであれば、スマートにデザインされたアルミ缶であるように見えるが。


「それは……さっきおれたちが飲んでいた酒の缶？」


「うん、真由が飲んでいたやつなんだけどね。ほらここ」


　日奈子がアルミ缶のとある一いつ箇か所しよを指差してみせる。


　そこにプリントされている文字は──


「……清涼飲料水？　って、どういうことだ？」


「そのまんまの意味でしょ。あの子が買ってきたジュース、全部が全部アルコール入りってわけじゃなかったのね」


「じゃあ……」


　峻護はふたたび視線を狂乱の宴うたげに向けた。儀式に加わる群衆はますます数を増ふやし、回転の速そく度どもどんどん上がっている。その中心で月村真由は相変わらず機嫌よさそうにスピンダンスを踊っていて、その表情はどうみても酔っ払いのそれで……


「あれは一体なんなんだ？」


「そりゃあたしが聞きたいって。でもまあ想像してみるに……」再度肩をすくめ、「あたしらがお酒飲んだとか言っちゃったから、真由もてっきり自分も飲んじゃったって勘かん違ちがいしたんじゃない？」


「てことは月村さん……勘違いで酔っ払った気になってるだけってことか？　実際に飲んでるわけでもないのに？　それもあれだけド派手に？」


「そういうことになるかなあ……事実を教えれば素すに戻るかな、って思ってここまできたんだけど」


　呆あきれ顔で友人の醜しゆう態たいを眺め、


「いまさらどうにもなんないし、まあ黙だまっといたほうがいいかな」


「…………だな」


　頷きあい、ふたりは際さい限げんなしに収拾がつかなくなっていく事態を、ただ無力に眺めるしかないのだった。


　町のどこかが新たに崩ほう壊かいする音が、ひどく虚むなしく聞こえてきた。





　　　　＊





　──『若宮町カタストロフ』と後に通つう称しようされることとなったこの事件はその後、奇き跡せき的ながら一応の解かい決けつをみた。回転教の教祖であった真由が体力の限界に達し、ほどなくぶっ倒れたからである。


　求きゆう心しん的人物を失った狂信者たちはたちまち脆もろさを露ろ呈ていし、バイオハザード対策班の的てき確かくな治ち安あん維い持じ能力の投とう入にゆうもあって、若宮町は加か速そく度ど的に秩ちつ序じよを回復していった。破壊の爪つめ痕あとも急ピッチで補ほ修しゆうされていき、事件の大きさに比くらべれば異常なほど早い速度で若宮町は元の姿を取り戻し、何なに事ごともなかったようにまた平和が訪おとずれた。事件の原因に関しては、未み確かく認にん飛ひ行こう物ぶつ体たい説だとかＵユＭーＡマ説だとか様々な憶おく測そくが流れたが、最終的には『ぜんぶプラズマのせい』ということで落ち着いた。これら一いち連れんの背景には、二ノ宮涼りよう子こと月村美み樹き彦ひこの姿がチラついていたようである。


　元げん凶きようたる真由はといえば意い識しきを回復してからの一週間、思い込みの二日酔いにのた打ち回ったというから、ある意味徹てつ底ていしてはいたようである。当然のごとく自分が引き起こした事件のことなどまったく覚えておらず、回転への執しゆう着ちやくなどもきれいさっぱり忘れて、またいつもと変わらぬ日々を送るようになったそうな。





　なお、未成年の飲酒は法律によって禁止されています。







おしまい





　峻しゆん護ご、浮き足立つのこと







　その日、居い候そうろうである月つき村むら真ま由ゆと月村美み樹き彦ひこが唐とう突とつに旅たび支じ度たくを始めたのが、一いち連れんの異い変へんの発ほつ端たんであったように思われる。


「どうしたんですいきなり。何かあったんですか？」


　服やら洗面用具やらを抱かかえてトランクに詰つめ込こんでいる兄きよう妹だいに声をかけると、兄のほうが笑え顔がおと共に答えを返してきた。


「いや、ちょっとした野や暮ぼ用ようができてね。急な話だが、僕ぼくと真由はこれからヨーロッパまで飛ぶことになった」


「はあ、それは。ほんとに急な話ですね」


「うむ。まあ傍はたから見ればまるで夜よ逃にげでもするような始し末まつだが、ほんとに時間がなくてね。悪いが散ちらかしてしまった後あと片かた付づけはよろしくたのむ。でもまあ、君が心配するようなことは何もないから安心してくれていいよ。そこは保ほ証しようする」


「はあ。いや、それならいいんですが」


「すいません二にノの宮みやくん、お騒さわがせして」今こん度どは妹のほうがぺこりと頭を下さげて、「せっかく夕食も作ってもらってるのに、食べてる時間がなさそうです。ごめんなさい」


「いや、いいんだ。気にしないで」


　恐きよう縮しゆくする真由を安心させるように笑いかける峻しゆん護ご。いったい何の用事だろうとは気になったが、それは口に出さなかった。彼女はかつて経けい験けんしたという海外暮ぐらしにあまりいい思い出がないそうだから、下へ手たにそのあたりをつつかないほうがいいだろう。それに実じつ際さいのところ真由の様よう子すにも特に変わったところはないし、美樹彦の言うとおり心配には及およばないはずであった。


　が、もともと繊せん細さいというか、悪く言えば小しよう心しん者ものにできている峻護である。不安や胸むな騒さわぎといったものがつい顔に出てしまっていたらしい。


　ものの十分ほどで支し度たくをすませて出かける直前、真由は峻護を振ふり返って、


「二ノ宮くん、ちょっといいですか？」


「ん？　なに？」


「ええとそうですね、じゃあちょっと目をつむってもらえますか？」


「…………？」


　怪け訝げんに思いつつも言われた通りに目をつむると、真由が一歩踏ふみ出して目の前に来るのがわかった。「なんだろう？」と内ない心しんで首を傾かしげつつもじっとしていると、真由は何やらわきわきと両手を動かしながら、ぶつぶつ呪じゆ文もんのようなものを唱となえている気け配はいである。


「ちちんぷいぷいの……えいっ！　やあっ！　とおっ！……はい、もう目を開けてもだいじょうぶですよ」


「…………」


　目を開けると、そこには顔かお中じゆうに笑みを満みたした同どう居きよ人にんの姿。


「ええと……今のは？」


「はい、おまじないです。二ノ宮くんに特別なおまじないをかけました」


　しかつめらしい顔を作り、厳おごそかな面おも持もちで宣せん言げんしてくる。


「おまじない？」


「はい。秘密のおまじない、幸運のおまじないです。これを受けた人にはもれなく、あらゆる幸運が訪おとずれることでしょう。家か内ない安全や商売繁はん盛じようはもちろん、学がく業ぎよう成じよう就じゆから安あん産ざん加か護ごまで何でもござれです。だから二ノ宮くんは何も心配することはありません。安心して待っててください」


「はあ、なるほど」


　峻護は笑いをかみ殺すのに難なん儀ぎした。つとめて厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを演えん出しゆつしようとしているらしいのだが、何しろ真由のやることである。小学生だか幼よう稚ち園えん児じだかが大人に向けて説せつ教きようしているようなおかしさがあった。


「おまじないありがとう。道どう中ちゆう気をつけてね、月村さん」


「はい、二ノ宮くんもお元気で。二、三日で戻ってきますから」


　そんな風におたがい手を振り合い、一いつ時ときの別れを惜おしんだ。


　──異い変へんに気づいたのは翌よく朝ちようになってからのことである。





　　　　＊





　いつもよりちょっとさびしい一いち夜やを過ごして目を覚ました後、峻護が真っ先にやったのは、大事に管理している糠ぬか床どこから漬つけ物ものを取り出すことであった。


　家か事じ全ぜん般ぱんにおいて抜きん出た能のう力りよくを示す峻護だが、そんな彼にとっても糠床だけは難むずかしい。糠床は生き物であり、その出で来きは日ひ々び刻こつ々こくと変化する。本気で極きわめるには数十年もの経けい験けんが必要とされ、糠床マスターとしての峻護のレベルはまだまだひよっこであった。百パーセント満足のいく糠ぬか漬づけが作れたことなど数えるほどしかなかったのだが──


「おっ？　これはこれは……」


　糠床に手を入れた瞬しゆん間かん、峻護の顔がだらしないほどに笑み崩くずれた。彼の手のひらが伝えてくる感かん触しよくは、本日の糠床がベストコンディションに達たつしていることを示している。試ためしに取り出したキュウリの漬物をかじってみて、いよいよ峻護は相そう好ごうを崩した。すばらしい。最高の出来だ。この出来なら品ひん評ぴよう会かいに出してもグランプリ間違いなしだろう。


　朝あさ一いちからうれしいことが起きてハッピーな峻護であったが、リビングに顔を出した彼をさらなるハッピーが待ち受けていた。テーブルの上に一枚の書かき置おきが残されていて、そこには姉の涼りよう子こが所しよ用ようで一週間ほど外出する旨むねが記しるされていたのである。


「急な話だな……でもまあ、ありがたい話ではあるか」


　基き本ほん的に涼子は、自宅内においては一方的に命めい令れいするばかりで何ら家事に貢こう献けんする人物ではなく、峻護にとってはお荷に物もつでしかない。彼女がいないとなれば、峻護が自由に使える時間が大おお幅はばに増えることになる。


「今日は朝からツイてるな。これも月村さんのおまじないのおかげだろうか？」


　だとすれば大いに感かん謝しやせねばなるまい。上じよう々じようの気分で二ノ宮邸ていを出て学校に向かった峻護だが、何分も歩かないうちにまた別のラッキーに出くわすことになった。


「ん？　これは……財さい布ふか？」


　道の真ん中に落ちていたのは、みごとなワニ革がわづくりの財さい布ふである。中をのぞいてみると諭ゆ吉きちさんが所ところ狭せましと詰め込まれていた。


「こりゃすごいものを拾ったな……」


　これだけの大物だ、落とした人物もさぞかし困っているだろう。なるべく早く落とし主のもとに届くよう、すぐに交番のあるほうへ向かおうとした時、懐ふところで携けい帯たい電話が鳴った。


「む……誰だれからの電話だろう？」


　液えき晶しようディスプレイに表示されているのはまったく見知らぬ番号であったが、ともかく通話ボタンを押して、


「はいもしもし？」


「おはようございます。こちら、二ノ宮峻護さまの携帯電話でよろしいでしょうか？」


「ええ、そうですが」


「突とつ然ぜんのお電話失礼いたします。私わたくし○×証しよう券けんの鈴すず木きと申しますが」


「○×証券？」


　まったく心こころ当あたりのない電話でおどろいたが、話の内容を聞いてもっとおどろいた。なんでも峻護の保ほ有ゆうしている株かぶ券けんに買い手が殺さつ到とうし、とんでもない値ね段だんにまで時価が高こう騰とうしているのだとか。ここは願ってもない投とう機き的てきなチャンスだから、株かぶ主ぬしである峻護の意い思しを問といたいというのだが──


「いやちょっと待ってください。おれ、株なんて買った覚えも持った覚えもありませんから。何かの間違いじゃないですか？」


「いいえ。何度も確かく認にんしましたが、二ノ宮峻護さまの名めい義ぎに間違いございません」


「いや、そんなこと言われても……」


「いかがいたしましょう？　いま売ばい却きやくしても数千万を超こえる利り益えきは確かく実じつに出ますが、この株は短たん期き間かんのうちにまだまだ上じよう昇しようする見み込こみが大だいです。私の個人的な意見としましてはここは待ちの一手かと……」


「数千万!?」


　けた外れの金額に愕がく然ぜんとしたが、いずれにしてもこれは峻護の手におえる話ではない。株券の判はん断だんはとりあえず保ほ留りゆうにして証券マンとの通つう話わを打ち切り、そしてようやく峻護はこの事じ態たいがただ事ではないことを自覚したのだった。
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「はあ、それであたしに電話してきたって？　朝っぱらから何かと思えば……」


　携帯電話の向こうで、クラスメイトの声はひどく不ふ機き嫌げんそうであった。峻護とちがって時間ぎりぎりにならないと登校しない綾あや川かわ日ひ奈な子こは、いまだベッドで惰だ眠みんをむさぼっていたらしい。


「で、二ノ宮くんにやたらと連れん続ぞくする幸運は、真由のおまじないのせいだって言うわけ？　そんなの考えすぎよ、考えすぎ」


「考えすぎなものか。どうみたってこれは異い常じよう事じ態たいだし、月村さんが原因になってるとしか思えないよ」交番に向かいながら峻護は哀あわれっぽい声で、「たのむよ綾川さん、協力してくれ。肝かん心じんの月村さんの携帯には繫つながらないし、美樹彦さんにも姉さんにもやっぱり繫がらないし、もう綾川さんくらいしか頼たよれる人がいないんだ。たのむ」


「そう言われてもねえ……」いかにもやる気のなさそうな声と、ボリボリとわき腹あたりでも搔かいてそうな音。「もしそれが真由のせいだったとしてもさ、それで何か問題あるわけ？　いまの二ノ宮くんはラッキー続きでフィーバー状じよう態たいなわけでしょ？　だったらいいじゃん、素す直なおに喜んどけば」


「それはまあ、そうかもしれないが……」


「二ノ宮くんっていつも不運続きだからさー、たまにラッキーが来たりすると必要以上に警けい戒かいしちゃうんじゃないの？　幸運に対する耐たい性せいがないというか、貧びん乏ぼう性しようっていうか」


「ん……確かに……」


「まああれよ、たまには真由もいいことしてくれたってことでさ、普ふ通つうに感かん謝しやしとけばいいじゃん。……そんじゃあたしはもうちょっと寝るから。おやすみ～」


　生あくびと共に通話は切れた。


「ううむ……ほんとにいいんだろうか？」


　日奈子にはああ言われたものの、とうてい素直に喜ぶ気になれない峻護だった。どうみても今の状じよう況きようは、ラッキーフィーバーで済すまされるものではないと思うのだが。ちなみにこうする間にも彼は十個ほど、現げん金きんのたっぷり詰まった財布を拾っている。


「これだけ拾いまくると、いろいろ手て続つづきにも時間がかかるだろうな……」


　交番に着いたら待っているであろう煩はん雑ざつな作業に憂ゆう鬱うつになる峻護。おそらく今日の遅刻は確実であろうが、落とし主のためにも早く届けてあげねばならない。ともすれば重くなる足を励はげましつつ、峻護は早足で交番を目指した。


　その道すがらも細ほそ々ぼそとした幸運に恵めぐまれつつ（一度も信号に引っかからなかったり、開あかずの踏ふみ切きりを一発で渡わたれたり）交番に到とう着ちやくすると、ちょっと驚きの事態が待っていた。この近きん辺ぺんで財布を落としたという人たちが十数人、せまい交番にひしめいてけたたましく陳ちん情じようしていたのである。


　その話を横よこから聞くに、どうやら峻護の拾った財布の持ち主が一いち堂どうに会かいしているらしい。これならまとめて財布を落とし主に返せるわけで、当とう初しよ予よ測そくしていたよりも大おお幅はばに時間のロスは減へらせることになるだろう。


　さっそく交番にいた面めん々めんに事じ情じようを説明すると、落とし主たちの表情が一いつ斉せいに輝かがやき、口くち々ぐちに礼れいを言って峻護から財布を受け取っていった。それだけではない、彼らはみな礼と称しようして財布の中身の一部を渡してきたのである。「当然のことをしただけですから」と固こ辞じする峻護に「まあまあ、そう言わず受け取って」と半なかば強ごう引いんに現金を渡し、彼らは機き嫌げんよく交番をあとにした。


「いやあ、今いま時どき感心な少年だな」


　落とし主たちを見送った後、交番のおまわりさんはニコニコ顔で峻護の行動をほめたたえた。マンモスの生まれ変わりかと疑うたがうような屈くつ強きようの大男で、いかにも豪ごう快かいそうな人物であったが、複ふく数すうの口から間かん断だんなく陳情を受けてさすがに辟へき易えきしていたらしい。難なん題だいから解かい放ほうされていかにも機嫌よさそうに、峻護の背中をばっしんばっしん叩たたきつつ、


「あれだけ財布を拾えばついネコババしたくなる誘ゆう惑わくにも駆かられるだろうに、きちんと交番に届けてくれるとは。いやいや感心感心」


「はあ、いえ。おれは当然のことをしただけですから……では、おれはこれで失礼します。急がないと学校に遅れてしまうので」


「そういえばお前さんの着ている制服は神じん宮ぐう寺じ学がく園えんのものだな。あそこからこの交番まではけっこう時間が掛かかるだろうに」おまわりさんはいよいよ感じ入った様子で、「なるほどそうか、落とし主の人たちにできるだけ早く財布を渡したいという心こころ意い気きで、遅刻を覚かく悟ごの上で……ううむ、ますます感心だ。ここはひとつ、君の男おと気こぎに報むくいてやらねば」


「いや、おれは当然のことをしただけ……」


「うんうん、その謙けん虚きよさがまたすばらしい。今時の若わか者ものに似にずりっぱな心がけだ、ますます気に入った。こう見えても私は上のほうに顔が利きく。なんなら警けい視し総そう監かんから君を表ひよう彰しようしてもらうよう、かけあってみてもいい」


「いえ、そんな大げさなことはしてないので。本当に」


「わかった、ここは君の謙虚さを尊そん重ちようしよう。だがせめて、君を学校まで送るくらいのことはさせてくれ。この時間からじゃ、全力で走っても始し業ぎよう時間に間に合うかどうか微び妙みようなところだろうからな」


　そう言うと半ば強引に峻護を警けい察さつ車しや両りように乗のせ、派は手でにサイレンを鳴ならしまくって町を激げき走そう。無事、始業前に学校にたどり着くことができたのだった。


「わっ。なに、どしたの二ノ宮くん？　パトカーなんかで学校きちゃってさ」


　校門前で降おろされた峻護に真まっ先さきに声をかけてきたのは、ちょうど同じ時間帯に登校してきた日奈子であった。


「いや、じつはかくかくしかじかで……」


　これまでの幸運の履り歴れきをかいつまんで説明すると、さすがに日奈子も一いつ笑しように付ふすというわけにはいかなくなったらしい。目の前で現実を見せられたことも効きいているようだ。


「なるほどねえ。眉まゆ唾つばものの話だと思ってたけど、こうなると与よ太た話ばなしとして片かた付づけるのも微び妙みようになってくるよね。それによくよく考えてみればさ、買っておいた宝くじが当たったとかいうなら単たんなるラッキーだけど、株うんぬんの話になるとねえ……ラッキーで済ますのは確かに無理があるかな」


「だろう？　どう考えても異常事態だよこれは。あまりにも神かみ懸がかりすぎている」


「でもちょっと信じられないなあ。真由が派は手でに幸運をもたらすおまじないをしてくれた、なんてのは。逆にドツボにはまる呪のろいでもかけていった、とかいうなら分かるけど」


「それはそれでひどい言いい草ぐさだな……」


　そうこうしているうち、峻護の懐でふたたび携帯電話が鳴った。


　通つう話わ口ぐちに耳を当てて会話を交かわしていた峻護だが、やがて難むずかしい顔で通話を打ち切り、


「なに？　誰からの電話？」


「ああ、さっき話した証券会社の人だったんだけど……」


　困こん惑わくした様子で峻護が語かたるところによれば、例の身に覚えのない株の時価がふたたび跳はね上がっているらしい。


「非公式なルートではあるけど、いくらでも出すから売ってくれという人が現れたらしくて……でもってその人が総そう額がく一億を提てい示じしているけどどうするかって、いま連れん絡らくが」


「一億っすか……」


「まあそんなこと言われても判はん断だんの仕し様ようがないし、とりあえず回答は保留にしといたけど……どうすればいいかな、この事態？」


「そうねえ。そこまでくると逆に、一周まわってまた信じられなくなるけどね」日奈子は肩をすくめ、いかにも他ひ人と事ごとっぽいお気き楽らくさで、「でもまあ、もし本当に二ノ宮くんにラッキーフィーバーが来てるっていうんならさ、やっぱしそれを利用しない手はないと思うんだけど？　せいぜい今のうちに幸運を利用しまくってハッピーになればいいんじゃない？」


「そうか？　ほんとにそれでいいのか？　自分が努力した結果でもなんでもないのに？　それ以前にこうまで幸運が続いたら気味が悪いとか、そういうことは思わないのか？」


「小心者ねえ、もっと大おお船ぶねに乗った気でいればいいじゃん。せっかくいい波が来てるんだしさ。それにもともと二ノ宮くんって、これまであんましツキがなかったでしょ？　いままで運がなかったぶん、ようやく帳ちよう尻じりが合ってきたってことなんじゃないの？」


「ううん……そうだろうか？　そうなのかなあ……」


　素直に賛さん成せいはしかねたものの、かといってほかの見けん解かいや対たい処しよ法ほうがあるわけでもなく、さしあたり峻護はあいまいに頷うなずいておくしかないのだった。
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　教室に入り、授業が始まってからも峻護の幸運は続いた。抜き打ちで行われた小テストの設せつ問もんがたまたま峻護のよく覚えている箇か所しよであったり、かと思えばヤマを張はって勉強していたところが別のテストでことごとく出しゆつ題だいされたり。あるいは一日五個だけ限げん定てい発売される購こう買ばい部ぶ特とく製せいの霜しも降ふり牛メンチカツサンドが楽勝で買えたり、なくしたと思って諦あきらめていた消しゴムが何か月かぶりに見つかって届けられたり……。


　むろんこういった地じ味みな幸運ばかりではない。この間かん、例のいつの間まにか峻護名義になっていた株にまた複ふく数すうの買い手が名な乗のり出たらしく、株価総額はすでに十億を超こえたという連絡があった。のみならず、『これまで会かい計けい上じようのミスで計上されていなかった峻護の資産』とやらが巨きよ額がくに上ることが判はん明めいした旨むねが伝えられ、担当者が平ひら謝あやまりすると同時に謝しや罪ざい金きんの名めい目もくで多た額がくの金銭的補ほ償しようがなされるという話も転がり込んできている。


（これはもうどうみても、月村さんのおまじないのおかげだと考えるべきだろうな）


　ここまで幸運が連続すると、さすがの慎しん重ちような峻護でも自身に訪おとずれたビッグウェーブを確かく信しんせざるを得ない。正直なところ峻護にとってはトラブルメーカーでもある面めんを否ひ定ていしきれない真由ではあるが、ここは素直に彼女が授さずけてくれたスペシャルプレゼントに感謝すべきだろう。今朝以来、何度も真由に連れん絡らくを取ってみようと試みつつも果たされず、まだ礼のひとつも言えてないのだが、彼女が帰ってきたら篤あつく感謝の意を示しめさねばなるまい。


（とはいえ……せっかくの幸運だけど、これをいったいどう使ったらいいものか……）


　もともと物ぶつ欲よくの少ない男であり、そしてまた自身のツキのない状態に慣なれきっている男でもあった。期きせずして摑つかんだこの機会をどう活かつ用ようすべきか、いまいちピンとこないのである。


（まあいいか、べつに幸運の有ゆう効こう活用法なんて考えなくても。不幸が連続してるっていうなら何か対たい策さくを考えなきゃだけど、何もしなくたってマイナスになることはないわけだし）


　家いえ路じを行きつつ、野や心しんのなさっぷり丸出しな思し考こうに身をゆだねていた峻護だが、


（おっ、あれは……）


　通りかかった商店街の一角にできている人だかりを目にして気が変わった。


「さあさあ寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　毎月恒こう例れいの若わか宮みや町ちよう商店街の福ふく引びきなれど、今回はその商品がすごい！　海外旅行に新型自動車、さらには２ＬＤＫの新しん築ちくマンションまで、完全赤字の大放出だあ！　さあさあ寄ってらっしゃい見てらっしゃい、こんな大おお盤ばん振ぶる舞まいは滅めつ多たにないよ！」


（新築のマンション!?　それは確かに大盤振る舞いだな。……ふむ）


　峻護は財さい布ふから福引券を取り出してひとつ頷く。いいだろう、本当に真由のおまじないが効きいているのであれば、きっとここでも何かしらの恩おん恵けいを受けられるにちがいない。


（まかり間違ってマンションの部屋が当たりでもしたら、月村さんのおまじないはいよいよ本物ということになる。ここはひとつ、確認の意味をこめて）


　くじ運の悪い普ふ段だんの峻護であれば、たとえ百回福引を引いたところで残念賞のティッシュを山ほどもらって帰るのがオチ。さて、結果がどう出るか──


　と、そう考えて福引の列に並んだ瞬間である。


「おめでとうございまーす！　出ました一等賞！　２ＬＤＫの新築マンション、大当たりです！」


（ぶ）


　思わず噴ふいてしまった。マンションを引き当てるどころかくじを引く前に勝敗が決まってしまったではないか。


（やれやれ、やっぱ現実はこんなものだよな）


　肩かたをすくめて苦にが笑わらいする峻護である。まあ、まかり間違ってマンションなんてもらってしまった日には、それはそれで扱あつかいに困るわけで、これはこれでよかったのかもしれない。おとなしくいつものように残念賞のティッシュを引き当て、ささやかながらも家か計けいに貢こう献けんできればそれでいいではないか。


　そう達たつ観かんしつつ、なんら期き待たいしない気分で福引を引いたのだが、


「おめでとうございまーす！　でました、十五等賞でーす！」


（おっ？　残念賞じゃないんだ？）


　聞くからにどうでもよさげな賞であったが、それでも数字のついた賞である。二ノ宮峻護十六歳、人生で初めて引き当てた、残念賞以外の賞であった。まあ洗剤とかサランラップあたりでも賞品としてもらえれば上出来──


「十五等の賞品はこちら、ミッドランド・スチール社製の高級圧あつ力りよく鍋なべでーす！」


（ぶ）


　ふたたび思わず噴いてしまった峻護である。ミッドランド・スチールの圧力鍋といえば知る人ぞ知る名品中の名品で、物によっては一軒けんの家よりも価値があると言われる伝説の品。博物館に展示されていても何ら不思議のない鍋であり、本来なら峻護ごときの手が気安く触ふれていいものではない。


「あ、あの、ほんとにいいんですか？　こんな高級品もらっちゃって……」


「ええ、どうぞどうぞ」福引の司会進行役のお姉さんはニコニコ笑いながら、「高級品とか言ってるけど、どうせ金かな物もの屋の倉庫でほこりをかぶってたものなんだから……あ、こんなこと言っちゃいけませんね。今のは忘れてくださーい」
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　てへっ、と舌したを出しながら、無む造ぞう作さに賞品を渡してくれた。


（すごい……これぞまさしく、月村さんのおまじないがなせる魔ま性しようの力……！）


　伝説の鍋を手に入れ、ほくほく顔で会場を後にする峻護。よもやこのような形でも幸運が訪れるとは──想像以上の現実に、真由の神じん通つう力りきに対する信用は彌いやが上にも高まっていく。


（ふふ……この力さえあれば、かねてからの悲ひ願がんをいくらでも叶かなえることができるかもしれないな。庭の芝しば生ふをぜんぶ洋よう芝しばに入れ替かえるとか、家中の壁かべ紙がみをぜんぶ張はり替えるとか……ああ、想像しただけでも心が打ち震ふるえる……！）


　大だいそれた野や望ぼうに身を焦こがし、峻護の表情が不ふ敵てきな笑みに彩いろどられたが、しかしすぐに彼は己おのれの傲ごう慢まんを戒いましめた。たしかに今現在、彼には神通力が宿やどっているかもしれない。だがそれはあくまで借かり物の力である。自分の実力で成なし遂とげたわけでもないのに何を誇ほこることがあろうか。驕おごれる者は久ひさしからず、調子に乗れば遠からずしっぺ返しを受けるに違いない。


　それは慎しん重ちような少年らしい、賢けん明めいな判はん断だんであった──のだが。


（むうっ!?　あれはまさか……！）


　鍋を抱かかえて家いえ路じを急いそぐ峻護の目に、にわかには信じがたいものが飛び込んできた。


　人通りの少ない通りにひっそり店を構かまえる古こ物ぶつ商しよう。そのショーケースに飾かざられた一丁の包ほう丁ちように、峻護は吸い込まれるように引き寄せられていく。


（生なま倉くら入にゆう道どう鈍にぶ光みつの出で刃ば包丁！　なぜこんな場ば末すえの古物商に!?）


　目にするだけでも眼がん福ぷくといわれた逸いつ品ぴん中の逸品である。その刀とう身しんの気け高だかい輝かがやき、色いろ気けすらかもし出すほど美しく波なみ打うつ刃は文もん……別べつ段だん目め利ききではないものの、人生の半分を包丁と共に過ごしてきたといえる峻護だけに、その品がただものでないことはひと目で分かった。


（すごい、一生に一度は手にしたいと思ってた包丁が目の前に……）


　普通こういった逸品は店の奥おくに大切に保管し、一いち見げんの客の目には滅めつ多たなことで触れさせぬものだが、ここの店主はこれを手に入れたことがよほどうれしかったのだろうか。おそらくは有う頂ちよう天てんになって衝しよう動どう的に逸品を開かい陳ちんしたくなったのであろう。少し頭が冷えれば正気に戻ってたちどころに秘ひ蔵ぞうするはずであり、こうして目にすることができたのはほとんど奇跡というべきであった。


（これ、一体いくらするんだろう？）


　目にしただけでも眼福とはいえ、目にした後は手に取ってみたくなるのが人にん情じようである。峻護の足は当人の意思とほとんど無関係に、古物商の敷しき居いをまたいでいた。


「ほうほう、あの包丁に目をつけなすったか。お若いのにいい目をしておられる」


　古物商の店主は小こ柄がらな狒ひ々ひみたいな老人で、包丁のことをたずねてきた峻護に温おん厚こうそうな笑みを向けながら、


「それでお若いの、あの包丁がご入いり用ようかな？」


「ああいえ、ご入用というか……ただこう、どうしても気になってつい、ふらふらと。どのみちおれの小こ遣づかいで買えるような品ではありませんので」


「ふふ……儂わしもこの道に入って六十年になるが、あれだけの逸品を仕入れるのは一生に一度あるかないか。そう簡単に手放すつもりもないが……しかしお若いの、なかなか見所がありそうな面つら構がまえをしておるな」


　老人は思し案あんするようにしばしあごを撫なでてから、


「人目につく場所に置いていたとはいえ、あの包丁の価値を理解できる者はそうそうおるまいに──ふむ、これも何かのめぐり合わせかもしれん。よろしい、お若いのが望むのであればあの包丁、お譲ゆずりしなくもない」


「えっ!?　本当ですか!?」


「が、モノは国宝級の名品。それなりの対たい価かは覚かく悟ごしてもらわねばならんがの」


　そう言って店主が提てい示じした金額は、峻護に支し給きゆうされる毎月の小遣いを千年ためてもまだぜんぜん足りないほどの高額であった。とはいえモノがモノだけに、それでも十分すぎるほど破は格かくなのである。


「儂の見み込こみが正しく、なおかつお前さんによい巡り合わせがあれば、まあ都合できなくもない金額かもしれん。ひとつがんばってみることじゃな。幻まぼろしの品を手に入れたいのであれば、その程てい度どの試し練れんは乗り越えてもらわねばなるまいて」


　老人は別に意い地じ悪わるを言っているのではなく、むしろ峻護を大いにひいきにしてくれているのだが……。


（とはいえやっぱり、おれごときがどうこうできる話でもないよな）


　店を出ながら峻護は深々と嘆たん息そくした。しかし気分は決して暗いものではない。これだけの品に巡めぐり合えただけでも満足しなければなるまい。


（これも例のおまじないのおかげだろう。月村さんにはいくら感謝してもしきれないな……ん？　待てよ）


　今の峻護は、歴史上まれなほどの幸運フィーバーが訪れている状態である。幸運は名品に巡り合えたことのみに留とどまらず、さらなる高みにまで峻護を誘いざなってくれるのではあるまいか。たとえばそう、一いつ介かいの高校生にふさわしい財ざい力りよくしか持ち合わせていない峻護に、何かしら一いつ攫かく千せん金きんをもたらすチャンスが転がり込んでくるような──


　その時、絶ぜつ妙みようのタイミングで懐ふところの携帯電話が鳴った。


「お忙しいところ失礼いたします。○×証券の鈴木ですが……」


　このタイミングでこの電話──ある種しゆの予感に戦せん慄りつじみたものを覚えつつ、峻護は証券マンの話に聞き入った。


　話はおおむね峻護が想像した通りだった。例の株は今もなおウナギのぼりに価値を上げているという。ただしこれまでとちがう点がひとつ。異常なほどのペースで急騰している株だけに何らかの拍ひよう子しに暴ぼう落らくする可か能のう性せいも高い、そろそろ決けつ断だんを請こいたいとのことであった。


「…………」


　通話を切った峻護は眉み間けんにしわをよせて黙もつ考こうする。


　示しめされている道は明めい確かくであった。タナボタによって転がり込んできた株の利り益えきがあれば、十分に国宝級の包丁をあがなうに足たるであろう。証券マンの口ぶりからして今この瞬間にも株の価値は急きゆう落らくする可能性があるし、名品中の名品だけにいつ他の好こう事ず家かの手が伸びてこぬとも限らないのだ。


　そうする間にまたしても携帯電話に着信が入った。表示を見ると、かけてきた相手は綾川日奈子である。


《あーもしもし二ノ宮くん？　どうかしらその後の調子は？　相変わらずラッキーフィーバー来ちゃってる？》


「おかげさまで絶好調だよ。今もけた外れのラッキーが来てて、それについていろいろ考え事をしてたところだ」


《うーんそっか。真由との連絡は取れた？》


「いや、いっこうに。何度かけても携帯は繫がらないままだよ」


《そっか……あたしも何度か真由に電話してみたけどやっぱりダメでねえ……おまじないとやらについてちょっと話を聞いてみたかったんだけど》


「まあ美樹彦さんもいっしょのはずだし、なにかトラブルがあったとしても心配ないとは思うよ。──それで申し訳ないんだけど、用件がそれだけならいったん電話を切ってもいいだろうか？　ちょっといま取り込み中だったものだから」


《ああほんとに？　ごめんごめん、まあこっちもたいした用事じゃなかったからさ。ちょっと気になったことがあったってだけで》


「気になること……っていうと？」


《ああいや、ほんとにたいしたことじゃないのよ。なんか嫉しつ妬としてるみたいでイヤな感じの考え方だしね》


「そんな言い方されると余よ計けい気になるじゃないか。話してくれよ」


《そお？　じゃあ言うけどさ、まあこれは単たんなるやっかみだと思ってくれていいんだけどさ、いちおう忠告しとくね》


　日奈子はそれでもためらいがちな様子で、


《今の状況、ちょいと気をつけたほうがいいかもよ？　ゼロからは何も生まれないし、運動したあとはお腹なかが空すくのが当たり前、使ったものは減っていくのが当たり前なんだから。──あーいや、やっぱいいや。忘れて。我ながらやっかみにしか思えなくなってきたわ》


　日奈子は早はや口くちに話を切り上げて、《まあ今後もラッキーが続くようだったらご相しよう伴ばんにあずからせてよね。親友として》などと冗じよう談だん交まじりに言いつつ通話を切った。


「ふむ……」


　いまいち日奈子の言う意味がわからず、峻護は首をひねる。運動だとか空腹だとかがどう忠告に結びつくのか……どうせなら遠えん慮りよせずもっとはっきり言ってくれればいいのに。


　ただ日奈子の忠告の意味するところがどうであれ、彼女が峻護に舞まい降りた幸運の連れん鎖さを危き惧ぐしているのはわかったし、峻護にもまた躊ちゆう躇ちよがないわけではなかった。本ほん来らい自分には過ぎたる品を、己の器き量りようとは無関係に得た財産で手に入れる──そのことにブレーキをかけようとする心理は自然なものだろう。


　だが物ぶつ欲よくの少ない峻護といえども、かねてから念ねん願がんであった品を目の前にぶら下げられては拒きよ絶ぜつするのは不可能であった。迷いつつも峻護は携帯電話を操作して着信履歴を呼び出し、ある番号をコールしたのだった……。





　　　　＊





　翌朝の目覚めは、峻護にとって人生最高といっていいものになった。


　太陽の光は宝石のように輝かがやき、大気は森の奥に湧わく泉のように澄すみわたり、鳥たちは自由の歌を思い思いにさえずりあげる。じつに穏おだやかな、そして美しい朝であった。


「いやあ……人生って、こんなにすばらしいものだったんだなあ」


　気持ちよさげに伸びをする峻護の心身は、かつてないほど充じゆう実じつしている。これまでの不幸を帳消しにするかのような幸運の連続は、彼の肌はだを赤ちゃんのそれのようにツヤツヤさせていた。


「思えばこれまでのおれの人生は暗く陰いん鬱うつなものだった。だけどこれからはちがう。月村さんのおまじないのおかげでおれは生まれ変わった。これからはバラ色の人生をまっすぐ突き進んでいこう」


　昨日は幻の包丁を購こう入にゆうする手続きを済すませたあともバッチリ幸運フィーバーが続き、視し聴ちよう者しや参加のクイズ番組で特とく選せん霜しも降ふり牛を当てたり、しばらく前に故こ障しようしてそろそろ買い換かえるつもりだった電気ポットが突然使えるようになったりと、大忙しであった。いちど味をしめた峻護にもはやためらいはない、今日は徹てつ底てい的に幸運を有効利用するつもりだった。片っ端ぱしから懸けん賞しように応募したり宝くじを購入したりと、予定はぎっちり詰まっている。忙しく、しかし充実した一日が待っていることだろう。


「さて、その前に朝の仕事を済ませておかなきゃな。まずは糠床の手入れを、っと……」


　口笛でも吹ふき出しそうなくらいの上機嫌で愛用の糠床に手を入れた峻護だったが──その顔がとたんに曇りを帯びた。触れた瞬間にわかるこの鈍い感触……今日の糠床は死しに体たいも同どう然ぜん、近年まれにみる凡ぼん作さくに成なり果てていた。昨日の朝とは雲うん泥でいの差さである。


「おかしいな……べつに手入れを怠おこたったわけじゃないのに」


　まあ糠床は生き物だけに突然へそを曲げることもある──そう納得し、たいして気にもとめずリビングに顔を出すと、


「やっと起きてきたか……おそいわよ峻護」留守にしていたはずの二ノ宮涼子が厳きびしい視し線せんで弟を射抜ぬいてきた。「姉のわたしよりおそく起き出してくるなんて、怠たい慢まんにもほどがあるわね」


「あれ、姉さん!?　いつの間に帰ってきたんだ……たしか一週間ほど外出するんじゃなかったっけ？」


「思ったより早く用事が済んだから戻ってきたのよ。まったく、ちょっとわたしが目を離すとすぐサボるんだから……まあいいわ、とっとと自分の仕事をなさい。まずは今日の新聞とってきて、それから朝のコーヒーね。朝食はビクトリア王おう朝ちよう時代風の簡単なものでいいけどスコーンの焼き具合だけは手を抜くんじゃないわよ。あと今日はなんとなく和服なんか着てみたい気分だから、庭の倉くらからなんか適てき当とうに見み繕つくろってくるように。わかったらさっさとなさい、ぜんぶで三十分以内ね」


　矢や継つぎ早ばやに命めいじられ、あわてて峻護はリビングを出た。戻ってきたそばからこの暴ぼう君くんっぷり……姉のいない安あん息そくの日はわずか一日にして終しゆう息そくしたらしい。


（なんだかいきなり風向きが変わってきたな……ひょっとして月村さんのおまじないの効果が切れてきたのかな？）


　だとすれば神じん通つう力りきが薄うすれてきたのも頷けるが、案ずることはない。効果が切れたのならもう一度かけてもらえば済む話であり、真由のおまじないがある限り峻護の未来は安あん泰たいのはずであった。


　とその時、懐の携帯電話が着信を告げた。


　電話をかけてきた相手を確認して峻護はひと安心した。どうやらまだツキには見放されていないらしい。


《あ、二ノ宮くんですか？　わたしです真由です》


「やあ月村さん。調子はどう？　もう用事のほうは済んだ？」


《はい、おかげさまで。それよりすいません、何度も電話してもらったのにぜんぜん出れなくて……》


「いやいいんだ、気にしないで。それよりありがとう、ものすごく助かったよ。おかげで色々いい思いをさせてもらった。でもそろそろ効果が切れてきたみたいだから、もう一度かけてもらえるとありがたいんだけど」


《はい？　何がですか？》


「ほら、昨日の朝、月村さんがかけてくれたおまじないだよ」


《はあ、おまじない……》


　どうにも歯は切ぎれの悪い真由の様子に、峻護はやや焦あせりを覚え始めた。ひょっとしてあのおまじないは一度きりしか効果がないのだろうか。それとも遠えん隔かく地ちからは掛けることができないとか……


《あっ、はいはい昨日の！》


　峻護の心配をよそに真由は弾はじけるように言い、クスクスとおかしそうに笑い始めた。


《やだ、二ノ宮くんって意外とめるへんちっくなひとだったんですね》


「めるへんちっく？　って、どういうこと？」


《だってわたし、確かにおまじないはしましたけど、でもあくまでおまじないはおまじないです。実際に効果があるはずないですよう。なのに二ノ宮くんったら……うふふ、意外だなあ》


（おまじないに効果がない？　だったら……昨日のありえないほどの幸運の連れん鎖さはいったいなんだったんだ？）


　通話が切れた後、しきりに首をひねる峻護である。


（単なる偶然ではありえないと思ったけど……でも今にして思えば、やっぱり偶然が積つみ重なっただけだったのかな）


　まあそれならそれでよい。昨日みたいな幸運が今後も続かないのは残念だが、あまり欲張りすぎるのもよくないことだ──


「ちょっと峻護！　いつまでぐずぐずしてるの!?　新聞もコーヒーもぜんぜん来ないじゃない！」


「うわごめん、今すぐ持ってくからちょっと待って！」


　姉の叱しつ責せきを受けてあわてて走り出す。まったく、せっかく昨日みたいな幸運に巡り合えても、こんな様ざまではプラマイゼロではないか……。


（プラマイゼロ、か）


　自分の言葉にひっかかり、峻護は思し考こうの舵かじを別の方向に取った。昨日の日奈子の言葉を思い出す。ゼロからは何も生まれない、運動したあとはお腹なかが空すくのが当たり前。そして今朝から続く微妙な不運の数々……。


「そうそう峻護、ちょっと言い忘れてたことがあったんだけど」


　弟が急いで持ってきた新聞を受け取りながら、姉がそんなことを言った。


「かなーり前の話なんだけど、わたしの資産の一部をあんたの名義にしといたから。いちおう覚えときなさいね」


「…………え？」


「まあ節せつ税ぜい対たい策さくやら何やらの目的で、いろいろとね。名義を借りただけで実質的にはあんたには関係ない話だし、べつに構わないわよね？」


「…………」


　ごくり、と喉のどを上下させる峻護。


　その資産の名義は峻護のものとはいえ実質は涼子の資産なわけで、その管理の連絡は涼子のもとへ行く手て筈はずになっているにちがいなく、だけど何かの手ちがいで峻護のところに連絡が来る可能性もありえない話とは言い切れないわけで──




[image: ]


「まかり間違ってあんたのところに何かの連絡が行くかもしれないけど、その時はすぐわたしのとこに回しなさい。まあ何かの利り益えきがあんたのところに行ったとしても、あんたそういうところはしっかりしてるしね。訳のわからないお金に手をつけたりしないだろうし、もし使ってたとしたって高たかが知れてるだろうし……あらどうしたの峻護？　そんなダラダラ脂あぶら汗あせかいて」


「いや、なんでもない。なんでもない……よ」


「あそ。……そうねえ、今日あたり、ほったらかしにしてた資産の整理でもしようかしらね。寝かせておいた有ゆう望ぼう株の株価もそろそろ上がってるはずだし、けっこういい利益が出てる見込みなのよね。楽しみだわ」


「…………」


　まさかその利益のほぼ全額を、包丁の代金として振り込む契けい約やくを交わしてしまった上、すでにその契約の決けつ済さいは終わっているはずである──などとはもちろん口にできず、いよいよ滝のように脂汗を流す峻護であった。







おしまい





　真由、悟さとりを開くのこと







　少なくとも二にノの宮みや家や神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの界かい隈わいではすでに周しゆう知ちのことではあるが──月つき村むら真ま由ゆは男だん性せい恐きよう怖ふ症しようである。


　一部の例れい外がいを除のぞき、真由は男という存そん在ざいを極きよく度どに恐おそれている。その恐怖症はちょいとばかり異い性せいに接せつ近きんされただけでも失しつ神しんしてしまうほどの重じゆう症しようであり、彼女の人生はすなわち男性恐怖症の克こく服ふくの歴史であったと表ひよう現げんしても過か言ごんではない。


　ゆえに彼女はこれまで、有ゆう効こうと思われる様々な治ち療りよう法ほうをその身に試ためしてきた。しかし十年も男性恐怖症をやっていると、たいがいの有効そうな手しゆ段だんはひと通り試してしまっているわけであり、結果として残る『まだ試していない方法』は、少々効こう果かが疑ぎ問もん視しされる類たぐいのものが多くなってしまう件けんについてはやむなきところであろう。





　この物語はある日ある時、月村真由が体験したとある男性恐怖症克服プログラムの顚てん末まつを記録したものである……。
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　その日、二ノ宮峻しゆん護ごはひどく興こう奮ふんしていた。


「月村さん。おれは今まで君のことを誤ご解かいしてたよ」


　身体からだの奥おく底そこからこみあげてくる感動の波に打うち震ふるえながら、峻護はしきりに頷うなずいている。


「極度の男性恐怖症である君が、まさかこんな勇ゆう気きある決けつ断だんをするなんて……見直したよ。いやほんとうにすばらしい。見事だ。君はすべての女性の、いや人類すべてにとっての鑑かがみ、お手て本ほんだと思う」


「いえそんな、そんな大げさなことじゃないです」真由の方は照れくさそうに、あるいは申し訳なさそうに、「特とつ訓くんと言っても一晩だけの話だし……それに実じつ際さいに男性恐怖症が治ったというわけでもないですから。そんなにほめられるとなんだかこう、かえって落ち着かない感じというか」


「いやいや謙けん遜そんには及およばない。立りつ派ぱなことだよ。今回の特訓が君にとっていかに過か酷こくなものであるかは承しよう知ちしているつもりだ。おれはそのことに素す直なおな賛さん辞じを贈おくりたい」


　──ふたりは今、某ぼう県けんのとある山さん中ちゆうに建たつ古こ刹さつの門もん前ぜんに立っている。


　数百年の歴史を閲けみしているであろう、重おも々おもしい威い容ようを誇ほこる女によ人にん禁きん制せいの禅ぜん寺でら……この場所に真由は単たん身しん乗のり込み、精せい神しん修しゆう養ようを行おこないつつ一晩を過すごそうというのであった。


「くうっ……男だらけの禅寺で一いち夜やを明あかすなんて、月村さんにとっては地じ獄ごくの責せめ苦くでしかないだろうに。あえてその難なん局きよくに自みずからを投とうじようとするなんて……何度でも言おう、ほんとうにすばらしいよ月村さん」


「いえそんな、二ノ宮くんが考えてるほど厳きびしいものじゃないですから」


　真由が苦笑するのも当然のことである。今回の企画を立りつ案あんした月村美み樹き彦ひこによれば大だい泉せん寺じなるこの寺じ院いん、純じゆん然ぜんたる女人禁制であったのは昔の話。今は広く門もん戸こを開いて観光客を受け入れ、禅の教えをわかりやすく手ほどきしているということで、その観光客の中には少なからぬ女じよ性せいも含ふくまれるのだ。寺院の男女比こそ著いちじるしく偏かたよるかもしれないが、真由が男性のみに囲かこまれてまったく孤こ立りつしてしまうということもあるまい。


「なるほど、確たしかにそうかもしれない。でも──」


　と、峻護は巨きよ大だいな寺じ門もんとその向こうに見えるいくつもの塔たつ頭ちゆうに目をやりながら、


「この寺の雰ふん囲い気きを見てると、なんだかそんな気き楽らくなものじゃないような気がしてきてさ」


「雰囲気ですか……？」


　真由もまた、峻護が見つめる先に視し線せんをやる。


　事実、異い彩さいを放はなつ寺ではあった。古こ色しよく蒼そう然ぜんたる伽が藍らんの発はつする、年ねん輪りんを重かさねた古ふるびた空気。秘ひ境きようと言っていいほどの山奥にある寺でありながら、大だい宗しゆう派はの総そう本ほん山ざんにも劣おとらぬ規き模ぼの敷しき地ちの広さ。そして寺というよりも城じよう砦さいや要よう塞さいを連れん想そうさせる堅けん牢ろうさが、この寺院の持つある種しゆの近ちか寄よりがたさを決けつ定てい付けている。


「確かにこう、なんだか圧あつ迫ぱく感かんみたいなのは感じますよね」


「だろう？　まるで外がい界かいからの接せつ触しよくを拒こばんでるみたいというか……うーん、人ひと気けのない山奥に建ってるからそう感じるのかな？　ここまで来るのに死ぬほど苦く労ろうしたし」


「ですよねえ。兄さんの話では、電車で一時間もあれば着つくはずだったんですけど」


「朝一番で家を出たのにもう日が暮くれそうになってるからな。山の中の道なき道をさんざん歩かされて、さすがにおれもちょっと疲つかれたよ」


「でも運うんが良かったですよね、わたしたち。道に迷ってたところでたまたま会ったおじいいさんが、偶ぐう然ぜんここのお寺のこと知ってて」


「だな。あの人がいなかったらぜったいたどり着けなかったよな」


「あのおじいさん、なんだかすごくびっくりしてましたけどね。『ほんとうにあの寺に行くのか』とか、『お前さんたち何者だ、どこであの寺のことを聞いた』とか、妙みように大げさなことも訊きいてきましたし」


「そうそう、確かに大げさだったよな。──おっと、もうこんな時間か」


　峻護は腕うで時計で時間を確かく認にんして、


「今からじゃ明るいうちには人ひと里ざとに戻もどれそうにないな。このあたりで野の宿じゆくできそうな場所を探さがさないと」


「野宿って……だいじょうぶですか？　こんな山奥で。お寺の人に事じ情じようを話して泊とめてもらった方がよくないですか？」


「こういうのには慣なれてるから問題ないさ。それにおれがいっしょだと月村さんの訓くん練れんにもならないしね。──じゃ、明日の朝迎むかえに行くからそれまでがんばって。君ならきっとこの試し練れんにも耐たえられる」


「は、はい、わかりました。わたしがんばります！」


　ぐいっと親指を立てた峻護に見送られ、真由は山さん門もんの内へとひとり足を踏ふみ入れた。


（わあ……）


　思わず内ない心しんで声をあげる真由。外から見ていただけでも十分にただならぬ雰囲気はあったのだが、中に入るとこう、よりいっそう肌はだにぴりぴりくる感じがあった。いかにも聖せい域いき、といった張はり詰つめた空気に満みたされているというか……現在では観光客も受け入れているという寺だが、浮うわついた雰囲気は微み塵じんもない。さすがは古い歴史を誇ほこる古刹である、というべきか。


（それにしても……ぜんぜん人がいないです）


　首をひねりつつ境けい内だいをうろうろ歩き回る。これだけ広い寺なのに寺じ僧そうや門もん徒とはおろか、小鳥の一匹ぴきたりとも姿が見えず、無む言ごんでそびえ立つ巨きよ木ぼくの森がただ見み下おろしてくるのみ。隅すみ々ずみまで手入れが行ゆき届とどいていることからして無む人じんの廃はい墟きよということはまさかないだろうが、それにしても何だかヘンな感じである。


「あのう、誰だれかいませんか……？　今日こちらでお世せ話わになる月村ですが……」


　いくつもの古めかしい建物を覗のぞきまわりつつ、なんとなく小声になって訊たずねてみるのだが、やはり芳かんばしい反はん応のうはない。やむなく境内の奥へ奥へと進んでいくと、ようやく人の気け配はいに行き当たった。この古刹の本ほん堂どうと思おぼしき建物から、無む数すうの読ど経きようが唱しよう和わする低い音が流れてくる。


（お寺の人はみんなこの中に……？）


　聞いていた話とはまるで異ことなる空気にのまれつつ、無む意い識しきのうちに足音を殺しながら、真由は本堂の内部をそっと覗き見て──そしてあっと息をのんだ。


　そこにいたのは百ひやく名めいちかくからなる僧の集団。それも現代風のナマグサ坊ぼう主ずとは明あきらかに一いつ線せんを画かくした、ただならぬ殺さつ気きを発はつする男たちだったのである。


　彼らは皆みな、本ほん尊ぞんの前にしつらえられた巨大な護ご摩ま壇だんに向かって列をなし、手にした独どつ鈷こを振りながら一心に祈き禱とうを捧ささげている。引き絞しぼった弓の弦つるを思わせるその緊きん張ちよう感かんは、命のやり取りを日常的に行う者たちが放つものに相そう違いなく、あたかも古いにしえの僧そう兵へいが現代によみがえったかのような錯さつ覚かくを真由に抱いだかせた。


（あわわわわ……）


　彼らが何をしているかは定さだかでないが、ひとつだけ明めい確かくなことがある。この場所には女性を受け入れる柔じゆう軟なんな雰囲気など皆かい無むであり、僧のみなさんはひたすらマジな方々ばかりであり、つまりは月村真由がここにいるのはまったくの場ば違ちがいであるということだ。


（な、なんだかよくわからないけど……と、とにかくここを離れた方が……）


　まったく想そう像ぞうしていなかった展開に泡あわを食くいながら、真由はあわてて回れ右しようとした。


　──あわてて、というのがいけなかった。


「きゃっ!?」


　真由は持ち前のおっちょこちょいを発はつ揮きして足をもつれさせ、体たい勢せいを立て直すことも叶かなわずすっ転ぶ。


　べたんっ、と地面に突つっ伏ぷす音がして、同時に読経の音がぴたりと止やんだ。


「あいたたたたた……あ、あれ？」


　鼻っ柱をさすりさすり、涙目になって顔を上げた時には。


　周囲にはすでに、険けん悪あくな目つきで見下ろしてくる屈くつ強きようの僧たちの壁かべができていた。


　途と端たん、男性恐怖症の真由の全身が石のように硬こう直ちよくする。


「……何者だ？」


　僧たちの中でもひときわ強烈な殺気を放つ若い男が剣けん呑のんな声で問とうてきた。大おお男おとこのそろった僧たちの中では小こ柄がらな部ぶ類るいではあったが、その四し肢しは見事に引き締しまり、そのたたずまいには隙すきというものが見当たらない。まるで小型の豹ひようを思わせる、鋭えい敏びんそうな男であった。


「拙せつ僧そうは当とう山ざんにて管かん主しゆの代だい理りを務つとめる、法ほう舜しゆんと申もうす者。強力な結けつ界かいをめぐらしたこの聖せい域いきにはその資し格かくある者しか足を踏み入れられぬはずだが、貴き殿でんはいかなる手段をもってここまで侵しん入にゆうしおおせたか」


「ぁ……ぅ……」


「表おもての世界からは隔かく絶ぜつされ、ただ人びとであればたどり着くことさえ叶わぬこの奥の院いんに現あらわれたからには、何かしら企くわだてがあるのであろう。目的はなんだ？　我われらが日々練れん磨まを重かさねてあみだした秘ひ術じゆつを盗ぬすみにでもきたか？　それとも我らに仇あだなす者どもにそそのかされて間かん諜ちようでも働こうという算さん段だんか？」


「そっ、ちが、わた、ちが──」


　なにやら壮そう大だいな誤ご解かいが発はつ生せいしているらしいことを真由は悟さとった。しかし男性恐怖症に由来する全身硬直が災わざわいし、弁べん明めいしようにもうまく口が回らない。心の広い相手であればいまの真由の様子を見て多少は態たい度どを軟なん化かさせてもよさそうなものだが、どうやらここの僧たちにそういうものを期き待たいしても無意味なようである。


「……口を割わる気はないか。まあいい」法舜と名乗った男はいかにも切れ者そうな細ほそ目めを冷れい然ぜんと光らせて、「手て練だれの法ほう力りき僧が集つどうこの太泉寺の本堂に、気配を悟られることなく立ち入ったのだ。いずれ只ただ者ものではあるまい。──こやつを牢ろうにぶちこんでおけ。あとで指の二、三本も折ってやれば、固い口もすべらかになることだろう」


「────！」


　青ざめる真由を尻しり目めに、命めいを受けた幾いく人にんかの僧がずいっと近づき、無ぶ遠えん慮りよに手を伸のばしてきて、


「あっ──だ……め……」


　極きよく度どの緊張に加くわえ、見知らぬ複数の異い性せいによる急接近。真由の霊れい魂こんはたちまち幽ゆう体たい離り脱だつを起こしかけ──しかしすぐにただならぬざわめきによって意識を引き戻された。


「なんだ、どうしたッ!?」


「いったい何が起こった!?」


　途と切ぎれ途切れな真由の視界が捉とらえた光景は、彼女の腕をつかんで連れん行こうしようとした僧たちが白しろ目めをむいて倒れるところであった。『精せい気き吸きゆう引いん能のう力りよくをコントロールできないサキュバス』である真由の、歓かん迎げいすべからざる能力の発はつ露ろである。


「気をつけろ！　この小こ娘むすめ、奇き妙みような術じゆつを使うぞ！」


「下へ手たに近づくな！　間ま合あいを取れ！」


　仲間たちが突とつ如じよとして卒そつ倒とうしたことにより、警けい戒かいレベルが一気にレッドゾーンへ突とつ入にゆうしたらしい。法力僧を自じ称しようする男たちは、素人しろうと目めにもよく訓くん練れんされているとわかる動きで一いつ斉せいに距きよ離りを取る。


「貴き様さま……」


　法力僧たちの中心人物であるらしい男──法舜が、臨りん戦せん体たい勢せいをとりつつうなるような口調で、


「我らに仇なす外げ法ほう使いどもの一いち味みかと踏んでいたが、どうやら見み誤あやまっていたらしい。我らの知るいかなる法ほう術じゆつ体たい系けいとも異ことなるその怪あやしげな術……さては貴様、人の姿に化ばけた妖よう怪かいの類たぐいか」


「よ、妖怪って……わたしがですかっ？」


「貴様以外に誰がいる。そもそもわずかに肌が触ふれただけで修行を積つんだ法力僧を昏こん倒とうせしめるなど、妖怪以外の何者が為なしえるというのか」


「そ、それはそうかもしれませんが……あのでもその、わたしもいちおう女子なわけで、だから妖怪とかそういう呼ばれ方をするとものすごく、ものすっごぉぉぉぉぉく、へこむというかなんというか。たしかにわたしは一般的にサキュバスと呼ばれる人種かもしれないですけど、でもそれはあくまで体質の一いつ環かんであるというかむしろ個性の問題であって」


「問もん答どう無む用よう」


　サキュバス少女の女心を四文字熟じゆく語ごひとつで切って捨て、


「この娘を仏ぶつ敵てきであると認みとめ、ただちに調ちよう伏ぶくする。皆みなの者心せよ、見た目が小娘だからといって侮あなどれば痛い目をみるぞ」


　法舜の号ごう令れいのもと、法力僧たちは一斉に戦せん闘とう態勢に入った。独鈷や錫しやく杖じようといった法ほう具ぐを構かまえ、あるいは両手で印いんを結び──そこには『これって何かの冗じよう談だんですよね？　あはは』などと笑ってごまかせる雰囲気はビタ一文たりとて無い。


「あ……う……えっとそのあの」


　じりじりとにじり寄ってくる男たちを前にして真由は口ごもった。敵てき意いある視線が集中し、ただでさえ男性恐怖症の彼女の意識は風ふう前ぜんの灯ともしび状態。視界はガンコ汚よごれを落とすための業ぎよう務む用よう洗せん濯たく機きのようにぐるぐると目まぐるしく回っている。


　それでも真由は混こん乱らんする頭を必死に回転させて、そして。


「な、なんだかよくわからないけどっ、ここに居いてはいけないことだけはよくわかりました！　というわけで失礼します！」


　くるりときびすを返し、一いち目もく散さんに遁とん走そうを開始した。


「逃にげたぞ！」


「門を閉とざせ、塀へいぞいに人員を配はい置ちせよ！　境内から一歩も出すな！」


　法力僧たちは慌あわてず焦あせらず、それでいて迅じん速そくに、かつ整せい然ぜんと連れん携けいを取って、妖怪認にん定ていした真由を追ってくる。


（ううう……ど、どうしてこんなことに？　わたしただ、男性恐怖症を治す特訓をしに来ただけなのに……）


　泣きべそをかきつつも全力で走り、出口の正せい門もんを目指す。しかし堅けん牢ろうな樫かしの楼ろう門もんは無む情じようにも固く閉ざされ、それどころか十人からなる武ぶ装そうした法力僧たちによってしっかりと塞ふさがれていた。


　真由は慌てて急ブレーキ。はたして左右前後、いずれに向かって逃げるべきか──


　とその時、尋じん常じようならざる気け配はいが背はい後ごに湧わいた。


「え」


　振り向いた先にいた法力僧たちが、印を結んだ両手を真由に向かって伸ばしている──とみるや、次の瞬間異い変へんが起こった。


「えええええええ!?」


　法力僧たちが発した「[image: ]おんッ！」という気合の声と共に、人ひと魂だまとプラズマを足たして二で割ったような青白い物ぶつ体たいが虚こ空くうより現あらわわれ出いで、すさまじい勢いで迫せまってきたのである。


「ひゃうあ！」


　とっさに身を逸そらし、あまりに物ぶつ騒そうなその物体の飛ひ来らいする直線上から離り脱だつする。人魂モドキは耳の横をかすめ、境内の巨木をなぎ倒しつつはるか上空へと消えていった。


　髪のこげる臭においと、ちりちり肌を刺さす静電気の感かん触しよくに、先ほどとは別の意味で硬直する真由。


「むうっ、我らの術がかわされただと!?」


「やはりあの小娘、魑ち魅み魍もう魎りようの類か！」


　必殺の一撃が不発に終わった法力僧たちが驚きよう愕がくの叫さけびをあげるが、真由はもうそれどころではない。


（な、なんか飛んできた！　なんか飛んできました！）


　根性で全身の硬直を振ふりほどき、先ほどに倍するスピードで逃走を再さい開かいした。わかっていたつもりではあったが、この方々たちは本気の本気でマジらしい。明らかに彼女は今、命の危険にさらされている。




[image: ]


（どっ、どうしようどうしようどうしよう!?）


　誤解を解とこうにも話が通じそうにない様子だし、そもそも立ち止まった途と端たんに得え体たいの知れない術の餌え食じきになる。そうなったら彼女は間違いなく住じゆう民みん票ひようを移す羽は目めになるだろう──明るく温かい地上の世界から、暗く冷たい地下の冥めい府ふへと。


　こうなるともう、真由が頼たよることのできる人物はひとりしかいない。


「たっ、助けて……助けてください二ノ宮くん！　二ノ宮く───────んっ！」





　　　　＊





　……そのころ。


　真由が恃たのむべき唯ゆい一いつの人物は日の暮くれた森の中をさまよいつつ、本日の夕ゆう餉げとすべき食料の確かく保ほに精せいを出していた。


「…………ん？」


　分ぶ厚あつい落ち葉の層そうをまさぐっていた峻護は不ふ意いに顔を上げ、草食動物じみた動きで首を左右にめぐらせる。なにやら今、誰かに呼ばれる声が聞こえたような気がするのだが。


「ふむ……空そら耳みみかな？」


　しばし周しゆう囲いの気配を探さぐっていた峻護だが、やがて自みずからを戒いましめるように頭をコツンと叩たたき、


「月村さんに呼ばれたような気がしたんだけど、考えすぎか。どうも彼女を意識しすぎなのかもしれないな、こんな場所でおれを呼ぶ声なんて聞こえるはずもないし」


　日常的に不幸な目にあっているくせに妙に日和ひより見みな結論を下すと、


「……おっとキノコ発見。しかもこれ、ひょっとして舞まい茸たけか？　おお、しかもこんなにたくさん群ぐん生せいしてる。うーん今日のおれはツイてるな」


　せっかく働いた第六感を完かん膚ぷなきまでに無む駄だにしつつ、ホクホク顔でキノコの採さい集しゆうに精を出すのだった。





　　　　＊





　火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからというやつが自分の中にも眠ねむっていたことに意外な驚おどろきを感じはしたが、だからといってこの状じよう況きようでは喜べるものでもない。


「ちっ、違うんです誤解なんです、わたしは普ふ通つうとはちょっと違うだけのれっきとした人間で、このお寺に対して悪だくみしてたとかそんなのじゃなくて、とにかくヘンな技わざで攻こう撃げきしたりするのはやめてくださいいいいいいい！」


「ええい、まだそのような戯ざれ言ごとで言い逃のがれを図はかるかこの妖怪！」


「我らを敵に回してなお生き長ながらえていることこそ、貴様が生なま身みの人ならざる動かぬ証しよう拠こ！　おとなしく調伏されるがよい！」


　必死の弁べん明めいにも耳を貸かさず、融ゆう通ずうの利きかない坊ぼう主ずどもは次々と火の玉やら氷の刃やいばやらを飛ばし、不ふ埒らちな侵入者を永久に排はい除じよするべく試こころみてくる。


「わひゃああああああっ!?」


　そのたびに真由は本能の命じるまま、無む我が夢む中ちゆうで、死に至いたる必殺技の雨を回かい避ひしていく。


「あきゃあああああああ!?」


　龍りゆうのように太い胴どうをもつ土ど石せき流りゆうの鞭むちが縦じゆう横おう無む尽じんに振るわれ、しかし真由はそれをまるで縄なわ跳とびでも跳ぶような軽けい快かいさでかわした。


「うにゃあああああああ!?」


　不ふ可か視しの真空の刃が不規則な軌き道どうを描えがいて襲おそい掛かり、しかし真由はそれをまるでハードルでも跳び越こえるようにひょいと乗り越えた。


「くそっ、信じられん！」


「数かぎりない悪あつ鬼き悪あく霊りようを屠ほふってきた我らの秘技をもってしても、いまだに仕し留とめることができぬとは……！」


「いずれ、年経へた悪あく名みよう高い妖怪にちがいあるまい。なんとしてもこの場で止とどめを刺ささねば！」


　坊主どもの言い分も無理からぬことであった。真由は無意識のうちにサキュバスの潜せん在ざい能のう力りよくを発揮し、軟なん体たい動物のように身体をブリッジさせたり、垂すい直ちよくの壁かべを重力に逆らって走り回ったり、靴くつの底にバネでも仕込んでいるかと思えるような跳ちよう躍やく力りよくで屋根に飛び乗ったりして、法力僧たちを翻ほん弄ろうしているのである。むろん意識して相手を翻弄する余よ裕ゆうなど真由にはないのだが、身しん体たい能力の高さに比ひして動きに洗せん練れんされたものがないだけに、傍はたからは実力差にモノをいわせて相手をおちょくっているように見えるのだ。


「おのれ、舐なめられたままでは済すまさぬぞ！」


「むざむざ曲くせ者ものの侵しん入にゆうを許ゆるした上に下げ手しゆ人にんを取り逃がしたとあっては、我らの名も地に墜おちよう。皆の者、刺し違えてでもあやつに仏ぶつ罰ばつを下すのだ！」


　矜きよう持じを傷つけられた坊主どもはいよいよ鼻息も荒あらく、奥おう義ぎの限りをつくして苛か烈れつな攻撃を仕掛けてくる。彼らも日々過か酷こくな修しゆう練れんを重ねているのであろう、その技の冴さえは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくレベルのものではなく、もともとお世せ辞じにも体力のある方ではない真由の疲労の色が次し第だいに濃こくなってきた。


（も、もうダメ……息が……脚あしが……）


　風前の灯となった自分の命を永ながらえさせるため、ガタの来はじめた五ご体たいに鞭むち打って捕ほ殺さつを逃のがれつづける真由。だが法力僧たちもただ漫まん然ぜんと彼女を追っていたわけではなかった。


「きゃっ────!?」


　一瞬の隙すきであった。すでに日の落ちきった闇やみに同どう化かして気配を殺していた伏ふく兵へいが、突とつ如じよとして側そく背はいから躍おどり出いで、瞬またたく間に不埒な侵入者を取り押さえたのである。


「ふん。てこずらせおって」


　急所を押さえつつ馬乗りになりながら、その伏兵──法舜は捕らえた獲え物ものを見下ろした。法力僧たちの頭とう目もく格かくであるらしいこの男は、正せい攻こう法ほうで曲者を仕し留とめるのは困こん難なんと見、ここで罠わなを張っていたのであろう。寸すん毫ごうほども気配を感じられなかったことからみて、おそらくは心しん肺ぱい停てい止しと紙かみ一ひと重えにまで生命活動を抑おさえて物もの陰かげにひそみ、真由が間合いに入るまで根気よく待ちつづけていたものと思われた。


「仏敵の殲せん滅めつが我らの使命。現げん世せに仇なす怪かい異いを見過ごすわけにはいかぬ。──いざ覚かく悟ご」


　細い眼めを冷れい徹てつに光らせ、手にした独鈷を振り上げようとして、


「ゆ、ゆるして……たすけて……」


　法舜の動きがぴたりと止まった。


　甘く切ない庇ひ護ご欲よくをそそる哀あい願がんの声。涙なみだ目めで見上げてくるつぶらな瞳ひとみ。冷れい雨うに打たれる小鳥のように震える細い肩かた。組み伏せられた際に乱れた着ちやく衣いと、そこから覗のぞく艶なまめかしい肌はだが発する、匂におい立つような色いろ香か。スカートがめくれ上がり、付け根まで露あらわになっている太もも。乱らん戦せんの果はてに肌はだ着ぎが外れ、たっぷりと重量感をもって揺ゆれる豊かな胸部。
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「くッ──」


　法舜は明らかに動どう揺ようの態ていをしめした。ふらふらと上体が揺れ、瞬まばたきの数が目に見えて多くなり、そればかりか理性のくびきを振りほどいて真由に覆おおい被かぶさらんとする構えすら取ろうとしているかに見える。おそるべきは、禁きん欲よくの戒かい律りつに殉じゆんずる謹きん直ちよくな法力僧さえ無む意い識しきのうちに籠ろう絡らくする、サキュバスの魔ま性しようの魅み惑わくか。


「ぬうっ……！」


　一声うめいて跳とび退すさり、がくりと膝ひざをつく法舜。顔中から滝のような脂あぶら汗あせが滴したたり、強きよう烈れつな誘ゆう惑わくへの葛かつ藤とうがいかばかりであったかを窺うかがわせた。


「…………？」


　何が起こったのか分からずキョトンとする真由を尻しり目めに、法舜がうなり声を上げる。


「おのれ妖怪め、高こう次じの精神修養を積んだ拙せつ僧そうをここまで追い詰めるとは……貴様さては淫いん魔まの類か」


「い、淫魔ですか？　ええとその、その呼び方はちょっと角かどがあるというかアレな感じなので、できればサキュバスなどと呼んでいただきたく……それにサキュバスというのは妖怪とかじゃなくて、生せい命めい元げん素そ関かん連れん因いん子し欠けつ損そん症しようという症しよう候こう群ぐんの別べつ名めいとか通つう称しようであって……」


　誤解を解くチャンスかもしれないとみてたどたどしく説明する真由だが、近づいてきた多数の足音によってその解かい説せつも中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた。


「法舜さま！」


「ご無事ですか!?」


　膝をつく同志に駆け寄りつつ、法力僧たちは一いち様ように顔を青ざめさせた。彼らの中でも頭ひとつ抜けた手練れであると思おぼしき法舜ですら曲者に手を焼いていることを知り、驚きを隠せないのであろう。


「なんたる無ぶ様ざまか……」法舜は脂汗を拭ぬぐいつつ、「退たい魔まの総本山たるこの地において、しかも数十人がかりで、ただ一匹ぴきの妖怪を仕留めることすらできぬとは。そんなつもりは毛もう頭とうなかったが、我らの意識のどこかに油ゆ断だんが根を張っていたようだな」


　肩を貸そうとする朋ほう輩はいを振り払って立ち上がり、


「現時刻をもってあの小娘を甲こう種しゆ第一類妖よう魔まと定義し、当山の総力をあげて調伏すべし。宝ほう物もつ院いんに封ふう印いんされし禁断の霊れい具ぐ、ならびにすべての禁きん呪じゆの使用も許きよ可かする。皆の者心せよ、やつを滅めつ殺さつせぬ限り、我らの命もまた無きものと思え！」


　痛つう烈れつな檄げきに、法力僧たちの目の色が変わった。決死の覚悟に自らを奮ふるい立たせ、刺し違えてでも侵入者を仕留めようとしていることは明らかだった。


「あうううう……」


　なんだかよく分からないがひとつだけ分かったことがある。これ以上はないだろうと思っていた最悪の状況は、今もなお悪化の一いつ途とをたどっているということだ。


「うわああああん！　もう許してええええええ！」


「むうっ、逃げたぞ！」


「追え！　いかなる犠ぎ牲せいをはらってでもやつを葬ほうむり去れ！」


　かつてない勢いで迫せまってくる狩人かりうどたちに圧倒され、真由は覚えずして救いを求める悲鳴を発した。


「たっ、助けて……助けてください二ノ宮くん！　二ノ宮く─────────んっ！」





　　　　＊





「…………ん？」


　たらふくキノコを食べて横になろうとしていた峻護は、ふいに顔色を変えて耳をそばだてた。
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　しかしほんの数秒の後、ひょいと肩をすくめ、


「ふむ……また空耳か。月村さんの悲鳴が聞こえたような気がしたんだけど」


　苦く笑しようする峻護である。この場所からあの寺まではずいぶんな距離があるし、観光客＆初心者むけの禅寺の修行程度で悲鳴が上がるような事じ態たいは考えにくい。よしんばそうだったとしても、勇気を奮ふるって修行に出向いた真由の成長を阻そ害がいすることがあってはならなかった。手出しも口出しも下へ手たにするべきではないだろう。


「さて、こんな山の中じゃすることもないし、今日は早めに寝ねてしまおうか。枯かれ葉はを敷しき詰つめたベッドってけっこう快かい適てきだし、今日は久々にゆっくり眠ねむれそうだ」


　珍めずらしく機能した虫の知らせを台なしにしつつ、峻護は生なまあくびと共にお手製の寝ね床どこの中に潜もぐり込こむのだった。





　　　　＊





「おのれ、なんとしぶとい妖怪か！」


「陣じん列れつを乱すな！　やつの動きを先読みして包み込め！」


　……想像だにしなかった逃走劇に巻き込まれて、すでにいかほどの時間が経けい過かしただろうか。境けい内だいせましと繰くり広げられる大立ち回りはしかし、いよいよ苛か烈れつさを増している。法力僧たちも口先ばかりではない。これだけの長時間にわたって戦せん闘とう行動をつづけられる鍛たん錬れんぶりはさすがの一言だった。


　が、真由の方は彼らのさらにはるか上を行っている。熟じゆく練れんの法力僧を多数相手にしてなおも生き長らえている技量は、彼らをして戦せん慄りつせしめるに十分だった。


「ありえぬ……我らすべて、一いつ騎き当とう千せんの術者ぞ？」


「しかもやつは逃げ回る一方で、一いつ切さいの手出しはしておらぬというのに……まるで悪夢でも見せられているような気分だ」


　法力僧たちの慨がい嘆たんはもっともなものだが、むろん真由の方も逼ひつ迫ぱくしている。境内を所ところ狭せましと駆け回っている彼女だが、実のところすでに疲労と緊張が極限に達し、九割がた意識を手放しているのだ。ただ彼女の場合、そのことがむしろ吉きちと出ていた。死しに体たいとなっていく精神とは逆に、普段はのほほんとしている身体は時間の経過と共にハイになっていき、潑はつ剌らつと活動するようになっていくのだ。無む駄だな思し考こうをする余よ裕ゆうが一切なくなり、内に秘ひめた本能が存分に活動する猶ゆう予よが生しようずるらしい。


　無力なウサギであるはずの真由は、誰もが予想しなかった健けん闘とうを示しめしていた。が、法力僧たちもただ漫然と彼女を追い立てていたわけではない。


　彼らの巧たくみな戦術によって誘ゆう導どうされ、真由があるポイントに足を踏み入れた瞬間である。


　軽けい快かいに動き回っていた真由の動きが突如、まるで時間を止められてしまったかのように硬直した。彼女の五体を、ぼやけた輝きを放つ光の輪がガッチリと固定している。


「──とうとう罠にかかったな、妖怪」


　勝ち誇ほこった声と共に四方から現れたのは、剛ごう健けんを絵にかいたような四人の法力僧である。


「拙僧は太たい泉せん寺じ四し天てん王のうがひとり、朱しゆ宣せん」


「同じく青せい甚じん」


「同じく黒こつ洪こう」


「同じく白はく綸りん。──妖怪よ、いま貴様が味わっているのは究極の奥義『四し神しん縛ばく鎖さ』。わが流派秘伝中の秘伝、禁呪とされる術の中でも最たるもののひとつ。その術に掛かったが最後、生なま身みであろうと幽ゆう体たいであろうと決して逃のがれること叶かなわぬ」


　言うや否いなや、四人は真由を睨にらみ据すえて構えを取り、印を結んで呪じゆを唱え始める。たちまち高エネルギー体と思しき球状の物体がいくつも出現した。その巨大さ、その圧迫感──指を触れただけでも消し炭になりそうな予感がひしひしとする。おそらくはこれも彼らの言う禁呪のひとつであり、それが誰に向けられているかについては疑問の余地がない。


「いざ覚悟」


　静かな言葉と共に四人は手を掲かかげ、必殺の一撃を放とうとして。


　真由の口から「ひっく」と嗚お咽えつが漏もれた。


　その直後。


「いやあああああああああああ！」


「ぐはあっ!?」


「うわああああああああああん！」


「ぐふぅっ!?」


「やめてくださああああああい！」


「はぐあっ!?」


「来ないでくださあああああい！」


「ぎええっ!?」


　──いったいどのような体術を駆く使ししたものか、その場にいた誰ひとりとして視し認にんすることはできなかった。彼らが見ることのできたのは、感情の手た綱づなを手放してぐずぐずとべそをかく一匹の妖怪と、倒れ伏ふした四人の仲間の姿のみ。


　抜き差しならぬ危き機きに瀕ひんし、無む抵てい抗こうだった真由がついに牙きばをむいたのである。それも想像を越えて鋭えい利りな恐るべき牙を。四天王とまで称しようされる腕うで利ききの法力僧たちが仕掛けた、絶対無敵と思われた封ふう印いんの術を引きちぎって。


「馬鹿な……」


　だんだんボキャブラリーの少なくなってきた驚きよう愕がくの言葉を口にしたのは、ありえぬ現状を目まの当たりにした法舜である。


「あの状況から逃れた上、あべこべに打ち倒すだと？　それもわが流派の誇る四天王をすべて？　ありえぬ……幻まぼろしでも見せられているのか我らは？　いったいどうすればやつを止められる？」


　強大な妖怪が垣かい間ま見せた底なしの潜在能力を見せ付けられ、さしもの法舜も茫ぼう然ぜん自じ失しつしかけた時。


「ふぉふぉ、今こ宵よいはなにやら妙に騒さわがしいのう」


　場にそぐわぬほど悠ゆう揚ようたる老人の声が、沈ちん黙もくの降りた境内に響きわたった。


「大だい僧そう正じようさま!?」


「大僧正さまだ！　大僧正さまご出しゆつ来らい！」


　いかにものんびり、といった様子でひょこひょこ歩いてくる老僧に道をあけつつ、歓かん喜きの入り混まじった声をあげる法力僧たち。奥の院のそのまた最さい奥おうに庵いおりをかまえ、俗ぞく世せとは一線を引いて日々秘術を練ねっているという、伝説の法力僧の登場であった。


「手を焼いておるようじゃのう、法舜」


　真っ白なあごひげを撫なでつつ、からかうように質ただしてくる大僧正に、法舜はうやうやしく膝ひざをついて、


「未み熟じゆく者ものなれば……お見苦しいところを」


「よいよい。儂わしもたまには身体を動かさねば技が鈍にぶる」手にした錫しやく杖じようをしゃらん、と鳴らして真由を一いち瞥べつし、「お嬢じようちゃん、悪いがこのあたりが年ねん貢ぐの納おさめ時じゃの」


「────！」


　殺気もなければ構えもなかった。真由が足を動かすことができたのは、純じゆん粋すいなカンによってである。


　その場を飛び退のいた直後、文字通りに間かん髪はついれず、彼女が今しがたまで立っていた地面に穴が穿うがたれた。巨きよ象ぞうが丸ごと収まりそうな巨大な穴が、まったく音もなく、である。


「ほうほう、今のをかわすか。なるほど弟で子しどもがてこずるわけじゃ」


　将しよう棋ぎでも指さしているような気楽な口調に真由の本能が感かん応のうし、全身の毛が逆立った。明らかにこれまでの相手とはモノがちがう。


「しかしいつまでかわせるかの？」


　言い終わる直前、ふたたび真由の本能が反応した。一瞬後、同じように地面を穿つ大穴。


「ほれほれ、まだまだ行くぞい」


　ふぉふぉふぉと快かい活かつに笑いながら次から次へと面めん妖ような技を放ってくる。それもこれまでの法力僧とはちがい、まったくのノーモーションであった。真由などよりはるかに妖怪じみた老人であり、しかし彼女は驚きよう異い的な直感と身体能力ですべての技を紙一重のうちに回かい避ひしていく。


　が、いかに潜せん在ざい能力をフルに発はつ揮きしようと限界がある。これまでの長なが丁ちよう場ばも明らかな不利に働いた。強敵の恐るべき術をひとつかわすたび、真由のスタミナは急速に奪うばわれていく。


「中々やりおるわい。ではもう少し本気を出すとするか──むうんっ！」


「！」


　気合の発露のもと、宣せん言げんどおりに技の回転が上がった。それにつれて真由の呼吸もせわしなくなり、


「ほれ、足あし元もとがお留守じゃ」


　ほんのわずか真由の足がもつれたのを見逃さず、老僧は先読みで技を放った。かろうじてその技も避よけたものの、真由の体勢は致ち命めい的に崩くずれ、ついに地面に倒れ伏した。


「たいしたものじゃ。ここまで儂をてこずらせた相手は何十年ぶりかのう」


　起き上がろうとした真由の鼻先に、冷たく光る錫杖が突きつけられる。


「だがそれもここまで。覚悟せい」


　老人の身体のうちから、かつてないほどの質と量の何かが膨ふくれ上がる。


　まさしく絶体絶命のこの瞬間、真由の意識はもはや面の中の点でしかないほどおぼろげになっている。その意識が発していた感情はしかし、絶望のそれではなかった。


　度たび重かさなる理り不ふ尽じんに対して温おん厚こうな彼女もさすがに抱いだき始めた、むかっ腹ぱらである。


（わたしただ、特訓しにきただけなのに……だけなのに……だけなのに……）


　老人が最後の術を仕掛けるべく錫杖を振り上げた時。


（だけなの、に）


　ぷちん、という誰にも聞こえない音が、彼女の中だけで小さく響ひびいた。





　次の瞬間。


　その場にいたすべての法力僧が、驚愕に目を見開いた──





　　　　＊





　翌よく朝あさ。


　修行を終えた真由を迎むかえるべく、ふたたび深しん山ざんに足を踏ふみ入れていた峻護は、前方から流れてくる妙な気配に眉まゆをひそめていた。


「どうもヘンな感じだな……まるで戦場にでも近づいているような雰囲気というか。それに何か焦こげ臭くさいにおいがしてくるような気も……むうっ？」


　やがて森の隙すき間まから見えてきた寺院の伽が藍らんを確認して、峻護は驚きの声をあげた。広大な敷地のあちこちから黒こく煙えんが立ち上り、時に炎ほのおの舌したがちろちろと揺ゆらめいているのも見え隠れしている。


「な、なんだ？　火事でもあったのか？」


　こんな山奥で火災が発生すれば消火などおぼつくまい。いやその前に真由の無事を確認せねば。


　全力疾しつ走そうで山を駆け上り、そして寺院の様子が明確になってくるにつれ、峻護はいよいよ啞あ然ぜんとなった。辺へん鄙ぴな場所にある建造物とは思えぬほど立りつ派ぱな塔頭を無数にそびやかしていた寺院が、見る影もなく荒こう廃はいしている。塀へいのあちこちにひびが走り、穴があき、あるいはあちこちに焦げ目がつき、塀の中の建物にいたってはまともに瓦かわらが葺ふかれたままになっているものは一ひと棟むねもない。空から爆ばく撃げきでも受けたとしか思えないほどの荒れ果てようであった。


「これは……一体……？」


　かつては立派であった正門の前に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす峻護の前に、ひとつの人影が現れた。


　この寺の僧そう徒とのひとりと思しきその人物は、文字通りに地面を這はいつくばって、なにやら苦く渋じゆうに満ちた呟つぶやきを漏もらしている。


「ありえぬ……断じてありえぬ……よもや我らの技を盗ぬすみ、それを我らに対して仕掛けてくるなど……しかも習しゆう得とくまでには十年は掛かる秘技を見み様よう見み真ま似ねのみで覚えただけでなく、何倍にも練れん磨まして使いこなしてくるなど……断じて、断じてありえぬ……」


「あ、あの、だいじょうぶですか？　というかここでいったい何が？」


　ちり─────ん、と。


　そのとき音が聞こえた。朝の大気によく響きわたる、澄すんだ鈴の音が。


　峻護は音のした方向を見て……そしてあんぐりと口をあけた。


「おはようございます──」


　しずしずと頭こうべを垂たれて一礼したのは、たぶん月村真由である。


　たぶん、と保ほ留りゆうをつけたのは他ほかでもない、その少女の姿が、峻護の知る月村真由とはあまりにもかけ離れていたからだ。編あみ笠がさをかぶり、袈け裟さをまとい、手てつ甲こうと脚きや半はんを身につけ、手には真しん鍮ちゆうの鉢はちと鈴すずを持ち───まるっきり托たく鉢はつをして諸しよ国こくを遍へん歴れきする修行僧の姿である。


「な、なにその格かつ好こう？　いったいどうしたんだ月村さん？」


「すべてに──」


　峻護の問いにゆっくりと顔をあげ、透とう徹てつした瞳を空に向けて、真由は独語するようにひっそりと言った。


「憂うき世のすべてに、倦うみ申した」


「は、はい……？」


「世の中のすべてが虚むなしくなったのです。拙せつ僧そうはこれより旅に出ます。今日より以降は一いつ介かいの托たく鉢はつ僧となり、死するその時まで己おのれを見つめなおす所しよ存ぞん。今までお世話になり申した」


　ひたすら呆あつ気けに取られる峻護を尻しり目めにふたたび一礼し、真由は彼の隣となりを通り過ぎた。ちりーんと鈴を鳴らしつつ。


「…………」


　硬かたい動きで振り返り、まるでキャラの変わっている少女の背中をなすすべなく見送っていると、地面に伏せていた僧が憎にく々にくしげに顔をゆがめ、


「おのれ妖よう怪かい……このままでは済まさぬ。幾いく年ねん、幾十年かかろうと、退魔師の誇りにかけて必ず貴様を調ちよう伏ぶくしてやる。ゆめゆめ忘れるな、我らたとえ地の果て、宇宙の果てであろうと貴様を追い、必ず誓ちかいを果たしてみせるぞ……」


　冷れい然ぜんとした光を放つ細い目に決意の色をたたえて宣せん告こくし、全身傷だらけの僧はがくりと地に伏せた。どうやら気を失ったらしい。


「…………えーっと…………」


　まったく状況を把は握あくできない峻護はようやくそれだけを口にして、しかしその後が続かず、小さくなっていく真由の背中をただ呆然と眺めるしかないのだった……。







おしまい





　峻護、詰つめ込こまれるのこと







　神じん宮ぐう寺じ学がく園えんの教きよう室しつ棟とう、校舎の端はしっこに位い置ちするその部屋は、現げん在ざいは空あき教室となっているはずだった。二にノの宮みや峻しゆん護ごがそこを通りかかったのはまったくの偶ぐう然ぜんであり、その空き教室にいるはずのない人ひと影かげを見み出いだしたのもまた、偶然の産さん物ぶつである。


「あれ？　お前ら何してるんだ、ここで？」


　休きゆう憩けい時じ間かん中ちゆうに先生から頼たのまれた雑ざつ用ようを済すませた峻護は、ふたりの同どう級きゆう生せいの姿すがたを見て怪け訝げんそうな声をあげた。吉よし田だ平へい介すけ、井いの上うえ太た一いち──一年Ａ組のふたりの悪あく友ゆうが、無む人じんの教室のロッカーの前で何やらもぞもぞやっている。


「次は体育の時間だろう？　早く着き替がえないと遅ち刻こくするぞ」


「……ち、二ノ宮か」


「タイミングの悪い野や郎ろうだな」


　峻護に声を掛かけられた同級生たちはびくりと振ふり向むき、ちいさな声でボソリと呟つぶやく。


「しかしもう時間がねえな」


「だな。やむをえまい、非ひ常じようの手しゆ段だんを使うか」


「？　何をぶつくさ言ってるんだ？　吉田も井上もそんなところで油あぶら売うってないで早く着替えを──」


「いや、それがな二ノ宮」吉田が苦にが笑わらいで肩かたをすくめ、「ちょっと頼まれごとをされててな、それを終わらせないと着替えもできないんだ。ちょうどいい、二ノ宮もちょっと手て伝つだってくれないか。手伝ってくれればすぐに終わる」


「手伝い？　まあ構かまわないけど、何を手伝えばいいんだ？」


「すまんな、ちょっとこっちに来てくれ」


　手て招まねきする井上に従したがって教室に入り、ロッカーの前へ。


「このロッカーなんだけどな、ちょっと中を見てみてくれ」


「中を？」


　言われた通りにロッカーの扉とびらを開け、中を見てみる。掃そう除じ道具がいくつか収おさめられた、ごく普ふ通つうのロッカーだ。


「別になんてことのないロッカーだが……って、うわっ!?」


　いきなりであった。振り向いて問とおうとした峻護の背せ中なかを、級友たちがぐいっと押おしてきたのである。


「なんだ！　何をする!?」


「いいから大人おとなしく入れ。時間がないんだ」


「やばいぞ、ターゲットどもがやってきた。急げ急げ」


　吉田と井上は抵てい抗こうする峻護をぐいぐい押し込こむと、つづいて自分たちの身体からだもロッカーに強ごう引いんに詰つめ込み、扉を閉しめる。


「ふむ、やっぱり三人が入ると死ぬほど窮きゆう屈くつだな」


「仕し方かたねえさ。ま、この狭せまさでもどうにかミッションは果はたせるだろーよ」


「おいこら吉田、井上、これはどういうつもり──！」


　抗こう議ぎの叫さけびを上げようとした峻護の口を悪友どもがすばやく封ふうじ、そしてその直後である。


「ねえ、ここの教室でいいんだっけ？」


「じゃない？……へー、空き教室だって聞いてたけど、そんなに汚きたないわけでもないじゃん」


　複ふく数すうの足あし音おとと声につづいてがらりとドアが開き、華はなやかな気け配はいが次々と教室に入ってきたのである。


（なんだ？　どういうことだ……？）


　もみ合いへし合いしている間に、ロッカー内での峻護の立ち位置は最もつとも扉に近い側がわになっている。吉田と井上に口を塞ふさがれつつ、扉に開いた隙すき間まから外の様よう子すを覗のぞいてみた。


　彼の視し界かいに入ってきたのは同級生の少女たち──一年Ａ組女子が勢せいぞろいしている光こう景けいであった。しかしなぜ、今は使われていないこの教室に──？


「それにしても困るよねー、急に更こう衣い室しつが使えなくなっちゃうなんてさ。臨りん時じの点てん検けんだっけ？」


「そうらしいよ？　ていうか更衣室の何を点検するんだっつの」


「あれじゃん？　ウチの男子ってバカが多いからさー、覗きとかでしょっちゅう捕つかまったりしてるっしょ。それの対策とかじゃない？」


　漏もれ聞こえてきた女子たちの会話に、峻護は全身の血が冷ひえていく感覚を味わった。


「ふ。そういうことだ」と得とく意いげに吉田。


「そう。俺おれたちの崇すう高こうなる目的は、学園ナンバーワンとの呼び声も高いウチのクラスの女子どものお着替えシーンをハントすることにある」デジカメを手にした井上も同どう調ちようし、峻護に不ふ敵てきな笑えみを向けて、「わかったらお前も協力しろ、二ノ宮」
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　むろん、このような申もうし出を受けて『はいそうですか』と頷うなずく峻護ではない。


「馬ば鹿かな、要ようするにお前らがやろうとしていることは単たんなるデバガメ行こう為いだろう!?　そんなものにおれが協力できるか！　むしろ何としてでもお前らの悪あく行ぎようを止めてみせるぞ！」


　小こ声ごえながらも鋭するどく糾きゆう弾だんすると、井上が「ほらきた」と肩をすくめて、


「ま、そう言うとは思ってたけどな。二ノ宮の登場は想そう定ていしてなかったアクシデントだし、仕方ねーか」


「ここは俺にまかせろ井上」吉田が割わって入り、「悪行を止めると言ったな二ノ宮？　だがどうやって俺たちを止める？」


「どうやってって、それは──」


　ある意味当然すぎるその問いに一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよし、そして峻護は吉田の言わんとすることに気づいた。


「そうだ、今の俺たちの状じよう況きようを考えてみろ。この狭せま苦くるしいロッカーの中で俺たち三人はろくに身動きがとれない。そして目と鼻の先の距きよ離りには女子どもがいる。この状況をシミュレートすればどのような結けつ論ろんが導みちびき出されるか──」


　言われるまでもなく、峻護の頭ず脳のうはすでに何通りもの未来予よ想そう図ずを描えがき出している。


　もしこの状況で吉田と井上がデジカメをふるって不ふ埒らちを強きよう行こうすればどうなるか。峻護は彼の矜きよう持じにかけて蛮ばん行こうを止めねばならないだろう。むろん吉田と井上の激はげしい抵抗が予想されるが、峻護の能力をもってすれば十二分に彼らを抑おさえることができよう。だがその際さいは少なからぬもみ合いが発はつ生せいし、ロッカーの中で激しい攻こう防ぼうが展てん開かいされることになる。そうなれば女子たちに自分たちの存在が露ろ見けんするのは必ひつ至しであり、無む実じつであるはずの峻護までが共きよう犯はんとしてつるし上げられるのは確かく実じつ──。


「そう、お前は俺たちを止めることはできないんだよ二ノ宮。止めればお前は自らの首を絞しめることになる」


「くッ──」


　突つきつけられた事実に歯は嚙がみする峻護。確かにこの状況で見つかれば、弁べん明めいしたところで聞き入れられない可か能のう性せいは大だい。


　が、品ひん行こう方ほう正せいさと一いつ本ぽん気ぎな性せい質しつにおいては他の追つい随ずいを許ゆるさない峻護である。迷まよったのもわずか、決けつ然ぜんと悪友どもを睨にらみつけて、


「状況は理り解かいした。だがおれも男だ、自分の身が危あぶないからといって信しん義ぎを曲まげることはしたくない。お前らがデバガメ行こう為いを強行するなら、おれは刺さし違ちがえてでもお前らを止める」


「……ま、お前ならそう言うと思ってたがな」


　吉田が狭苦しい中で器き用ように肩をすくめ、


「だが俺たちだって事じ情じようは同じだ。これだけの獲え物ものを目の前にしてすごすご引き下がるようなことがあっては、男の矜きよう持じがすたる」


「……お世せ辞じにも世せ間けん的にほめられはしない行為を大人おとなしく止やめる、という発はつ想そうはないのか？」


「ない。やつらの方からその道を閉とざした」


　くいっ、とあご先をロッカーの外にやり、


「見ろ、そして聞け。わが校の誇ほこる華か麗れいなるターゲットたちが織おり成なす、絢けん爛らんたる艶あで姿すがたを──」


　恍こう惚こつたる表ひよう情じようで吉田がそう言うのと同どう時じ、少女たちの間あいだからピンク色の悲ひ鳴めいが上がった。峻護は反はん射しや的てきに、ロッカーの隙すき間まから見える光こう景けいに視し線せんをやる。


「やっ……もおっ！　やめてください日ひ奈な子こさん！」


「ふぉっふぉっふぉ、相あい変かわらずいい身体からだをしておるのう月つき村むら真ま由ゆよ。そのチチがどれほど成長したか、この爺じいに見せてたもれ」


「何なんですかそのキャラは。とにかく人の胸を意味なく触さわったりするのはやめてください。肩はこるし走れば揺ゆれるしで、けっこう気にしてるんですから……」


「なんだとう。こちとら夏が近づくたびに憂ゆう鬱うつになるってのにその暴ぼう言げん、断だんじて許ゆるすまじ。許してほしくばそのチチ揉もませろ！」


「きゃ、や、ちょ、やめ……はううう……」


「ふん。ワシのテクに掛かかれば女なんぞイチコロよ。ていうか何？　このデカさといい質感といい……マジでムカついてきたんだけど。ね、そう思わない？　奥おく城しろさん」


「えっ？　ええとそうですね、ひとくちに胸が大きいといっても色いろ々いろありますから……たとえば胸というのはただ大きければいいというものではありませんし、身しん長ちようや手足の長さとのバランスも重じゆう要ようになってきます。月村さんのおっしゃった通り、胸の大きいことによる弊へい害がいもあることですし……それに女性の胸がみんな大きかったら、それはそれで面おも白しろみがないのではないかと──」


「むう、なによそのブルジョワ発言。こちとら知ってんのよ、実はあんたのスタイルもずば抜ぬけていいってことを。いつもコソコソ目立たないように着替えてるからみんな知らないみたいだけど、あたしの目はごまかせないわ」


「えっ？　そ、そんなことは──」


「黙だまらっしゃい！　そして聞け、虐しいたげられし貧ひん乳にゆう族ぞくの者どもよ！　われら今こそ立ち上がる時ぞ！　憎にくき巨きよ乳にゆう族ぞくに積せき年ねんの恨うらみを晴はらすのだ！　さあ奴やつらの胸を揉め！　揉んで揉んで揉みしだき倒たおせ！」


　綾あや川かわ日奈子の号ごう令れい一いつ下か、プロレタリアの少女たちは一いつ斉せいに黄色い声をあげ、ブルジョワどもに襲おそい掛かった。もともと着替えのためにこの部屋に来ている彼女たちである。男の目をまるで気にせず繰くり広げられる痴ち態たいは、少年たちの想そう像ぞうを越こえて大だい胆たんであった。着ちやく衣いの上からは無む論ろんのこと、上じよう級きゆう者しやの中には素す肌はだに直じかに触ふれて胸を愛あい撫ぶする者あり──いや胸だけではない。ノリのいい連れん中ちゆうになると腰こしの下にまであられもなく手を差し入れる者もあり、さらには勢いきおいに任まかせて床ゆかに押おし倒たおしつつ破は廉れん恥ち行為を働はたらく者もいて、教室内はほとんど性せいの無む法ほう地ち帯たいと化かしていた。


「…………」


　ごくり、という音を出したのは、三人の少年のうち誰だれであったか。あるいは峻護自身のものであると指し摘てきされれば、彼は強く否ひ定ていすることができなかったかもしれない。無む意い識しきのうちに生なま唾つばを飲んでいなかったとは、言い切る自信がなかったからである。


「ふ。見たか二ノ宮」


　吉田がなぜか勝ち誇ほこったように、


「あれこそは、普ふ段だんは澄すましたツラをしてる女子どもの真しん実じつの姿。あそこまで挑ちよう発はつ的てきなものを見せられながら黙って指をくわえてろってのか？　この光景を激げき写しやし持ち帰ることこそが俺たちの崇高なる使命──」


「おい吉田。鼻はな血ぢ、鼻血」


「ん？　おおすまんな」


　井上から渡されたハンカチで乱らん暴ぼうに鼻を拭ぬぐいながら、


「どうだ二ノ宮、あれを見ればお前にもわかるだろう？　な？」


「何が『お前にもわかるだろう？　な？』だ。論ろん点てんをすりかえるな。お前らのやろうとしていることが反はん道どう徳とく的てきであることに変わりはない」


「もっと冷れい静せいに考えろ二ノ宮。学園ナンバーワンの呼び声も高い月村さんを筆ひつ頭とうに、男女問わず幅はば広い支し持じを集める綾川もいて、さらには目の肥こえた玄人くろうとへの受うけがいい奥城さんもいて──他にも粒つぶぞろいのキレイどころが目の前にわんさかいて、あられもない姿を惜おしげもなく晒さらしてるんだぞ？　お前はこの状況に対たいして何も反応しないのか？　それでも男か？　ちゃんと○○○○ついてんのか？」


「下げ品ひんで無ぶ礼れいなことを言うな。そして何と言われようとおれの主しゆ張ちようは変わらないぞ。お前らが無む体たいを働くというなら何を犠ぎ牲せいにしてもおれは止める」


「この分わからず屋やが！　いいかよく聞け、俺が今から女によ体たいの何たるかを教えて──」


　と、その時である。


「ねえ、あのさ。さっきから何かヘンな声が聞こえてこない？」


　ちょうどロッカーの近くに陣じん取どっていた日奈子が不ふ審しんそうな声をあげた。途と端たん、ロッカーの少年たちはビクリと硬こう直ちよくする。


「へ、変な声……ですか？　い、いえ、特には、聞こえて、きませんけど」


　と、何人もの少女から集しゆう中ちゆう砲ほう火かを浴あびて息も絶たえ絶だえな月村真由。


「うーんそうですね。わたしの耳にも聞こえませんね」


　と、こちらは上じよう手ずに立ち回って破廉恥な攻こう撃げきをかわしきっていた奥城いろり。


「何も聞こえないよねえ？」「日奈子の空そら耳みみじゃない？」と他の少女たちも口々に同調し、日奈子は「ふむ？」と首をかしげていたが、


「人によっては聞こえない謎なぞの声……さてはこの世に恨うらみを抱いだいて無む念ねんの死を遂とげた人が、あたしたちに向けて発はつしたメッセージなのかも？」


「お、オバケですかっ!?」


「あらまあ、それは恐おそろしいこと」


「えーちょっと、ヘンなこと言うのやめてよ日奈子お。あたしそういうの苦にが手てなんだからさー」


「でもマジ、そういうこともあり得えるんじゃん？　ほらこの教室って今はなぜか使われてないわけだし。たとえばこの教室で昔、自じ殺さつした生徒がいたとか……」


「えー!?　うっそー!?」


　先ほどまでは胸の大小がどうのこうのと揉めていた少女たちが、今度は幽ゆう霊れい話ばなしで盛もり上がり始め、ロッカーの少年たちは九きゆう死しに一いつ生しようを得ることができた。


「ふう……助かったぜ」


「ったくアホ吉田が、状況忘れて二ノ宮に暑あつ苦くるしい説せつ教きようなんぞするからこういうことになるんだ」


「アホはお前だ井上。二ノ宮への説教と説せつ得とくはこの際さいの最さい優ゆう先せん事じ項こうなんだ、やむをえんだろうが」


　ヒソヒソ声での言い争いが始まろうとした時、またしても風かざ向むきが急きゆう変へんした。


「あーあーもー。ちょっと誰だれよ、ゴミ箱ばこ散ちらかしたの」


　日奈子の呆あきれるような声がして、少年たちはそろってロッカーの外に意識を向むける。


「わわ、ほんとだ。ゴミ箱の中身がぜんぶ散らかって……ひょ、ひょっとしてわたしかな？」


「たとえ月村さんだとしても、今となっては確たしかめようもありませんよ。今の今までみんなして騒さわいでたわけですし、誰が何をやらかしたかなんて、誰も覚おぼえてはいないでしょう？」


「ま、それもそうね。いいわ、別に犯はん人にん探さがしがしたいわけじゃないんだし、あたしが片かた付づけとくよ。みんなは着替えしててくれていーから」


　と、綾川日奈子がリーダーシップを発はつ揮きして雑ざつ務むを請うけ負おい、「さて、掃そう除じ道どう具ぐはどこかいな」などと呟つぶやきながらロッカーに向かってきたではないか。


「────っ！」


　心しん臓ぞうが停止するかと思えるほどに硬直する少年三人。この狭いロッカーの中では逃げ道などあろうはずもなく、ひとたびロッカーの扉が開け放はなたれれば、無む理りな体たい勢せいで息を潜ひそめている彼らの無ぶ様ざまな姿が白はく日じつの下もとに晒さらされることになる。三人を待っている運うん命めいは、すなわち絶ぜつ望ぼうあるのみ──と思われた、その時。


　ぴろりろりーんと、特とく徴ちようある電でん子し音おんが教室に鳴なり響ひびいた。


「あ。あたしの着ちやくメロだ」


　今しもロッカーの扉に手をかけようとしていた日奈子がくるりとＵターン。駆かけ足で自分のカバンが置いてある机つくえのところまで戻っていき、


「って、電話切れちゃった。なによもー、せっかちだなー。もうちょっと待ってくれればちゃんと出れたのに」


「それより日奈子さん」と、服を脱ぬぎ始めていた真由が声をかけて、「日奈子さんもそろそろ着替えないと、遅おくれちゃいますよ？　掃除は後あと回まわしにしちゃってもいいんじゃないでしょうか？」


「んー、まあそれもそうか。そんじゃあたしも着替えよっと」


　……こうしてふたたび少年三人は窮きゆう地ちを脱だつし、止めていた呼こ吸きゆうをそっと再さい開かいするのだった。


「あっぶねえ……今のはマジでやばかった。タイミングよく電話が掛かってくれて助かったぜ」


「それにしてもいいタイミングだったな……って、おろ？　二ノ宮それは？」


　峻護が手にしていた携けい帯たい電話に目ざとく気づき、吉田が問とうてくる。


「ひょっとしてお前の仕し業わざか……？」


「ああ。ギリギリのタイミングだったし、綾川さんが電話に出ようとしてくれるかどうかは賭かけだったし、そもそもマナーモードに設せつ定ていしてればアウトだったけど……なんとか上う手まくいってくれたな」


　おお～、と声にならないどよめきが沸わく。


「でかした二ノ宮。やはりお前は俺の見み込こんだ通りの男だった」


「あのわずかな時間のあいだにそれだけの機き転てんを利きかせるとはな、恐れ入ったぜ。お前ならすぐにでもエース級の活かつ躍やくができるだろうよ。これからもよろしく頼たのむ」


「え？　ああ……」井上が何なに気げなく差し出してきた手をなんとなく握にぎり返してしまってから、峻護はハッと気づき、「ってちょっと待て。エースって何の話だ、これからもよろしく頼むってどういうことだ。おれはお前らに協力なんて──」


「まあ落ち着け二ノ宮」


　吉田は肩を組くまんばかりの馴なれ馴れしさで（実際は狭くて無理だが）、


「今の俺たちは運命共きよう同どう体たいなんだ。たとえ主しゆ義ぎ主しゆ張ちようの異ことなる者同士であってもまずはお互たがい手を組み、窮地を脱することが先せん決けつ……そうだろう？」


「それはそうかも知れんが……」


　峻護が言いよどんだ時、三み度たび風向きが変わった。


「ところでさあ、ウチのクラスの男子どもだけど」


　掃除を後回しにした日奈子がいかにも何気なく、といった口調で、


「ぶっちゃけ話、誰が一番イケてると思う？」


　ロッカー内の空気が変わった──と感じたのは峻護だけであろうか。いやそうではあるまい。定てい番ばんではあろうが、赤せき裸ら々らな内容だけに男子の前ではまず語られることのない話題。年ごろの少年であれば気にせずにはいられない展てん開かいであろう。


「えー、誰がイケてるって？」


「そーねー、誰がいいかなー？」


　そして一年Ａ組の女子たちもまた、やはり年ごろの少女たちである。そういう話題を振られるのを待っていたわけではあるまいが、ほとんどの者が敏びん感かんに反応し、口くち々ぐちに論ろん評ぴようを言い募つのってきた。


「でもまあ、まずは二ノ宮くんだよねー」


「かな？　やっぱここは外せないよね」


「顔も身長も文句なし。勉強もできれば運動もできるし」


「そのくせやたら不ぶ器き用ようで、お堅かたくて、奥おく手てだったりして。彼ほど遊あそび甲が斐いのある男の子ってそうはいないよね。ウチらいっしょのクラスになれてラッキーだったわ」


「じゃ、ナンバーワンのオモチャは二ノ宮くんってことで異い議ぎなし？」


「異議なーし！」


　早そう々そうに意い見けんの一いつ致ちをみた外の雰ふん囲い気きと反はん比ぴ例れいして、ロッカー内の雰囲気はみるみるうちに険けん悪あくになっていく。


「……ふん、馬鹿女子どもめ。男の何たるかを理解してないと見える」


「しょせんはケツの青いガキだってことよ、俺や吉田の魅み力りよくに気づかないとはな」


「……異議を申し立てるのは構かまわないが、そのたびにおれの足を踏ふんだり腕うでをつねったりしてくるのはやめてくれないか？　ていうかおれ、そんなに良い風には言われてないような気がするんだが……？」


　顔をしかめる峻護を尻しり目めに少女たちは彼の話で盛り上がり、そのたびに吉田と井上は八つ当たりを繰くり返し──そこでまた日奈子が話題の舵かじをぐいっと切り替かえた。


「ま、二ノ宮くんがトップなのはガチだけど、問もん題だいは二番手以下よね。真由は誰がいいと思う？」


「ええっ？　わ、わたしですかっ？」


「そうあんた。二ノ宮くん以外で誰がいいと思う？　ウチのクラスの男子の中でね」


　ふたたび空気の変わるロッカー内である。全国クラスの特とくＡ級きゆう美少女が下くだす男子の評ひよう価か……首しゆ席せきこそ逃したとはいえ、吉田と井上にとっては必ひつ聴ちようと言っていい展開であろう。


「えーと、んーと……」


　あるいは真由にとってこの手の話わ題だいは、これまで意識したことすらない類たぐいのものであったかもしれない。しかし極きよく度どの男だん性せい恐きよう怖ふ症しようとはいえ、べつに男嫌いというわけではない彼女である。あれこれ頭を悩なやました末すえ、彼女の口にした結けつ論ろんは、


「ええとじゃあ……たとえば吉田さんとかは、どうでしょうか……？」


　いよおっしゃああああ！──と、声が出せるものならば雄おたけびを上げていただろう。ご指し名めいを受けた吉田平介十六歳さいは、狭苦しいロッカーの中で暑苦しいガッツポーズを激はげしく繰り返している。


「吉田さんって、ああ見えて勉強もできるみたいだし、いつも騒さわいでばかりにみえるけど知ち的てきな雰囲気もあるし……それにクラスのリーダーシップを取ってる感じもあるし。素す敵てきな人だと思うんですけど……」


「いやまったくだ、さすがは月村さん」してやったりの顔でしきりに頷く吉田。「俺があえて演えんじている道どう化けを仮か面めんであると見み抜ぬき、あくまでも正せい当とうな評価を下してくれた。彼女こそは俺の天てん使し、ようやく巡めぐり会あえた運命の人。よし俺は決めたぞ、今日にでも彼女に交こう際さいを申し込む用よう意いを──」


　だがしかし。


「吉田ぁ？　ダメダメあんなの、話になんないってば！」


　ぎゃっはっはと腹を抱かかえて爆ばく笑しようしつつ、日奈子が真まっ向こうから否ひ定ていした。


「あいつが知的だなんて無い無い、断だんっっっ然ぜん、無い！　確かに頭を使うのは好きそうだけどね、ああいうのは理り屈くつ倒だおれっていうのよ。軍ぐん師しヅラしていろいろ策さく略りやくっぽいこと張はったりしてるけどさ、それもたいがいはコケてるわけだし。クラスの中心になってるってのも単にお祭まつり好きなだけ、リーダーシップなんてお上じよう品ひんなものじゃないわよ」


「そ、そう……なんですか？」


「あったりまえよ。あれじゃ二番手は二番手でも下から数えた二番手だって。真由もまだまだ男を見る目がないわねえ」


「そ、そうですか……そう言われるとなんだかそんな気もしてきました。すいませんわたし、男の人のことはよくわからなくて……」


「いやいやしょうがないって、あんた筋すじ金がね入いりの箱はこ入いりだもんね。男の品しな定さだめの方法はこれからじっくり教えてあげるからさ。ノープロブレムノープロブレム」


　屈くつ託たくなく手のひらを振ふる日奈子だが、ノープロブレムじゃないのはロッカーの中で歯は軋ぎしりしている吉田である。


「綾川の野郎、好き放ほう題だい言いやがって……もう我が慢まんできん、今すぐあのアバズレに正義の鉄てつ槌ついを──むぐうっ!?」


「アホか、状況をわきまえろ状況を」


「お前がここで出て行ったらおれたちまで巻まき添ぞえになる。頭を冷やせ」


　峻護と井上がこらえ性しようのない友人をふたりがかりで押さえているうち、外の話題は振り出しに戻っている。


「ええとじゃあ……」自分の主張を全否定された真由はしきりに首をひねっていたが、やがて頭ず上じように電でん球きゆうを灯ともした表ひよう情じようで、「じゃあたとえば、井上さんとかはどうでしょう……？」
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　おおっ、マジで!?──ふたたびロッカー内にやってきた桜さくら前ぜん線せんに、井上太一十六歳は激しく反応し、狭苦しい中をうきうき顔で身を乗り出す。


「井上さんって、いつもはしゃいでばかりの落ち着きのない人にも見えますけど、でも時々みせる真しん剣けんな表情は凛り々りしい感じがしていいと思うんです。背せはあんまり高くない人だけど、それがかえって野や生せいの山やま猫ねこみたいで、これもいい感じというか……」


「へへへ、さすが月村さんだな」井上くんは鼻はなの下をこすりながら得とく意い満まん面めんで、「男の魅力ってやつをちゃんとわかってくれてる。真しんの美少女は真の美男子を知る……やはり彼女こそは俺の伴はん侶りよにふさわしい──」


　だがしかし。


「井上ぇ？　真由、あんたシャレで言ってんの？」


　ふたたび振り下ろされる綾川日奈子の容よう赦しやない断だん罪ざい。


「あいつが凛々しいだなんて、あんたあの男にワイロでも握にぎらされてるわけ？　そりゃまあワイルドっぽさがないわけじゃないけど、あれはワイルドってーより単なる粗そ暴ぼう、デリカシーが不ふ足そくしてるだけのサルでしかないんだから。そもそも人間の男として評価すること自じ体たいまちがってるってもん──」


「……はいはい、落ち着け落ち着け」


　展開を先さき読よみした吉田が、井上の手足をがっちりつかみ、今にも暴ぼう動どうを起こしそうな相あい棒ぼうを猛もう獣じゆう使つかいよろしく押さえ込む。


「耐たえろ井上、ここで出て行ったらすべてが水の泡あわだ。だから耐えろ」


「…………くっそう」


　鼻息も荒あらく、しかしどうにか正しよう気きを保たもった井上が歯軋りしながら、


「聞かれてないと思って好き放題言いやがって……覚えてやがれよ、後でぜったい泣きをみせてやるからな」


「確かにひどい言われようだったかもしれないが……」フォローに入る峻護、「おまえらだって女子のことを散さん々ざんに言ってる時があるだろう？　それを考えればお互いさまじゃないか」


「うっせえ、それとこれとは話が別だ」


「そうだそうだ別だ別だ。ていうか二ノ宮、お前ばっかり女子にモテやがって許ゆるせねえ。俺らにもちょっとはいい思いさせろコラ」


「いやだから、おれもろくなこと言われてないし、別にいい思いしてるわけじゃ……」


「まあいい、ここでは二ノ宮の罪は不ふ問もんに付ふそう」吉田が気を取り直した声で、「とにかくもうしばらくの辛しん抱ぼう、のはずだ。もうしばらくすれば女子どもも着替えを終わるはず……ふえっ」


「ふえっ……？」


　奇き妙みような語ご尾びでセリフを終おえた吉田を顧かえりみて──峻護は一気に血の気が引いた。口を半はん開びらきにし、鼻の穴をひくひくと収しゆう縮しゆくさせ、寝ね入いる直前のようにまぶたを細ほそめているその姿は、どうみても盛せい大だいなくしゃみをする直前のそれである。


「おい馬ば鹿か、こんなとこでくしゃみなんかしたら──耐えろ、意い地じでも耐えろ！」


「いや、すまん、なんか無理っぽ──」


「……っ！　おい、おい井上、おまえ吉田の相棒だろう？　なんとかこいつを止めて──井上？　どうした井上？」


「いや、それが……」


　井上は薄暗いロッカーの中でもハッキリそれとわかるほど顔を青ざめさせ、内うち股また＆前かがみになって、


「やべえ、なんか漏もれそう」


「漏れそうって、おま……！」


　愕がく然ぜんとする峻護。大か小かはこの際問題ではない、万まん一いちにもこんな狭いところで粗そ相そうをすることがあれば──ハルマゲドン級の大だい惨さん事じになることは疑ぎ問もんの余よ地ちがない。


「耐えろ！　死んでも耐えろ！　それやったらいくらおれでも怒るぞ！　あと少し耐えれば救われるんだ、気を確かに持て井上！」


「いや……無理……」


　出で物もの腫はれ物ところ嫌きらわず、というのはこの世よの常つね。峻護の叱しつ咤た激げき励れいにもかかわらず、井上の顔色は紙のように白くなっていく。あとわずかの辛抱とはいえ、ここまで切せつ羽ぱ詰つまった生せい理り現げん象しようを完全に押さえ込むのは不可能。


「くそ、どうすれば……？」


　女子たちの着替えはいまだ終わらず、吉田も井上も待まったなしのこの状況、峻護が選んだギリギリの選せん択たくは──。





　　　　＊





「…………ん？」


「なに？　どした？」


「いや……気のせいかな、なんか物音がしたような気がして……それになんか臭におってこない？」


「そお？……うーん別に何も聞こえないし臭わないけどなあ……使ってない教室だし、どこかにネズミがいるとかカビが生えてるとか、そういうことじゃない？　それより着替えが終わったなら早く行こーよ」


「そだね。急ごっか」





　　　　＊





　……着替えの終わった少女たちが教室を出てからほどなくして。


　死しに体たいとなった少年三人は、息も絶たえ絶だえにロッカーからまろび出てきた。


「た、助かった……」


「死ぬかと思ったぜ……」


「よく言うよまったく……ひたすらとばっちりを食くってるおれの身にもなれ……」


　持じ久きゆう走そうのテストを終えたばかりのような様よう子すで床にへたり込み、口々に泣きの入ったセリフを吐はく三人。


「ああくそ、目から鼻水が逆ぎやく流りゆうしてるじゃねえか……少しは手て加か減げんしろよ二ノ宮」


「あの状況で手加減なんかできるか。それにおまえの鼻水はおれの手にも思いっきりついてるんだぞ？　むしろおれの方を哀あわれんでくれよ」


　姉仕じ込こみの体たい術じゆつで吉田の身体をガッチリ固かためた上で、一いち分ぶの隙すき間まもなく口と鼻を閉じ、くしゃみをいわば体内に向けて爆発させたのである。音や振しん動どうを最さい小しよう限げんにおさえて女子たちに悟さとられなかった代だい償しようと考えれば、鼻水の逆流ぐらい安いものではないか。


　一方の井上はロッカーから出た後、なにやら人生を見つめ直しているような顔つきで天てん井じようのあたりに視し線せんをさまよわせている。こちらに関かんしては峻護としても多くを語かたるつもりはない。ただ「あのバケツ、あとで洗あらっておけよ？」と声を掛けたのみにとどめ、あとは井上が自みずから立ち直るまで待つしか手はあるまい。


　ともかく多た大だいな犠ぎ牲せいを払はらいつつも、女子たちに露ろ見けんするという最さい悪あくの事じ態たいは回かい避ひできたわけだ。それはそれでよしとして、


「お前らもこれで懲こりただろう？」両手を腰こしに当て、悪友ふたりに向かって説教を始める峻護。「因いん果が応おう報ほうってやつで、悪いことを企たくらんでもろくな目にあわないんだ。さんざん苦く労ろうしたわりには何の成せい果かもなかった今回の件を教きよう訓くんにして、今後は二度と覗きなんていう不ふ埒らちな真ま似ねは……」


「ん？　なに言ってんだお前？」


　ハンカチでごしごしと目じりを拭ぬぐっていた吉田が不思議そうに──いや、不思議そうな様子を装よそおった声で、峻護を見る。


「何の成果もなかった、なんて誰が言ったよ？」


「なんだと……？」


　最終的なロッカー内での立ち位置は、扉に近いほうから峻護、井上、吉田の順。わずかな隙間から写真を撮とろうとするカメラマンの井上については最優先で警けい戒かいし、きっちり妨ぼう害がいできていたはず。


　その井上を見やると、茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた悪友は正しよう気きに戻って峻護のほうを向き、ニヤリと笑ってみせる。


「確かに俺は一枚の写真もゲットできていない。でもよ、カメラが俺の持ってる一台だけだなんて、誰が言ったよ？」


「！　まさか……」


「そう、そのまさかだ」もはや勝ち誇った顔を隠かくそうともせず、吉田がポケットからあるものを取り出した。カメラ機能つきの携帯電話である。「相変わらず詰めが甘いな、二ノ宮」


　不覚だった。高そうなデジカメを持ち、位置的にも写真を撮りやすい井上の方ばかりに注意を向けて、吉田に対してはほとんどノーマークだったのだ。この悪友は峻護の隙に乗じ、薄うす暗くら闇やみにまぎれ、そしてまた次々に起こる騒そう動どうにまぎれ、少ないチャンスを生かして確かく実じつに仕事を果たしていたというのか。


「そういうことだ。今回は俺たちの勝ちだな」


「あばよ二ノ宮、お前はここでひとり反はん省せい会かいでもしてな！」


　峻護が次の行動を起こそうとした時にはすでに、吉田も井上も動き始めている。峻護の横をするりと抜けて教室の出口へと殺さつ到とうし、彼らは見事に任務を達たつ成せい──


「…………げ」


　引き戸を開けて今まさに脱出せんとしていた少年ふたりの動きが、ぴたりと止まった。


　廊ろう下かの壁かべにもたれかかり、彼らを待ち受けていたのは、


「はろー。なーにしてるのかな？　こんなとこで」


　獲え物ものを仕し留とめた狩人かりうどの目でニヤニヤ笑う、綾川日奈子であった……。





　　　　＊





「まあぶっちゃけ、かなり早い段だん階かいからバレてはいたわよ」


　数分後、同じ教室で。


　日奈子は机の上に行ぎよう儀ぎ悪わるく座すわって足を組みながら、あっさりそう言った。


「どうも妙みような音が聞こえるな、って思ったあたりから怪あやしんではいたし。やたらといいタイミングで携帯が鳴ったあたりではほとんど確かく信しんしてたかな？　ロッカーの中に誰が隠れてるのか、そいつらが何を悪わる巧だくみしてるのかもだいたい想像ついたし」


　床に正座する三人の下げ手しゆ人にんを見下ろしながら、日奈子は推すい理り小しよう説せつの解かい決けつ篇へんでも読み上げるような口調で解説する。彼女の周まわりには着替えを終えた少女たちが勢ぞろいし、頭に角を生やして被ひ告こく人にんたちを睨にらみつけてきていた。


　ただひとり月村真由だけは、保ほ護ご者しやであり同どう居きよ人にんでもある峻護をどうにか弁べん護ごしようと試こころみているようだが、状況が状況だけにフォローの仕し様ようもないらしく、けっきょくはひたすらオロオロしているばかり。その他の例外は奥城いろりが「あらあら」と頰ほおに手を当ててひたすら困こまり笑いをしているくらいのものだが、かといってそれ以上のアクションを起こすつもりもなさそうであった。


「んでもさ、あんたら口だけは達たつ者しやだからさー」日奈子は悪あく代だい官かんの笑えみで吉田と井上を順に見やり、「あの場でロッカーを開けても、なんだかんだ理由をつけて言い逃のがれしきる可能性がなくはなかったから。逆さか立だちしても言い逃れの仕様がないほどの動かぬ証しよう拠こをつかめるタイミングを狙ねらってた、ってわけ」


「綾川、さてはてめえ……」


　押おう収しゆうしたメモリーカードを指で弄もてあそぶ日奈子を睨みつけ、井上がうなった。かくなる上は一いつ切さいの弁べん明めいは無用と見、ひたすら畏かしこまって恭きよう順じゆんの意を示しめしている峻護とは違い、まだまだ反はん骨こつの精神が豊ほう富ふなようである。


「わかってて俺らを挑ちよう発はつしやがったのか？　俺らがロッカーの中にいると知ってて、わざとコキ下ろすようなことを？」


「ご名めい答とう。あそこでボロ出すかと思ったんだけどねー。案あん外がい我が慢まん強づよかったのね、あんたたちって。ついでに言えば真由に話を振ったのもわざとよ。クラスの中でいい男は誰かって訊きけば、とりあえずは目立つあんたらを挙げるだろうって、想像ついたしね」


　いよいよ悪人ヅラでニヤニヤ笑う日奈子に、奥歯が割れるかと思うほど歯軋りする井上。


　それに代わって吉田が口を開く、


「話はわかった。確かに今回は俺たちの完かん敗ぱいだ、敗者にふさわしい扱あつかいを甘あまんじて受けよう。だが俺たちはこれでも少しは名の知れた漢おとこ……守るべき矜持、男子たるものの最後の見せ場ってもんがある。その点を考こう慮りよしてもらえるとありがたい」


「へえ？　つまりどうしたいわけ？」


「この件には主しゆ犯はんと従じゆう犯はんがいる。それはわかるな？」


「まあ一いち目もく瞭りよう然ぜんよね」


「なら、従犯については見逃してやってくれ。その分のペナルティは主犯が受ける」


「…………！」


　驚おどろき目を見開く峻護に、吉田は気き軽がるなウインクを返してみせた。隣となりの井上も鼻の下をこすりながら悪戯いたずらっぽく笑っている。散ちり際ぎわを飾かざってこそ男の花はな道みち、ケツもちは俺らに任まかせとけ──その表ひよう情じようが雄ゆう弁べんに語かたっていた。アホでバカでおちゃらけているだけだとばかり思っていた同級生の男おとこ気ぎ……不ふ覚かくながら感動すらおぼえた峻護であった。


「さて」と日奈子がまとめに入る。「被告人の意い見けん陳ちん述じゆつは聞いたわ。じゃあこれにて審しん議ぎは終しゆう了りよう、あんたたちの処しよ遇ぐうをどうするか決めなきゃいけないんだけど……この場はあたしに任せてもらってもいいかな？」


　背はい後ごに居い並ならぶ被ひ害がい者しやの面めん々めんを見わたす日奈子。もとより女子の間では信しん望ぼうの厚い日奈子である。ほとんどの者は異い存ぞんなさそうであった。真由のみは何か言いたそうではあったが、この状況を好こう転てんさせるのはどのみち無理であろう。


「ふむ……」


　全ぜん権けんを委い任にんされ、思し案あんにふける日奈子。


　しばし黙もつ考こうしたのち、三さん方ぽう一いち両りよう損ぞんのアイデアを思いついた大おお岡おか越えち前ぜんのような顔でニヤリと笑い、


「では判はん決けつを言い渡わたします。被告人側がわの希望どおり、従犯については無む罪ざい放ほう免めん」


　下された温おん情じよう判決に、ほっと胸むねをなでおろす峻護。吉田と井上も裁さい判ばん長ちようの裁さい量りように納なつ得とくの様子だ。


「しかし主犯についてはその責任はきわめて重大であり、本ほん来らいならば生せい徒と会かいと理り事じ会かいに突つき出した上、退たい学がく処しよ分ぶんを嘆たん願がんすることもありえるところ。ですがこの点も今回は大おお目めに見、この場の内ない々ないで事を収めることにします」


　そして下された判決は、


「主犯の者は今日より一週間、あたしたち女子に絶ぜつ対たい服ふく従じゆうし、人間玩がん具ぐとなって遊ばれること。文もん句くないよね？」


「…………！」


　予想されてはいたもののやはり下った厳きびしい結果に、さしもの吉田と井上も一瞬言葉がなかった。司し法ほう取引をした上でのこの判決である、おそらく恩おん赦しやはあるまい。しかしこれでも退学処分に比べればいくぶんかは──


「……というわけで」日奈子のニヤニヤ笑いはいよいよひどくなり、そして。「さっそく刑けいを執しつ行こうしたいと思います。じゃ、とりあえず着ているものをぜんぶ脱ぬいでもらおうかしら、二ノ宮くん」


「…………は？」


　その場にいた全員が一瞬きょとんとなり、しかしすぐに吉田が膝ひざ立だちになって、


「いやちょっと待て綾川、何を言ってる？　主犯は二ノ宮じゃなくて──」


「ほんと、ひどいわよねえ二ノ宮くんって」朱しゆ色いろに染そめた頰ほおを両手ではさみ、いやいやをしながら、「女の子の着替えをこっそり覗いた上、写真まで撮ろうとするなんて……でもそんなに見たいのなら、ひとこと言ってくれれば着替えくらいいくらでも見せてあげたのに。ねえみんな？」


　背後の少女たちに同どう意いを求める。真っ先に反応したのは奥城いろりであった。


「そうですねえ、二ノ宮さんってほんとうにひどいですよねえ。これだけひどいことをなさったからには、まずは脱いで頂いただかないと」


「……そう、そうよね。確かにその通りだわ」


「だよね。二ノ宮くんにはそれなりのことをしてもらわなきゃね」


　次し第だいに状況を理解したらしいその他の少女たちも、口々に同意して、


「えっ？　えっ？　どうしてそんなことに？」とこれは真由。「あの、二ノ宮くんって主犯じゃなくてたぶん従犯……」だがその声は小さすぎてすぐに他の声にうずもれて、


「ねえ、脱がしたあとはどうする？」


「ボンテージとか着させてみるのはどう？」


「普通にセーラー服とかも似に合あうかもよ？　二ノ宮くんって素そ材ざいがいいし」
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　きゃいのきゃいの口々にセクハラ発言をしながら、少女たちはじりじりと峻護ににじり寄よっていく。


「そんな……そんな馬ば鹿かな……」


　世せい紀きの大だい誤ご審しんに茫ぼう然ぜん自失する峻護だが、吉田と井上はすべてを察さつしていた。おそらくこれは、状況を見事に逆ぎやく用ようした日奈子の策さく略りやく。峻護という、彼女たちにとって至し上じようの獲え物ものの弱みを握ったことを最大限に活かつ用ようし、吉田と井上の口を状況的に封ふうじた上でターゲットを捕ほ食しよくした……あるいは峻護からの着信を確認した時点で、この展てん開かいを狙っていたのか？　そして日奈子の用意したレールの上にすばやく乗って状況を強きよう固こに確かく定ていした、少女たちのチームワークというか貪どん欲よくさというか……。


「女って……」


「ああ。女って、恐こわいな……」


　抵てい抗こうむなしくセクハラの餌え食じきとなっていく生いけ贄にえの姿を、なす術すべなく見守るしかない吉田と井上。この件によって舐なめさせられた苦く汁じゆうは、彼らをしてトラウマを負わせるに十分な衝しよう撃げきをもたらし、後のちの神宮寺学園の歴史に少なからぬ影えい響きようを与あたえたという……。







おしまい





　猫、冒険するのこと







「そういえばこの子、まだ名前がないんだっけ」


　と、吾わが輩はいの有ゆう益えきなスポンサーである人間のメスは、不ふ意いに思い出したように言った。鳥のささみをかじっていた吾輩はその言葉に顔をあげ、わずかばかり視し線せんをさまよわせ、そして『そういえばそうだったな』と気づいたのだった。





　──吾輩は猫である。


　されどただの猫ではない。白と黒と茶、三種類の色を配はいした艶つややかな毛皮をまとい、真ん丸でつぶらな瞳ひとみとピンと張はった立りつ派ぱなヒゲをもつ、まことにもって美しい猫である。


　だがしかし。


　吾輩が食しよく糧りよう供きよう給きゆう所じよのひとつとしている、二にノの宮みや家の庭の片かた隅すみで。


　吾輩は『そのこと』に気づいてしまったのだ。


「でも……」と、スポンサーである人間のメス──月つき村むら真ま由ゆは吾輩の喉のどを撫なでながら、「あなたは飼かい猫ではないんだし、誰だれかに呼ばれるための名前なんて必要ないんでしょうか？」


　しかり。吾われら猫族は元がん来らい、自由と孤こ独どくを愛する孤こ高こうの存在。他た者しやと群むれる必要などなく、ゆえに己おのれを他者と区く別べつ化かするための符ふ号ごうや記き号ごうをさして必要としない。だが……


「あ、でもやっぱり不ふ満まんそうですね。やっぱり名前があった方がいいですか？」


　喉を撫でつつ、にこにこ笑いつつ、月村真由はそんなことを言ってくる。


　……この人間のメスは、世にごまんといる猫好き人間のひとりで、ここ二ノ宮家の居い候そうろうの身み分ぶんであるらしい。


　以前彼女はトラ縞じま模も様ようの子猫をひろい、庭で食糧を与あたえて手て厚あつく世話をしていたものが、そのうち噂うわさを聞きつけた近所の猫たちがしばしばやってくるようになったのだ。吾輩もそのうちの一匹ぴきである。


「じゃあね、じゃあね」月村真由は吾輩の腹はらをくにくにとマッサージしながら、「わたしが何か、あなたにぴったりな名前をつけてあげましょうか？　うん、それがいいですね。そうしようそうしよう」


　なにやら名めい案あんを思い付いたような風ふ情ぜいでひとり気分を盛もり上げている。


　冗じよう談だんではない、と吾輩は思った。人間風情が吾輩に名を付けようなど百年早い。他に類を見ないほど勇ましくて美しくて毛並みの整ととのったこの吾輩は、人間ごときに存在を固定・限定されてしまうほどお安い存在ではないのだ。


　吾輩は不ふ当とうなあつかいに断だん固こ抗こう議ぎするべく、この不ふ逞ていなメス人間に猫パンチを食らわせて、そのビッグマウスを閉じさせてやろうとした。


　が、実じつ際さいに吾輩がしたことといえば、「うにゃ～ん」という甘あまったれた間ま延のび声を上げることだけであった。いかんせん、このメス人間の指テクは絶ぜつ妙みようすぎるのである。あらゆる猫を幻げん惑わくのさざ波でやさしくさらうその愛あい撫ぶ……これに晒さらされていると、ほんの一秒前に考えていたことも忘れそうになるような、そんな快かい楽らくに全身が満みたされてしまうのだ。このメス人間は『サキュバス』という特とく殊しゆなタイプだと聞くが、指づかいの手て練だれっぷりはそのことと何かしら関係しているのだろうか？


「うーん。どんな名前がいいかなあ。うーん、すぐには思いつかないなあ」


　月村真由は吾輩を撫でつつ、口もとに人差し指をあてつつ、吾輩につける名前とやらを考えている。吾輩はその『余よ計けいなおせっかい』に抗こう議ぎすることもままならず、ただ無む為いに愛撫の奴ど隷れいとなってゴロゴロ地面を転がっているのみ。ううむ、なんと屈くつ辱じよく的な……嗚あ呼あしかし、この快楽に猫の本能は抗あらがえぬ……。


「あ、そうだ」


　ふいに月村真由は晴れやかな顔になり、両手をぽんと叩たたいて、


「じゃあこうしましょう。ねえ猫さん、わたしすぐには名前を思いつかなくて、だから猫さん、他の人たちに名前の候こう補ほを訊きいて回ってみてはどうでしょう？」


　なにやら面めん妖ようなことを言い出した。


　それはつまり、ここ二ノ宮家の他の住人たちに、吾輩へどんな名前をつけたらいいか訊いて回れということか？


「うんうん。そうですそうです」


　冗談ではない。なにゆえ気け高だかい猫族の一員たるこの吾輩が、そのように面めん倒どうなことをせねばならぬ。吾らは元来、怠たい惰だをもって貴たつとしとする種族なのだ。名前の候補を訊いて回るなどという退たい屈くつな雑ざつ務むは、下か等とうな人間どもがやっている方がよほどお似に合あいであり、そもそも吾輩は己の名を欲ほつしているわけではないと言っているではないか、この愚おろかしいメス人間め！


　……とでも喝かつ破ぱしつつ、吾わが鋭えい利りきわまる爪つめでもって月村真由を一撃のもとに誅ちゆう戮りくせしめんと、吾輩は切せつ望ぼうした。が、実際に吾輩にできたことといえば、「うにゃ～ん」という甘ったれた間延び声を上げることだけであった。


「ね？　いいアイデアでしょう？」


　月村真由はにこにこ笑いながら、巧たくみな指テクでもって吾輩を責せめ立てている。吾輩はすっかり腹を見せ、無む防ぼう備びなあおむけになって快楽に身をよじらせる始末であり──


　そして吾輩は忘ぼう我がの気分のうちに、名前を訊いて回るのもそれはそれでいいかも知れぬ、と思うようになっていたのだった……。
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　ひとしきり月村真由の愛撫を味わった後、さっそく吾輩は二ノ宮家の邸てい内ないへと向かった。


　誇ほこり高き野や生せいの猫である吾輩がこの家の中に入るのは初めてである。邸内の構造がどうなっているのか知る由よしもないし、どのような人間が住んでいるのかも定さだかではないが、さて、いったいどこへ行って誰に訊たずねればよいものか。


　と、そのとき通りかかったとある部屋から、なにやら物音がするのが聞こえてきた。都つ合ごうのよいことに部屋のドアは閉め切られておらず、わずかに隙すき間まがあいている。


　よし。まずはこの部屋の住人のもとを当たってみよう。


　吾輩は前足をドアの隙間に差し入れてそっと開け、部屋の主あるじにこちらへの注意を喚かん起きすべくひと声鳴こうとして──


　そして吾輩は目の前の光こう景けいに、しばし硬こう直ちよくすることとなった。


「ああ……ようやく届とどきましたのね。大たい金きんをはたいて作らせた、ハンドメイドの一点物の品が……」


　その部屋にいたのは、メイド服に身を包んだ、この家の使用人であるらしきメスであった。たしか北ほう条じよう麗れい華かとかいう名であったはずである。


　そいつは頰ほおを染そめ、瞳を潤ませて、段ボール箱の梱こん包ぽうをいそいそと解とき──やがて箱の中身を取り上げて、さらなる歓かん喜きの声を上げた。


「まあ、なんて可愛かわいらしい！　想像以上の出で来き栄ばえですわ！」


　もし吾輩が人間であれば大いに眉まゆをひそめていたであろう。箱の中身は一体のぬいぐるみであった。それも吾輩の価か値ち基き準じゆんから見て、とうてい『可愛らしい』などとは表現できそうもない、ヘンテコで不ぶ細さい工くな造ぞう形けいであった。


「はうううぅぅぅ～～～～っ！」


　しかしそのメイドは、不細工ぬいぐるみにいたく感動したらしい。


　おそらく本来はもっとキリリと引き締しまっているのであろう、ツリ目がちの瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせ、口もとをだらしなくふにゃふにゃに歪ゆがませたかと思うや、


「うにゃあ～～～～～～～っ！」


　おもむろにぬいぐるみをぎゅっと抱きよせ、そのやわらかい腹に顔をうずめるや、すりすりし始めたのである。


　しかもそのメイドの奇き行こうはそれだけに留とどまらなかった。


「ふみぃぃぃ～～～～～っ！」


　すりすりするだけでは飽あき足らなかったらしく、ぬいぐるみをしっかと抱き締めたままベッドにダイブし、ゴロゴロ、ゴロゴロと左右に転がり出したのである。


（…………なんだこのメスは）


　メイド女の狂きよう態たいに吾輩はおどろき呆あきれ、そして大いに引いた。吾輩はこの家の住人のことについてさほど詳くわしいわけではないが、それでも何度かこのメイド女の姿は見かけている。そのときの記憶が確たしかであれば、たしかこのメイド女の地じ顔がおはもっと背せ筋すじのしゃんとした、人間にしてはやんごとない雰ふん囲い気きをまとった人物だったはずだが……他の人間の目がないところでは、このような痴ち態たいをさらしていたのだろうか？


　とそのとき、ゴロゴロを繰くり返していたメイド女が「はっ!?」と声を上げて我に返り、


「ああ……わたくしったら、また」


　ベッドの上にぺたんと座すわりこんでぬいぐるみを掲かかげながら、ひどく悲しそうな目をした。見れば、女の乱暴なあつかいに耐たえかねたものか、ぬいぐるみの腹が裂さけて中身の白い綿が飛び出してしまっている。


「つい、我を忘れてしまうのよね……」


　女はため息をつきつつ、ベッドの下に手を入れて、なにやら物入れに使っているらしき大きな箱を引っ張り出して、
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（げっ!?）


　それを見た吾輩はいよいよ引いた。


　箱の中には、身体中から白い綿をはみ出させたぬいぐるみの残ざん骸がいが山と詰つめこまれていたのである。


　もはや事じ態たいは明あきらかだった。一見すると高こう貴きなる血ち筋すじの者に見えるこの女の裏の顔は、凶きよう暴ぼうなるぬいぐるみマニアであり、箱の中身はその犠ぎ牲せい者しやたち──


　吾輩は女を恐おそれ、後うしろ脚あしを知らず一歩引いた。


　それがいけなかった。


　女はその気配を敏びん感かんに察さつし、がばっと振り向いて、


「だ、誰!?　誰ですのっ!?」壊こわれたぬいぐるみを素す早ばやく背後に隠かくしつつ、「ち、ちがいますのよこれは！　わたくしはただ……そう、新しく仕入れたぬいぐるみの耐たい久きゆう性せいを確かく認にんしようとして、それでこのような真似を……」


　なにやら早口で言い立て、ドアの向こうに人影が居ないことに気づいて「？」と首をかしげ、視線を下の方に向けて。


「ねこ」


　吾輩と目が合った。


「ねこだ」


　瞬間、吾輩の全身の毛が栗くりの刺とげのように逆立った。


「ねこ……ほんもの……ふかふか……かわいい……」


　女は目を点にし、口を半開きにしたまま──まるで何かに魅み入いられて魂たましいを抜かれてしまったかのように、じりじりと近づいてくる。吾輩もまたヘビに睨にらまれたカエルのように、その場からぴくりとも動けない。


「さわりたい……なでたい……だっこしたい……ちょっとだけ、ちょっとだけでも……だって、どういうわけかわたくしはあまり動物に好すかれなくて、動物に触ふれられる機会がちっともなくて……」


　その理由は明めい白はくだ。おそらくこのメスは、動物好きなあまり可愛がり方が度どを越こしてしまうタイプ。動物たちは今の吾輩と同じく、この女の前に出ると素早くその危険を察さつ知ちして逃とう走そうするにちがいない。


　はらわたをぶちまけたぬいぐるみたちの姿が視界の端はしに映うつる。もし女が吾輩をあのぬいぐるみのように扱あつかえばどうなるかは、火を見るより明らか。その恐怖が、竦すくみあがった吾輩の身体に鞭むちを打った。


「ああっ!?　待って！」


　吾輩は身体を反転させ、一いち目もく散さんに逃げ出した。もはや名前を訊くどころの話ではない。


「待って、お待ちなさいったら！　お願い待って、ちょっとだけ、ちょっとだけでいいから触らせてえええええ！」





　　　　＊





　猫族の快かい足そくに人間のそれが敵かなうはずもなく、メイド女の追つい跡せきを吾輩はほどなくして振り切ることができた。


　本来なら二度とこんな家には近づきたくないのだが、今の吾輩には目的がある。吾輩は恐怖のぬいぐるみ破は壊かい女を警けい戒かいしつつ、この家の別の住人を探した。


　すると折おりよく、とある部屋から人の気配がする。吾輩はドアの隙間に身体をこじ入れ、その部屋の内部へと踏み入って──


　そして吾輩は目の前の光景に、しばし硬こう直ちよくすることとなった。


「ＤＡＮＤＡＮ☆　君に惹ひかれてく～♪　ＧＵＮＧＵＮ☆　僕は魅ひかれてく～♪」


　その部屋にはひとりの人間のオスがいた。


　オス、であろうとは思う。というのも、そいつの首から上は視し認にんすることが不可能だったからである──そいつが頭の上からすっぽりとかぶった段ボール箱によって。


「ＪＩＮＪＩＮ☆　ふたりは痺しびれてく～♪　ＢＩＮＢＩＮ☆　ふたりで感じてる～♪」


　そいつは段ボール箱の中で、なにやら意味不明の人語を並べ立てているようだった。節回しがトンチキすぎるゆえ断だん定ていするのは憚はばかられるが、どうやら歌か謡よう曲きよくの類たぐいを歌っているらしい。それも『口ずさむ』などというレベルではなく、腹の底から声を張り上げて放ほう歌かしているようだ。ただし段ボール箱の効こう果かゆえか、声はかなり消しよう音おんされて部屋の外までは届いていない。


「ＡＨ！　ＡＨ！　そうさ僕たちふたりのＬＯＶＥ[image: ]センセーション♪　たったいま始まったばかりなのさオウイエ～♪」


　それにしてもひどい歌声であった。吾輩は猫ゆえに人間どもの美的価値観には疎うといのだが、それでもハッキリわかる。バイオリンで般はん若にや心しん経ぎようを弾ひいているかのようなこの違い和わ感かん……段ボールの中の人はいわゆる音おん痴ちというやつに相そう違いあるまい。ついでに言えば歌っている曲自体も相当にひどいもののようだ。さらに付け加えると、なにやらこぶしを利きかせるたびにクネクネと腰こしを振ったりしていて、ひどく気き色しよく悪わるくもある。


　吾輩がその姿を呆れながら眺ながめていると、やがて一曲歌い終おえた男が段ボールを取り外した。その顔に見覚えがあった。たしか二ノ宮峻しゆん護ごとかいうこの家の住人だ。


「ふう」とそいつは汗を拭ぬぐって、「いやあ、これは思ったよりなかなかどうして、気分のいいものだな。これからも時々やってみるかな……って、わっ!?」


　そこで吾輩の姿に気づいたらしい。別の住人が現あらわれたとでも思ったのか、飛び上るほどにおどろいていたが、すぐに「なんだ猫か」と言って表情をゆるめ、


「いやおれってさ、カラオケってのに行ったことがなくて」勝手に弁べん明めいを始めた。「吉よし田だも井いの上うえも『カラオケは最高だぞー！』とか言うし、ちょっと試ためしてみようと思って……でも人ひと前まえで歌うのが恥はずかしかったものだから……」


　それで段ボール箱をかぶった変へん態たいが誕たん生じようしたわけか。


　いろいろ間違っていそうではあったが、猫という生き物はそれをいちいち指し摘てきしてやるほど親切にはできていない。それに今の吾輩には目的がある。


　吾輩は段ボール男に近づき、前足で脛すねを叩いた。すると彼き奴やつはまずまず機き敏びんに察したようで、


「え、なに？　君の名前をつけてくれって？」


　しかり。


「ええと……かにみそ？」


　吾輩は瞬しゆん時じに前足の爪を出し、愚おろかな人間に制せい裁さいを加くわえるべく構かまえを取って、


「わっ、待て待て落ち着け！」


　二ノ宮峻護は悲鳴をあげて後ずさった。


「なんだよ。気に入らないのか……」


　あたりまえである。勇ましくて美しくて毛並みの整った吾輩は、人間の価値基準でいえば王おう侯こう貴き族ぞくにも匹ひつ敵てきする存在。それをよりにもよってかにみそ呼ばわりとは何事か。吾輩にカニの内ない臓ぞうを味付けした食品と同様の名をつけて、吾輩の尊そん厳げんと品位を貶おとしめる気か。


　吾輩につけられるべき名は、吾輩の勇ましさ、美しさ、毛並みのよさ、少なくともそのうちのどれかを満たし、なおかつこう、その名を聞いた者の目からウロコが落ちるような、そんな類のものでなければならぬ。


　とはいえ、吾輩はかにみその美び味みなることについては否定せぬ。かつて一度だけどこかで口にした記憶があるのだが、その味は濃のう厚こうにして佳か絶ぜつ、まるで吾輩に食されるために生まれてきたかのような逸いつ品ぴんであった。


「わかったよ、じゃあ別の名前を考えるよ。うーんそうだなあ……」


　腕を組み、首をひねって考え始めた。先ほどのぬいぐるみ女の時はそれどころではなかったが、どうやら今回は目的を達することができそうだ。


「よし、決めた！」


　段ボール男は「うん」と大きく頷いて、


「疾しつ風ぷう丸まる、というのはどうだろう？」ニコニコ笑いながらそう提てい案あんした。「優秀なハンターの末まつ裔えいである君にふさわしい、勇ましくてかっこいい名前なんじゃないかな？」


　ふうむ、と吾輩は考えた。着ちやく眼がん点てんは悪くない。夜を切り裂さき、一いち陣じんの風となって縦じゆう横おう無む尽じんに野を駆かけるイメージ……十分に吾輩にふさわしい名前たる資し格かくを持っていると言えるだろう。


　しかし、である。どうにも命めい名めいのセンスが古めかしいものであることを否定できない。ちょんまげを生はやした武士の飼い猫につける名前としてなら有りかもしれないが、この吾輩の名前とするには少しばかり役不足であるようだ。


「むう、だめかい？」


　段ボール男は眉をハの字にしてしょぼくれた顔をしたが、ダメなものはダメである。吾輩はこの男に見切りをつけ、別の名付け人を探さねばなるまい。


「いや、申し訳ない。役に立ってやれなくて……じゃ、おれはもうちょっとひとりカラオケをやってみるから」


　そう言ってふたたび段ボール箱をかぶろうとしたその時、


「二ノ宮峻護ッ！」


　けたたましい騒そう音おんを立てつつ、ひとりの人物が部屋に踏ふみ入ってきた。吾輩は血の気が引く感覚をおぼえた。あの恐怖ぬいぐるみ女だ。


「二ノ宮峻護、ちょっとあなたに尋たずねたいことがあります。このあたりで猫を見かけませんでしたか……って、あなた何をしていますの？」


「えっ？　いえあの、これはその……そう、生物の授業で、瞳どう孔こうの拡大と縮小についてレポートを提てい出しゆつしろって言われて、それで段ボールをかぶって暗闇を演出してみようとしていたというかなんというか……」


　しどろもどろに申し開きをしている段ボール男に、ぬいぐるみ女の目は釘くぎ付づけになっている。その隙をついて吾輩は素早くその場を脱出し、事なきを得たのだった……。
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　廊下を進んでいた吾輩は、ふたたび人の気配を感じて立ち止まった。


　今しも通り過ぎようとしていた部屋の中に誰かいるようだ。折よくドアがうっすらと開いている。吾輩はいつもの要よう領りようで部屋の中へと侵しん入にゆうを果たした。


　部屋の内部はごくシンプルな作りになっていて、最低限の家具類のほかは調ちよう度どらしき物の見当たらぬ、ごく殺さつ風ぷう景けいな部屋であった。おそらく部屋の主はここを、生活の拠きよ点てんというよりは単なる寝床として使っているのであろう。


　ほとんど唯一に近い家具であるベッドの上に、気配の源がある。


「うーん……むにゃむにゃ……」


　ベッドを占せん拠きよしている人物が寝返りを打つのが見えた。そいつには見覚えがある。たしかこの家のボスである人間のメス、二ノ宮涼りよう子こだ。


　吾輩はしなやかなバネとやわらかな肉にく球きゆうを生かし、静かにベッドの上へ飛び乗った。そして少しばかりの落らく胆たんを味わうことになる。


　ベッドの主は、一見してそれと分かるほどの熟じゆく睡すい状態にあった。当然のことながら、これでは吾輩の目的を達することはできない。


　さてどうするべきか、と思い悩なやみ始めた時、ボス人間が不意に口を開いた。


「かにみそ」


　……ふたたび耳にしたその単語に、吾輩は首をかしげざるをえない。この家ではその単語が流りゆう行こうでもしているのか。それともこのメスの食欲が無意識のうちに脳に作用して、舌したとあごを動かしたのか。


　突とつ如じよとして提示された謎なぞに首をひねっていると、ボス人間はふたたび寝返りを打って、


「う……ん……ちょっと峻護ぉ……あんたその程度の仕事にいつまで時間かけてるの、ったく……もにゃもにゃ」


　またしても何事かをつぶやいた。その眉み間けんには深いしわがより、ほどんど歯ぎしりせんばかりに奥歯をぎりぎり嚙かみしめている。


　吾輩が興きよう味みを覚えて、眠りこけているボス人間の顔を覗のぞき込んでいると、今度はいきなりこぶしをぶんぶん振り回して、


「こらあ峻護！　そんなカタツムリみたいな動きしてたら、上う手まくできるものもダメになるでしょうが！　あんまふざけてると山やま籠ごもりを一か月延えん長ちようするわよ！……むにゃ……」


「ほれほれ、そんなクラゲとチークダンス踊おどってるような足さばきじゃ、今夜もまたメシ抜きにするわよ！　三日ぶりの食事にありつきたいならビシっと気合い入れなさい！……すー、すー」


「ほらそこ、またおんなじ失敗してるじゃないの！　ったく、あんたには学習能力ってもんがないわけ!?　こうなったら今夜は徹夜で特訓よ、覚かく悟ごしなさい！……ふぁぁ」


　次から次へと出るわ出るわ、叱しつ咤たと罵ば声せいのオンパレード。すべて寝言であることは疑う余地もないのだが、それにしても明めい瞭りようで的確で脈みやく略りやくがありすぎるというか。


　それなりにこの家とゆかりがある吾輩ゆえに知っていることだが、この二ノ宮涼子なるメスは、弟である二ノ宮峻護をいっぱしに鍛きたえ上げることを、人生の趣しゆ味みというか目標というか、そういう類のものにしているらしい。その鍛え方もなかなかに壮そう絶ぜつなものであり、鬼おにのように容よう赦しやがない冷血女という印象のある二ノ宮涼子ではあるが……ハテ、と吾輩は思うのだ。単たんに容赦がなく冷血なだけであれば、夢の中でまで弟にシゴキを加えたりするものだろうか？　少なくとも、二ノ宮峻護がほんとうにどうでもよい相手であれば、無意識の最中においてまでこれほどの手て間ま暇ひまをかけることはあるまい。


　まあ、そのような事情はどうでもよいことである。


　吾輩は寝入っている二ノ宮涼子の顔に前足を乗せ、ゆさぶって起こそうとした。しかし寝言女は深い眠りに入っており、吾輩の要よう請せいにちっとも応こたえようとしない。


　次し第だいに腹が立ってきた。こうなれば是ぜ非ひもない、吾が鋭するどき鉤かぎ爪づめをもってこやつの顔面に一いち撃げきを加え、覚かく醒せいせしめるに如しくは無し。


　吾輩は鈍にぶい光を放つ爪を生やすと、目覚まし代わりの一発を見み舞まってやるべく前足を振り上げて──


「ん？」


　パチッ、と。いきなりターゲットが目を開けた。


　吾輩は大いに驚き、ぱっと飛びのいて距離を取る。ううむ、実にいい反応をしている。吾輩が一撃を見舞う際に漏もらした殺気は、ごくごくわずかなものだったはず。そのわずかな殺気を機き敏びんに察して目を覚ますとは……伊だ達てにこの家のボスを名乗ってはいないということか。


「ふぁああ……むにゃむにゃ……んん？　なんだ、猫か」しかし女ボスは明らかに寝ぼけているような声で、「なに？　なんか用？」


　吾輩は「うにゃん」とひと声鳴き、来らい訪ほうの目的を告げた。


「んんん？　名前をよこせって？　ふあぁぁ……んん、そうねえ……」


　女ボスはあられもなく前のはだけたガウンを直す様子もなく、半開きのまぶたをしぱしぱこすりながら、


「んー、かにみそでいいんじゃない？　というわけでおやすみ～」


　それだけ告げるとふたたび布ふ団とんを身体に巻きつけて、また夢の中の住人に戻ろうとする。


　無論、そのような暴ぼう挙きよを許ゆるす吾輩ではない。吾輩はまぶたを開け閉めするにも勝まさる速度で爪をあらわにし、有う無むを言わさず裁さばきの鉄てつ槌ついを下くだそうとして、


「なによもう。穏おだやかじゃないわねえ」


　女ボスはまたしてもいい反応で目をあけ、面倒くさそうに身体を起こして、


「そうねえ、なにがいいかしらねえ」


　腕を組んでしばし唸うなっていたが、やがてポンと手を叩たたき、


「じゃ、ペロって名前はどう？」


　ペロ？　耳慣れぬ名だが、はてそれはいったいどういう意味をもった名であるのか。


「ペロってのはね、古い外国の昔話に出てくる猫にゆかりのある名前よ。そいつはとても賢かしこくて何より機き転てんが利きくタイプの、わたし好みの猫なんだけどね。長靴を履はいているって設せつ定ていもキュートだし。どうかしら、その猫にあやかってみない？」


　ふうむ、と吾輩は検けん討とうする。


　吾輩の知識にはなかったが、そのペロとかいう猫はどうやら猫族の鑑かがみであるようだ。長靴うんぬんはどうでもよいが、賢くて機転が利くという点には大いに魅力を覚える。それにかつての偉い人じんや聖せい人じん君くん子しにならって名をつけるのは、人情ならぬ猫情にもかなう。この吾輩の名としてふさわしかるべき資格を有しているといえよう。


　だがしかし、である。この名には新鮮さが、斬ざん新しんさが、何よりおどろきがない。その名を耳にした誰もがアッというような、できるならばそういう名前を吾輩は欲ほつする。残念ではあるが二ノ宮涼子のアイデアは廃はい案あんとならざるをえないだろう。


「そっか。そりゃ残念」


　二ノ宮涼子は吾輩の顔を見てそう言い、「ふあああ」と特大のあくびをして、


「そんじゃわたしはもうひと眠りするわ。おやしゅみ～……」


　ふたたび布団に潜もぐり込み、早くも寝息を立てかけた、その時。


「ちょっとあなた、二ノ宮涼子！　こちらに猫が来ませんでしたか──って、ああああっ!?」


　ドアを蹴り開けて侵しん入にゆうしてきたのは、あのぬいぐるみ女だった。


「いた！　ねこ！」


　ぬいぐるみ女は吾輩を発見すると色をなし、脇わき目めも振らずに突進してくる。


　吾輩は危険を察し、敏びん捷しように横へ跳とんでよけた。


　ぬいぐるみ女は勢いを殺すこともままならず、そのまま前のめりに突っ込んで──


「みぎゃっ!?」


　ベッドで眠りにつこうとしていたボス女に思いっきりボディプレスをかました。


「…………れ～い～か～ちゃ～ん～？」


「ひっ……!?」


「ひとがせっかくの休みの日にゆっくり眠ろうとしてるのに……いい度ど胸きようねえ？　そんなにお仕し置おきをしてほしいのかしら？」


「ち、ちがうの、ちがいますの、ねこ、わたくしはねこを……ちょ、やめ、あなたどこ触さわって──い、いやあああああっ!?」


　ボス女はぬいぐるみ女をあっという間に捕ほ獲かくすると、肉食動物の動きでベッドの中に引きずり込む。


　なにやら黄色い悲鳴が上がる中、吾輩はその隙すきを逃のがさず、後も見ずに危機から脱したのだった……。





　　　　＊





　折せつ檻かんの修しゆ羅ら場ばと化した部屋を抜け出し、吾輩はふたたび邸内をさまよった。早く目的を達したいものだが、どうにも不発つづきである。今度こそ満足のいく成果を得られるといいのだが……。


　と、またしてもひとの気配のする部屋を発見。吾輩は例によって扉の隙間から侵入し、期待を胸に部屋の住人を訪ねようと一歩を踏み出して──


　その部屋に充じゆう満まんする張はりつめた空気に、吾輩の歩みは停てい止しを余よ儀ぎなくされた。


　部屋の中央にひとりの人物が端たん座ざしている。見覚えがあった。この家の住人のひとり、たしか月村美み樹き彦ひことかいったか。戦せん慄りつの指テクで吾輩を籠ろう絡らくした、あの月村真由の兄であったはずだ。


　そいつはごく軽くまぶたを閉じ、肩の力をほどよく抜いた格かつ好こうで床に正せい座ざしている。身につけているものは真っ白い下帯ひとつであり、ほとんど赤あか裸はだか同然である。


　この人間のオスはひどくトリッキーな人物で、常つね日ひ頃ごろから奇きっ怪かいな言動の多いタイプである。が、部屋の中でただひとり素す肌はだをさらして正せい座ざしている状況は、彼の変へん態たい的な趣しゆ味み嗜し好こうから出ているものではないはずだった。


　なぜなら彼の前に、ひと振りの白しろ鞘さやが置かれている。


　中身はむろん竹光まがいものなどではあるまい。そう確信させる何かが、月村美樹彦のたたずまいにはあった。


　彼は吾輩が部屋に入ってきた瞬間から眉毛ひとつ動かさず、呼こ吸きゆうすらせず、あたかも虚きよ無むを固形化したような、それでいて奇妙なほどの存在感でもって、そこにいる。


　吾輩は悟さとった。


　どういうものかはわからぬ。何を目的にしているのかもわからぬ。だが、この男は何かしらの修しゆう練れんを積つむためにこの行ぎようを執とり行おこなっている──。


　彼と同じくぴくりとも動かずに、吾輩は彼の挙きよ動どうを見守った。


　部屋の中には名めい状じようしがたい空気が満ちていた。それは周囲を圧あつ迫ぱくする類たぐいのものではないが、しかしその空気に触ふれたモノの喚かん起きを否いや応おうなく促うながすような、そんな何かを帯びていて──


　刹せつ那な。


　月村美樹彦が動いた。


　その挙動は瀞とろを流れる清し水みずのごとく、ゆるやかでなめらかで──だがその実、すさまじいまでの破は壊かいのエネルギーを秘ひめていた。


　白鞘を手に取り、抜ばつ刀とう。


　間かん髪はつ入れず刃やいばを走らせ、彼の前にいる何かを一刀両断にした──かに、見えた。


（なんと…………!?）


　真に驚くべきことは次の瞬間に起こった。


　美樹彦は一閃させた刃を鞘さやに収おさめる動作を一いつ切さいみせることなく、またさっきまでの姿勢で平へい然ぜんと座る格好に戻っていたのだ──いや、そうではないのか？　初めからこの男は刀など抜いていない？　では吾輩が垣かい間ま見た抜刀術は幻まぼろしだったのか？　彼の放つ恐ろしく鋭利な覇は気きが、あたかも現うつつの光景のごとき幻げん影えいを吾輩に見せたというのか……。


　美樹彦はただ、ごく軽くまぶたを閉じ、肩の力をほどよく抜いた格好で床に端座している。吾輩がこの部屋に入ってきた時から寸すん毫ごうも動くことなく。


　──お見事。


　賞しよう賛さんとも慨がい嘆たんともつかぬ感情が、ごく自然に吾輩の裡うちに湧わいた。この男が卓たく絶ぜつした達たつ人じんであることは明白だった。吾輩は一芸と呼べる域いきに達した技能に対しては、賞賛を贈おくるのを惜おしまないのだ。
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　とその時、


「ところで君、僕に何か用事かい？」


　ふいに美樹彦はこちらを振り返り、相そう好ごうを崩くずした。その顔つきはいつもの奇怪な人物像を取り戻し、鬱うつ陶とうしいほどの明るさでにっこにっこと笑いかけてきている。気配を消していたはずの吾輩の存在に気づいていたのはさすがと言うべきだが、元どおりの奇人に戻ったらしき変態顔を見せられていると、なにやら感心するのが損のような気になってくるのも確かだ。


　ともあれ吾輩には目的がある。吾輩は前足で顔を洗いながら床をごろごろ転がることによって、吾輩の来訪目的を伝えた。


「ふむ、名前とな？」美樹彦はあごに手を当ててわずかに首をかしげ、「かにみそでは不満かね？」


　……この家の住人は、何かしらかにみそに対して偏へん執しつ的てきな愛情でも抱いているのだろうか。それともかにみそ販はん売ばい業ぎよう界かいの手先か何かか。


　むろんそのような命名、吾輩の納得するところではない。吾輩は美樹彦のむこうずねに猫パンチをくらわすことによってその不満を表明した。


「ふむ、不満なようだな」ふたたびあごに手を当てて考え、「所しよ詮せんは記号に過ぎぬとはいえ、時に名前とは存在のすべてでもある。きっちりフィットする名前を得るのは、君にとって人生ならぬ猫生の一大事なのだろう。よろしい、一肌脱ぬごうではないか」


　ふうむ、と裸で正座したまま腕を組み、しばし黙もつ考こう。


　やがて得たりという顔でポンと手を叩き、


「セレネ、というのはどうだろう？　いい名前だと思うんだが」


　ふむ？　セレネとは何ぞや？


「ギリシア神話に出てくる月の女め神がみの名前だよ。見れば、君の瞳は黄こ金がね色に輝いていてたいそう美しいではないか。正せい攻こう法ほうかつオーソドックスではあるが、もっとも良き特とく徴ちようにあやかって命名しようと思ってね」


　ふむふむ。


「黄金色というと、真っ先に連想するのは太陽かなとも思うが、君のその知性をおびた静かなる黄金はむしろ、月のイメージのほうかと思うんだ。ちなみに月の女神というと、ディアナとかアルテミスあたりのほうが耳に馴な染じみがあるだろうが、そのあたりはメジャーすぎるから、多少はマイナーな方向にひねってみようかと」


　ふむふむ、ふむふむ。


「ついでに言えば僕の姓せいは月村だしね。そこにも絡からめてみた」


　その点は心底どうでもいい。


　とはいえ悪くない発案だった。仮にも神の名を冠かんするというのであれば、格かく式しきの面では申し分ない。月の女神というイメージもなるほど、吾輩の知と美を表現するのにうってつけ。名前の響ひびき自体も上々だ。これまでの候こう補ほと比くらべてみても出しゆ色しよくといっていい。いよいよ吾輩の名前が決定か、という勢いではあったのだが──


　だがしかし、である。ちょっと冷静になって検けん討とうしてみると、どうもこの名前は百パーセントでない気がするのだ。なんというか、インパクトがない。センセーショナルでもない。素す晴ばらしい名前とは思うが、しかし所しよ詮せんは素晴らしい名前どまりなのだ。


　それにそもそも、他者の名前を借りるというのは考えものである気がする。この吾輩の名前とするのだ、やはりもっとオリジナリティあふれる何かがほしい。


　今回はけっこう惜しいところまでいったと思うが、即そつ決けつあと一歩のところで何かが足りなかった。吾輩の心をやるせなさが支配し、吾輩はその悔くやしさを爪で激しく床をひっかくことによって表現した。


「ふむ、お気に召めさないか。残念だ」


　美樹彦はさして残念でもなさそうにニコニコ笑いながら頷うなずいて、


「ちょっと失礼いたしますわよ月村美樹彦ッ！　こちらにねこが来なかった──って、きゃああああああっ!?」


　次の瞬間ノックもせずに部屋へ飛び込んできたのは、執しゆう念ねん深ぶかいあのぬいぐるみ女だった。


　ぬいぐるみ女は、部屋の主であるほぼ全裸男の姿に面めん食くらい、赤くした顔を両手ですばやく覆おおいながら、


「つ、月村美樹彦っ。こちらにねこが来ませんでしたか!?……っていうかなんであなたそんな格好をしてますの!?」


「うむ。まあ嚙かみ砕くだいて説明するとだね、皮ひ膚ふ感覚をより鋭えい敏びんにして、より広く深く周囲の状況を捉とらえるために、皮膚感覚を阻そ害がいする衣服を脱いでいただけのことなんだが……それはさておき、猫くんなら確かに来ているよ。ほら、そこに」


　美樹彦に示しめされた方へぬいぐるみ女は視線をやり、そして吾輩を見つけるやパアッと顔中に喜色をうかべ、


「だが麗華くん。その前に済ませておかなければならないことがある」


　美樹彦が吾輩とぬいぐるみ女の間に立ちふさがった。ほぼ全裸のまま。


「な、なんですのあなた!?　そこをおどきなさい、わたくしはそのねこに用が──」


　たじろぐぬいぐるみ女に、美樹彦は笑顔＆ほぼ全裸のままじりじりと迫せまりつつ、


「いや実はだね、僕は涼子くんから厳げん命めいを受けているんだ。麗華くんが粗そ相そうをした場合はきっちりと教育的指導をほどこすように、とね」


「な、なんですって……？」


「そこで麗華くんの行ぎよう状じようを振り返ってみよう。まず第一に、ノックもせずに他人の部屋のドアを開けて侵入したこと。さらにはプライベートが保ほ障しようされた部屋において素肌をさらすことが罪ざい悪あくだとでも言わんばかりの言動があったこと。そしてまた、それらに対する謝しや罪ざいの類が一切ないこと」


　じりじりと近づく美樹彦。じりじりと後ろに下がるぬいぐるみ女。


「涼子くんの倫りん理り基き準じゆんに照てらし合わせると、これらはすべてＮＧ判定となる。わかるね麗華くん？」


「そ、そんな、そんなこと言われたって……」


　後退をつづけていたぬいぐるみ女だったが、もはやこれまでと悟ったようだ。ふいに踵きびすを返すや、一いち目もく散さんに遁とん走そうしようとして、


「ふふ、残念だがそうは問とん屋やがおろさないよ？」


　目にも止まらぬ早さで美樹彦が先回りし、退路をふさいだ。


「ふふふふふ」


「い、いや……近寄らないでこの変態！　痴ち漢かん男！」


「はっはっは。どうやら反省の色も見られないようだし、これはいよいよ厳しく教育的指導をしなければならないねえ。はっはっは」


　ぬいぐるみ女は部屋の中を駆かけめぐっては逃げ回り、美樹彦はほぼ全裸のまま妙みように明るい笑顔でそれを追いかけ回している。美樹彦はぬいぐるみ女が嫌がる姿を見て楽しんでいるだけであり、実害を加える気がないのは明らかだったが、それを指し摘てきしてやる義理もない。吾輩は乱らん痴ち気き騒ぎを尻しり目めに悠ゆう々ゆうと部屋を後にしたのだった……。





　　　　＊





　嵐あらしのように様々な出来事の起こった二ノ宮邸ていを後にした吾輩は、しかし実に沈ちん鬱うつな気分のままであった。


　幾いく多たの冒険を繰り返し、そのつど危機を脱だつしてきた吾輩の知恵と勇気は賞しよう賛さんされてしかるべきとは思うが、しかし肝かん心じんの目的を達することができなかった。


　吾輩にはまだ、名前がない。


　いくつかの名前候補を挙あげられはしたし、いずれも魅み力りよくを覚えるに十分な名前であった（ひとつだけ例外はあったが）。


　しかし何かが足りぬ。


　吾輩につけられるべき名前は、もっとこう、違うものなのだ。ウィットに富とみ、響きがよく、なおかつ名は体を表すの言葉どおりのベストフィットなものでなければならぬ。


　まあしかし──と吾輩は思う。考えてみれば命名という儀ぎ式しきは決して軽々しいものではなく、一日やそこらで、しかもほんの思いつきで決めていいものではあるまい。どうせ決めるならじっくり腰こしをすえ、完全に納得できるだけの名前を考えるべきだろう。あるいは別に、名前などなくても一向に構わぬのだ。吾輩は誇り高き猫族の一員であり、猫とは天を行く雲のように自由気ままに、何者にも縛しばられることなく、死するその時までさすらいゆくものなのだから──。


「あ、猫さん」


　そのとき吾輩を呼びとめる声があった。見れば、そもそも事の発ほつ端たんになった人間のメス、月村真由である。


　真由は洗せん濯たく物ものを取り入れていた手を休めて吾輩の前にしゃがみこみ、またしても超ちよう絶ぜつの指テクを用いて吾輩を翻ほん弄ろうしつつ、


「どうでした？　なにか気に入る名前をもらえましたか？」


　吾輩は指テクがもたらす快楽にもだえつつ、うにゃんと鳴いた。


「そ、そうでしたか……すいません、いろいろ大変な目にあわせてしまったみたいで」


　まったくである。今日の冒険行は、目的を達するどころかむしろ侮ぶ辱じよくを受けること大だいであった。この家の愚おろかなる住人どもは、よりにもよってこの吾輩をかにみそ呼ばわりしたのである。まるで示しめし合わせたかのように、あたかもそれこそが正真なる吾輩の名前であるがごとくに。


「え？　かにみそ？」


　真由は不意に目をぱちくりさせると、指テクで吾輩を翻弄しつつ小首をかしげて何か考え始めた。


「あー……」


　やがてため息とも感かん嘆たんのそれともつかぬ息をひとつ吐はくと、照てれたような困ったような笑いをうかべつつ頭をかいて、


「思い出しました。それ、わたしがつけた名前です」


　にゃんと!?


「仮の名前のつもりで、かにみそさん、かにみそさん、って呼んでたんですよね。確かあれです、最初に会った時にかにみそをあげたらとっても喜んで、ごろごろごろごろ芝しば生ふの上を転がってたのが印象的だったんですよ」


　ううむ、言われてみればそんな気もする。吾輩がかつて一度だけ口にした記き憶おくのあったかにみそは、月村真由から手に入れたものだったか。昔の話だからすっかり忘れていた。


「あはは、すいません。それでみんなあなたのことをかにみそ、って呼んだんですね。わたしとしてはそういうつもりはなかったんですが……すいません、ご迷めい惑わくをおかけしました」


　この家の住人たちが吾輩のことを口をそろえてかにみそ呼ばわりしたのも、それで得とく心しんがいった。元げん凶きようはこの月村真由であったのだ。


　だが無論、得心がいったからといって、こやつの罪が赦ゆるされるわけではない。吾輩は当然の権利として、月村真由を一撃のもとに誅ちゆう戮りくすべく鋭するどい爪つめを生やそうとした。しかしこの女の指テクは依い然ぜんとして吾輩を支配下に置いており、吾輩が復ふく讐しゆうの鬼おにと転じようとするのを許さない。


　吾輩は屈辱にまみれつつも、断固として抗議を申し立てるべく、腹を見せて転がりながらうにゃにゃんと鳴いた。


「えっ？　わたしに名前をつけろって？　ちゃんとしたのを？」


　左さ様よう。今回の顚てん末まつの引き金を引いたのはこやつであり、なればこそこやつはその責任を取るべき立場にあるのだ。


　月村真由が吾輩の納なつ得とくのいく名前をつけるのであればそれでよし、すべての罪は水に流そう。


　だがそれが成ならなかった場合は……こやつを吾輩の爪の餌え食じきとし、二ノ宮家を鮮せん血けつの海に沈しずませてくれる！


「名前ですかあ……うーん、名前名前……」


　指テクをきっちり駆く使しして吾輩を快楽の奴ど隷れいにしつつ、月村真由は難しい顔で考え込んでいる。頭を左右に振り、空を見上げ、さらには首をぐるんぐるん回して呻しん吟ぎんしていたが、やがて「あっ、そうだ！」と小さく叫さけび、


「じゃあこんなのはどうでしょう？　猫さんは白と黒と茶、三種類の毛を持ってるから……」


　ふむふむ？


「それにちなんで、『三み毛け猫ねこ』という名前はどうでしょう！」


　…………。


「…………どうでしょう～？」


　…………。


「…………だ、だめ……ですか？」


　吾輩は──


　吾輩はカッと眼まなこを見開き、そして。


　高らかな歓かん喜きの鳴き声をあげた。


「あ。気に入ってもらえたんですね」


　しかり。実にすばらしい命名だ。三種の毛をしているから三毛猫とは……ウィットに富み、響きがよく、なおかつ名は体を表すの言葉どおりでもあり、おまけにシンプル極きわまりないから誤ご謬びゆうの入り込む余よ地ちがない。『三毛猫』というネーミングには、まさに吾輩が求めていたものすべてが、いやそれ以上のものがぜんぶ含ふくまれている！


　吾輩は超絶の指テクの効果だけでなしに、ひどく機き嫌げんよく地面を転がった。月村真由も頰ほおを緩ゆるませて、


「よかった、気に入ってもらえて。じゃあこれからあなたのことは、三毛猫さんって呼びますね？　でも三毛猫さんは女の子なんだから、何事にももうちょっとおしとやかなほうがいいと思いますよ？　あんまりおてんばなのはいけないと思います」


　小こ娘むすめがなにやらしたり顔で説教をしていたが、吾輩の耳には届いていない。


　吾輩は新たな名と同時に新たな生のスタートラインに立ち、いつまでも機嫌よくゴロゴロとのどをならすのだった……。







おしまい







　あとがき







作さく者しや「ふう。いよいよこの時がやってきたな」


真ま由ゆ「この時がきた、というのは、どういう意味なんでしょう……？」


作者「知れたこと。このあとがきが載のる『おあいにくさま二にノの宮みやくん５』をもって、怒ど濤とうの四か月連れん続ぞく刊かん行こうスケジュールが一段落するのだよ」


麗れい華か「ああなるほど。確かにそうでしたわね」


作者「それだけではない。十月より放送開始となったアニメ版『ご愁傷さま二ノ宮くん』もいよいよ大おお詰づめ、ほどなくフィナーレを迎むかえることとなるのだ」


真由「そうですね。もうそんな時期になるんですね。長かったような短かったような……なんだか不思議な気持ちです」


作者「そこで、だ。いつもはおちゃらけ気ぎ味みに展てん開かいする『二ノ宮くん』シリーズのあとがきではあるが、今回はちょっと趣しゆ向こうを変えてみたいと思う」


麗華「というのは？」


作者「うむ。たまには真ま面じ目めな雰ふん囲い気きで反はん省せい会かいをしてみようか、とね。折おりしもこの本が発売されるのは年としの瀬せのどんづまり。多た忙ぼうだったこの一年を振ふり返かえり、来こし方かた行ゆく末すえに思いを馳はせてみようではないか、ということだ」


真由「わあ、いいですねそれ。今年の『二ノ宮くん』シリーズはホントにいろいろありましたもんね」


麗華「ボンクラ作者にしてはまともな発はつ想そうですわね。どうやらわたくし、今回に限ってはあまりストレスを溜ためずに済すみそうかしら」


作者「それでは君たちふたりの賛さん同どうも得えられたということで、さっそくいってみようか」


真由「第一回・チキチキ！　『二ノ宮くん』シリーズ大詰め記念、蔵くら出だし総そうざらえのぶっちゃけトーク大会！」


麗華「始まりましてよっ！」





　　　　＊





真由「それでは作者さん、まず始めにお聞きしますが。『ご愁傷さま二ノ宮くん』のアニメ化が決定したのはいつごろだったんでしょうか？」


作者「うん、まあ正せい確かくな時じ期きというのは私にもよくわからないのだが。おそらくはちょうど一年前の今ごろだったのではないか、と想像する。私の元に正式な話が来たのは、新年に入って少したってからだったがね」


麗華「その話を聞いた時の感かん想そうはどういうものだったんですの？」


作者「ちょっとばかり意い外がいだった、というのが率そつ直ちよくなところだな。実じつのところアニメ化のウワサは担当編集さんからちらほら耳にしてはいたんだが、はっきり言ってそれほど実現性の高いものだとは思っていなかったんだ」


真由「となると、いろいろな幸運が重かさなって、それでアニメ化が実現したということなんでしょうか」


作者「そう思うよ。アニメ化というのは作者が望んだからといって実現するものではない。無む数すうの関係者のみなさんがひとつの目的のために動いて初めて実現可能なプロジェクトなんだ。当然、様々な事情が複ふく雑ざつに絡からみあう。それを経へてアニメ化という果か実じつをもぎ取ることができたのは、まさに幸運の産物と呼んでしかるべきではないかな……誤ご解かいを恐れずにあえて断だん言げんしてしまうが」


麗華「ふうん。あなたにしてはまあ、謙けん虚きよな発言なのかもしれませんわね。ところであなた、今回のアニメ化に関かんしてはずいぶん手も口も出したようですが。そのあたりの感かん想そうはいかがですの？」


作者「脚きやく本ほん会かい議ぎの場にも席を用意してもらったし、アニメの八話では脚本も書かせてもらった。原作者の様々なワガママを快こころよく請うけていただき、スタッフの方々には心より感かん謝しやしております」


真由「いつもは威い張ばりんぼな作者さんがこんなに腰こしを低ひくくして言うくらいだから、ほんとうに感謝してるんですね」


作者「いや、まさしくそのとおり。制せい作さくサイドに立つ経験をしたがゆえによくわかったのだが、アニメを作るという仕事は実に大変なんだよ。その大変な状じよう況きようの中で、スタッフの方々は最さい善ぜんを尽つくしてくれた。ひとりひとりにごあいさつした上、お礼がてらに感謝のキスのひとつもしたいくらいだ」


麗華「そんな気持ち悪いことしたら、スタッフの方々は今後二度と『二ノ宮くん』がらみの仕事をしてくれませんわよ。これからどんどん『ご愁傷さま二ノ宮くん』のＤＶＤが発売されていくというのに」


作者「おおそうだった、その宣せん伝でんもちゃんとしておかなければいけないな。ええと、『二ノ宮くん』のＴＶアニメＤＶＤが、今月より六か月連続で発売となります。スタッフの方々の血と汗と涙の結けつ晶しようたるシリーズ全六巻、ぜひぜひお手にとってみてくださいませ」


真由「腰が低くなっても宣伝はきっちりするんですね……ところで作者さんが脚本を書いた八話ですが、視し聴ちよう者しやさんからの反応はどんな感じだったんですか？」


作者「いやそれがね、思いのほか好こう評ひようをいただけているようで。スタッフの方々の同どう意いを得たうえで、徹てつ底ていしてバカ展てん開かいを貫つらぬき通した脚本だったんだが、どうやらそれが功こうを奏そうしたようだ。自分としても出で来き栄ばえには手て応ごたえを感じていたし、喜びもひとしおだよ」


麗華「バカもバカ、全体のストーリー展開をほとんど無む視しした、カオスとしか言いようのない脚本でしたわよ。いきなり脈みやく絡らくもなくラーメンなど作り出すし、ラーメン作りだけで脚本まるごと一本とは……ほんと、心の底からバカですわね」


真由「そもそもどうしてラーメンなんでしょうね？」


麗華「聞けばアニメの公式ページにも、なんの脈絡もなくラーメンのレシピがひとつの独どく立りつしたコーナーとして設もうけられているとか。それも無む駄だに凝こった作りになっていて、『家庭でも簡単に作れる』とか謳うたっておきながら、ずいぶんと敷しき居いの高い感じになっているらしいですわよ」


真由「つまり、家庭では簡単に作れないレシピになっている、ってことですか？」


作者「いやそれは誤解だよ。事実、あのレシピに書かれている材料はいずれもさしたる苦く労ろうなく手に入るもの。それに美お味いしい料理を作るためには手て間ま暇ひまをかけなければならないのは常じよう識しき、その点においては家庭料理にもプロの料理にも何ら差はないのだ」


真由「はあ、それはそうかもしれませんが……」


作者「ちなみに風のウワサによれば、レシピ通りに作ればほんとうに美味しいラーメンが完成するそうだ。レシピは『二ノ宮くん』アニメの公式ページ掲けい載さいされているので、是ぜ非ひとも足をお運びくださいませ」


麗華「…………まあよろしいですわ。ところであなた、今年は四か月連続刊行もふくめ、一年で六冊の本を出しましたわね？　例れい年ねんの倍ほど本を出している計算になりますが、グータラのあなたがそのスケジュールをよく破は綻たんさせずにこなせましたわね」


作者「いや、正直今年はきつかった。連載やって長編書いてアニメの会議に出てアフレコも見て、その合間にもゲラ読みやらチェック物やらがほとんどひっきりなしに入ってくる。我われながらよく音ねをあげなかったと感かん心しんするよ」


真由「イベントでステージとかにも立ってましたよね。あとはラジオに出たりとか」


作者「…………ほんと、いろいろやってきたなあ、俺おれ」


麗華「遠い目をするあまり、キャラを忘れて素すのしゃべりになってますわね」


作者「いや、もちろんいい経けい験けんになったし、楽しかったよ。大変なこともたくさんあったが、終わってみればすべていい思い出だ。私の人生の中でもっとも充じゆう実じつした一年だったように思う」


真由「ほんと、よかったですね。今年はわたしたちみんなにとって」


麗華「まあ、その点については否ひ定ていいたしませんわ。これもひとえに、シリーズに関わってくれたすべてのスタッフの方々と、そしてなによりファンのみなさまのおかげですわよ」


作者「まったくもってそのとおり。……というわけで波は乱らんの一年を終おえた『二ノ宮くん』シリーズですが、ファンのみなさまがたにはご満まん足ぞくいただけましたでしょうか？　私はもちろんのこと、スタッフ一同今後とも、シリーズをよりいっそうよいものにしていくべく努ど力りよくしていく所しよ存ぞんです。どうぞ今しばらくおつきあいのほど、よろしくお願い致いたします」


麗華「……ふん。アホ作者にしては無ぶ難なんにまとめましたわね。まあ及きゆう第だい点てんはさしあげてもよろしいかしら。今回はわたくし、破は廉れん恥ちな格かつ好こうをせずに済みそうですし」


作者「ん？　なにを言ってるんだね、麗華くんは」


真由「あの、麗華さん。とても言いにくいことなんですが……」


麗華「？　なんですの？」


真由「このあとがきが始まってからずっと、なんですけど……」


麗華「なんです。はっきりおっしゃい」


真由「はい、あの……麗華さん、あとがきが始まった時からずっと、服着てません」


麗華「…………は？　って、ああああああああああああっ!?　ほ、ほんとに着てない!?」


作者「うむ。つまりこの文章を書いている私の脳のう内ない設せつ定ていでは、そういうことになっていたわけだ。アニメのように画えが動く媒ばい体たいであれば、麗華くんが一いつ糸しまとわぬ姿であったことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったわけだが……なんというか、小説という文章単たん体たいでの表現媒体ゆえに可か能のうな手口だな。この斬ざん新しんなる叙じよ述じゆつトリック……我ながら自分の才能が恐おそろしい……」


麗華「こ、こンのアホ作者……！　言葉の暴ぼう力りよくですわよ、これは！」


作者「お、うまいこと言うね麗華くん。まあ君の長い縦たてロールで色々なところがいい具ぐ合あいに隠かくれているし、問題あるまい。……といった感じでお送りした今回のあとがきでしたが、いかがでしたでしょうか？　少々駆かけ足あしではありますが、こんな感じで『二ノ宮くん』シリーズの今年の締しめとさせていただきます。みなさまほんとうにありがとうございました」


麗華「ちょ、お待ちなさい！　わたくしにこんな格好をさせたまま──」


作者「それではみなさまよいお年を。再見ツアイツエン～」
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